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騎士寮のお食事係になりました！
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　春の麗らかな日差しが大地に降り注ぐ中、一台の箱型馬車が街道を走っていた。

　手綱を握っているのは初老の御者だ。あちこちに小石が転がるやや荒れた道だが、熟年者らしい見事な手綱捌きで進め、馬車の揺れをあまり感じさせない。

　過ぎ去る緑の景色を窓越しに眺めながら、少女――リリス・オルコットは期待に胸を弾ませていた。これから、華の都と呼ばれるハイネリア王国王都に赴くからだ。片田舎で生まれ育ったリリスにとって王都は縁遠い大都会であり、高鳴る気持ちを抑えられない。

　どんな町並みなんだろう。

　まだ見ぬ王都の想像を膨らませつつ、リリスは先日、四つ年上の兄――レックスから届いた手紙を膝の上で開いた。






『我が愛しの妹へ

　元気にしているか？　お兄ちゃんは今日も真面目に働いている。今、この瞬間も眠気と戦いながら駐在所で待機しているところだ。

　……真面目じゃない？　いやいや、そんなことはない。真夜中だぞ。動物は本来なら寝ている時間だ。本能に逆らうのは、思いのほかキツい。絶対におすすめしない。

　ところで話が変わるが、俺が世話になっている騎士寮の寮母が最近、腰を痛めて動けなくなった。よって、家事を請け負ってくれる人員が不足して困っている。

　そこで料理上手な我が愛しの妹にお兄ちゃんからのお願いだ。しばらくの間、うちに来て働いてくれないか？

　色よい返事を期待している。騎士寮の場所は以下の通りだ。


勤勉なお兄ちゃんより』








　父は「いいよ、行っておいで」とあっさり承諾してくれた。家事に不慣れな父を一人家に残すのは少し不安だったが、リリス自身も王都には一度は行ってみたいと思っていたところだ。働き先の食堂には事情を話して休暇をもらい、急ぎ荷物をまとめて地元を発ち、現在に至っている。

（お兄様と会うのも何年ぶりだろう。確か騎士学校を卒業した年の夏以来だから……三年半くらい？）

　レックスは六年前に王都の騎士学校に進学し、今は王都の治安を守る警吏騎士として働いている。

　実家と王都は馬車で一日あれば着く距離ではあるが、騎士になってからというもの、まとまった休暇を取れないからと久しく帰省していない。会えるのが楽しみだ。

「お客様、着きましたよ」

　しばらく馬車の揺れに身を任せていると、王都の停留所に到着した。王都の街を取り囲む門をくぐってすぐの場所だ。

　リリスは手荷物を持って馬車から降り、石畳で舗装された地面を踏み締めた。地元とは比べようもないほど、頑丈な造りだ。さすが、大都会。

「いやはや、荒い運転になってしまい、申し訳ありません。お怪我などはございませんか？」

「大丈夫ですよ。ありがとうございました」

　思っていたよりも、ずっと快適な乗り心地だった。気遣わしげな顔をする御者にリリスはにこりと笑い返し、代金を支払ってその場を後にした。

　小道に入ってすぐ、ひしめき合う高層住宅街にリリスは息を飲む。晴れ渡った空を見上げても、大部分が建物に阻まれて見えない。

「わぁ、やっぱり王都はすごいなあ……」

　石畳で舗装された道、煉瓦造りの鋭角の屋根、そして遠目にも見える巨大な時計塔――見るものすべてが目新しい。今すぐ街中を見て回りたいのは山々だったが、まずは目的の場所へ行かなければ、とリリスは手紙を広げた。

（えーと、この道をまっすぐ進んで大通りに出て、大広場を抜けた先……）

　手紙には手書きで地図が書かれてある。大雑把な兄らしい乱雑な筆跡だが、地図自体はシンプルで分かりやすい。道順を確認しながら、リリスは慎重に道を進む。

（お兄様のことだから、変わりなく元気にしてるだろうけど。お兄様は今の私を見ても分からなかったりして）

　レックスと最後に会ったのは、リリスがまだ十二歳の時のこと。あれから成長期を迎え、ぐっと背が伸びて大人になった現在の姿を見たらさぞ驚くに違いない。

　そんなことをつらつら考えながら歩いていると、やがて大通りへと出た。行き交う人々の多さにリリスは目を瞬かせる。地元の街とは比べものにならない。さすが王都。

　どうにか人混みを掻き分け、大広場の方に向かおうとした、その時のことだった。

　――どんっ！

　すれ違いざまに誰かと肩が衝突し、リリスはよろめいた。尻餅をつきそうになったが、ちょうど後ろに人がいてリリスの体を受け止めてくれた。

「大丈夫か？」

　低い男性の声が上から降ってきて、リリスははっとする。振り向くと、そこには二十歳前後の若い男性が立っていた。

　紫がかった銀色の髪が印象的な青年だ。海のように鮮やかな青色の瞳は理知的な光を宿し、怜利な容貌をしている。これまで出会った男性の誰よりも美形かもしれない、とリリスは思った。

　思わず見とれてしまったが、無遠慮に眺めては失礼だと慌てて体を離した。

「す、すみません。ありがとうございます」

　礼を述べると、「いや」と青年は短く返した。そっけない返しに言葉が詰まるが、見知らぬ相手がいきなり倒れてきたのだから、迷惑に思うのは当然だろう。

　どう続けようか逡巡していると、

「ここで待っていろ」

「え？」

　唐突にそう言い残して、青年は早足で来た道を引き返していった。意味が分からず棒立ちになるリリスの耳に、ほどなくして誰かの悲鳴のような呻き声が届く。

　声の主であろう人物を引き連れ、リリスの元へ戻ってきた青年の手には見覚えのある物が握られていて、リリスは思わず大声を出してしまった。

「私の財布！」

　間違いない。亡き母が遺した桃色の財布袋を見間違えるはずはない。

「手荷物の中に入れてたのに、どうして……」

「この男が、スったんだ」

　戸惑うリリスに青年は端的に答え、財布袋を引き渡してくれた。有り金すべてが入っているので、ずっしりと重みがある。

　スリ。聞いたことはあるが、実際にやられたのは初めてだ。憧れの王都に着いてそうそう、こんな目に遭うなんて。

　青年の隣には、手首に手錠をはめた中年男性がふて腐れたような顔をして立っている。謝罪一つ口にしない。腹立たしいが、まあ財布袋が戻ってきたのだからよしとしよう。

「ひとが多いところでは盗人も多い。以後、気を付けることだ」

「……はい。取り返して下さってありがとうございました」

　本当に大感謝だ。危うく、有り金すべてを失うところだった。

　青年はまたも「いや」と短く応え、犯人を連れて来た道を引き返していく。人混みに消えていくその背を見送ったリリスは、ふとあることに気付いた。

（そういえば、犯人に手錠をかけてたってことは、もしかしてあの方もお兄様と同じ警吏騎士……？）

　思い返してみると、軍服めいた襟高の服を着ていた。それに民間人が手錠を持っているはずがない。もしかしたら、レックスの職場仲間だったりするのかも。

　あとでレックスに聞いてみよう。また会えるようなら、何かお礼をしたい。

（これからは気を付けて歩かなきゃ）

　財布袋をぎゅっと手に握り締め、リリスは再び歩き出したのだった。










　地元のオルコット地方から王都までは、馬車で半日かかる。朝早く発ったが、騎士寮に辿り着いた頃には日が暮れていた。

　寮と聞いて大きな建物を想像していたが、実際に見てみれば高層住宅街にある赤い煉瓦造りの一軒家だった。四階立てで、思いのほか規模が小さい。寮というより民宿に近いかもしれない。

　レックスによれば、独身の警吏騎士がこの寮で暮らしているのだという。

「久しぶりだな、リリス！　元気にしてたか？」

　出迎えてくれたレックスは、開口一番そう言った。弾ける明るい笑顔にリリスの顔も自然と綻ぶ。

　亜麻色の髪と、森を切り取ったような穏やかな緑の瞳。リリスと同じ髪色と目の色を持つレックスだが、顔はあまり似ていない。リリスは父親似で、レックスは亡き母親似だからだ。強いて言えば、すっと通った鼻筋が似ていると、何とも微妙なことを友人に言われたことならあるけれど。

　レックスはリリスの手荷物をさりげなく引き受けてくれた。

「しっかし、大きくなったなぁ。どこのお嬢さんかと思ったよ」

「三年半ぶりだもの。お兄様ったら、卒業してから一度も顔を出さないんだから。お父様も寂しがってるわよ」

　仕事が忙しいからというのは重々承知しているが、それでも年に一度くらいは里帰りしてほしい。そんな気持ちを込めてちくりと言うと、レックスは苦笑した。

「すまん。俺も今年こそは帰省できたらいいと思ってるんだけどな。父上も元気か？」

「年のせいで背中や腰が痛いとは言っているけど、大丈夫よ。元気にしてるわ。お兄様もお変わりなく？」

「この通り元気だ。野郎だらけのこの寮から出る予定のない、寂しい独り身さ」

　レックスはおどけるように笑った。レックスは今年で二十歳になる。そろそろ結婚適齢期に入る年頃だ。

　冗談めかして笑うレックスの言葉に、けれどリリスは笑えなかった。男性は二十歳からだが、女性は十六歳から――つまり、リリスも結婚適齢期に入っているからだ。

　ちなみにリリスもまた、兄と同じ実家を出る予定のない寂しい独り身である。とある事情で縁談一つなく、誰かに告白されたこともない。ましてや、お付き合いなど。

　正直なところ、多少焦りはある。婚期を逃せば、男性ならともかく女性では結婚が難しい。結婚をするのなら、今のうちに誰かいい人を見つけなければならない。

　話を広げても辛いだけなので、リリスは触れないことにした。レックスも気にした様子はなく、寮内を案内してくれる。

「一階には食堂や洗濯室、浴室なんかがある。二階から四階までが俺達の部屋だ」

　腰を痛めたという寮母は、一階の奥にある寝室で休んでいるらしい。そして、一緒に住んでいる娘が看病しているのだと、初めて聞く話をレックスはした。

「お前より一つ年上の子でな。ベリンダさん……寮母と一緒にこの寮の家事をしてくれてる。アメリアって言うんだが、今は買い出し中だ。じきに戻ってくるだろうから、先に部屋に案内する」

　レックスの後を追って階段を上っていくと、二階の突き当たりの部屋に着いた。そこには二段寝台が置かれていて、すでに誰かの荷物が床に散乱している。

　リリスは呆気に取られた。足の踏み場がないとまではいかないが、はっきり言ってしまえば汚い。母親が亡くなって以来、家の家事を担っている身としては、今すぐに片付けたくなる。

　そして、似たような光景をリリスは以前にも見たことがある。隣に立つ兄を、じとっとした目で見上げた。

「……お兄様、ここに私も住めと？」

「野郎だらけだからな。可愛い妹を一人で寝かせるわけにいかないだろ？」

　言っていることはもっともだが、この部屋の惨状は。

「愛の共同作業といこう、妹よ」

　無駄に爽やかな笑みを浮かべて言うレックスにリリスは脱力しそうになった。やっぱりそうなるか。

　寮に来て初めてやる仕事は、どうやら兄の自室の掃除になるようだ。

「今、騎士寮には何人住んでいるの？」

「俺を含めて五人だ」

　思っていたよりずっと少人数で、リリスは驚いた。家事手伝いを探しているというくらいだからもっと大所帯かと思っていた。

「一昔前は違う隊の奴も入寮して満室だったらしいんだけどなー。今は他にも騎士寮があるから、空き部屋だらけだ。うちの隊は妻帯者が多いっていうのもあるが」

　一旦、自室を出て廊下を歩きながらレックスは説明してくれた。

　レックスが所属するのは、王都警吏騎士団三番隊。西区を担当する駐在所勤務の隊だ。早番と遅番に分かれ、いつどこで何が起こっても迅速に出動できるように勤務表を組んでいるのだという。

　けれどしばらく――リリスが騎士寮にいる間は、遅番をやらないことにしたとレックスは続けた。理由は先の通りである。

　大袈裟だと思わないでもないが、リリスを心配してのことだ。素直にその気遣いを受け入れることにして、リリスは「ありがとう、お兄様」とはにかんで返した。

「俺は一応、副隊長を務めてる。まっ、これでも貴族の端くれだからなー。自分の実力だって胸を張れないのが何とも悔しいが」

　ははは、と笑うレックスの声音は調子こそ軽いが、本当に悔しく思っていることが伝わってくる。ちゃらんぽらんに見えてその実、七光りやコネといった類いのことを嫌う真っ直ぐな気質の持ち主だからだ。

　そんなことないよ、とは軽々しく言えなかった。警吏騎士団は、幹部を除いて平民出身者を中心に構成される。二十歳という若さで副隊長に抜擢されたのは、おそらくレックスの考えているような事情もあったのだろう。。

　貴族の端くれ――というのは、文字通りの意味である。リリスもレックスも実は伯爵家の令息令嬢なのだが、その暮らしは平民同様で権力も金もない。元は地方伯としてオルコット地方を治めていた名家だそうだが、農奴による下剋上の嵐で没落し、今では名ばかりの貧乏貴族となってしまった。

　伯爵令嬢ではあるが、貧乏。それが、リリスに縁談が来ない最大の理由だったりする。好き好んで貧乏貴族の娘をめとりたい貴族はおらず、かといって平民相手とは釣り合わない。

　リリス自身は平民相手でまったく構わないし、むしろその方が気が楽なのだが、身分差のある婚姻とは思いのほか難しいものだ。仮に結婚しようものなら、他の貴族から冷たい目で見られ、リリスだけでなく父や兄までもが社交界から締め出されかねない。

　そう考えれば、リリスの一存で勝手に結婚相手は決められなかった。恋愛結婚が可能になってきているといっても、貴族社会はまだまだ政略結婚が主流だ。

（お父様も心配してるし、誰かいい相手を見つけられたらいいとは思うけど……最悪、一人で生きていくしかないかも）

　爵位を継ぐのはレックスだ。たとえリリスが子をなせなくても問題はない。

　そんなことを思いながら、階段に向かっていたその時だ。三階からドタバタと激しい足音が響いて、リリスとレックスは足を止めた。

　ほどなくして、正面からやって来たのは――。

（竜!?）

　小さな黒い竜が翼を羽ばたかせて、こちらに飛び込んできた。その表情は心なしか涙目で、薄紫色の瞳は潤んでいる。

　そしてその後ろに、鬼気迫る顔で竜を追いかける青年の姿が見えた。

「レックス！　捕まえてくれ！」

　言われるままレックスは竜に手を伸ばそうとするが、竜はレックスの頭上を越えてリリスの胸元へと飛び込む。驚いたが、怯えた様子を見かね、リリスは両腕でその小さな体を抱きしめた。一体、何事だ。

　はあはあ、と息を切らして後を追ってきた青年は、レックスより少し年上くらいだろうか。眩い金色の髪は緩くウェーブがかかっていて、穏やかな目は茶色。女性受けのよさそうな甘い顔立ちで涼しげな容貌をしている。

　……が、今は血走った眼が怖い。黙っていれば気品のありそうな雰囲気が、荒い呼吸と併せてぶち壊されている。

「少女よ……その竜を、引き渡してくれ」

　ずいっと迫られ、リリスは反射的に半歩引き下がった。寮内にいるということは住人なのだろうが、竜の怯えようを見ると、はいどうぞと引き渡す気にはならない。

「こ、この子をどうするつもりなんですか？」

　意を決して訊ねると、返ってきた答えは。

「入浴だ」

「え？」

「そろそろ入浴の時間なんだ。だが、浴室に行こうとしたら逃げ出してしまった」

「フィップは水が苦手だからなー」

　納得した様子で理由を付け加えたのはレックスだ。フィップというのが、この竜の名前らしい。

　竜というのは、高貴な動物である。竜騎士団を除いて王候貴族、それも特に経済力のあるような家でしか買えない。寿命はそこそこ長いが、繁殖力が低いため稀少種であり、乱獲は禁止されていると聞く。

　リリスもこの目で見るのは、生まれて初めてだった。オルコット家の懐事情では、竜を買うなど夢のまた夢だ。現在、オルコット地方を治めるアクロイド伯爵家でも竜を所有していないはずだった。

　子竜とはいえ絵本の中でしか見たことのない竜を間近で見ることができて、感激だ。想像していたよりもずっと可愛い。

「む？　そういえば、初めて見る顔だな。もしや、君がレックスの妹か？」

　今気付いたといった顔で、青年はしげしげとリリスの顔を見やる。無遠慮な視線を、眉根をひそめたレックスが割って入って制した。

「その通りだが、うちの妹が可愛いからってそんなに近付くな。嫁入り前だ」

「これは失敬」

　青年は素直に引き下がる。そして仰々しく胸に右手を当て、優雅に会釈してみせた。

「まずは自分から名乗るのが礼儀だな。私はブライアン。兄君の下で働いている」

　流れるような動作は滑らかで、品のよさが感じられる。こうして落ち着いていれば、どこぞの貴公子のようだ。平民とは思えない。

　といっても本人が姓を口にしない以上、初対面で家柄について訊ねるのは失礼というものだろう。リリスも名前だけ返すことにして、ぺこりと頭を下げた。

「リリスです。兄がいつもお世話になっています。今日からこちらで働かせてもらうことになりました。これからよろしくお願いします」

　貴族令嬢らしくワンピースの裾を持ち上げて挨拶することもできたが、初めにそれをやると後々まで貴族らしい振る舞いを求められる羽目になって疲れそうだ。相手にも気を遣わせてしまいそうだし、ここは普段通りの所作を貫くことにした。

　ブライアンは「うむ」と一つ頷いた。やはり、なんだが仰々しい人だ。

「この子、ブライアンさんの飼い竜なんですか？」

　だとしたら、やはりどこぞの貴族なのかもしれない――と思ったリリスだったが。

「いや、違う。私は一時的に預かっているだけで、我が上司の飼い竜だ」

　レックスに飼い竜はいない。となると、彼の言う上司というのは。

　思い浮かんだ役職をレックスは口にした。

「うちの隊長のことだ。今は勤務中でいないから後で会わせる」

「なんていう方なの？」

「グランヴィル・クレイトン。俺より一つ年下で、クレイトン地方を治める伯爵家の長男だ」

　クレイトン地方といえば、オルコット地方より王都に近い。馬車で数時間の距離だ。山々に囲まれた片田舎のオルコット地方と違い、海上貿易の要となる地方であり、水の都と呼ばれている。

　そのクレイトン伯爵家の跡取りということは、正真正銘の貴公子に違いなかった。警吏騎士として働いていることが不思議なくらいだ。実家の財力で十分暮らしていけるだろうに。

「ではリリス嬢、その竜を引き渡してもらっても？」

「あ、はい……」

　嫌がる子竜を心配しつつもブライアンに引き渡すことにして、リリスはレックスとともに一階に下りた。

「なんだか、個性的な人だったね」

　ブライアンの耳に届かぬよう小声でレックスに言うと、レックスは楽しげに笑った。

「この寮にいる奴はみんな個性的だ。まあ、確かにあいつは群を抜いているかもしれないが」

「……そういえば、お兄様も個性的だもんね」

「ふっ、俺なんてまだまだだ」

　これ以上、変人にはならないでほしい。お願いだから。

　他愛のないやりとりをしつつ、リリスはレックスの後ろに続いて奥の部屋に向かった。寮母であるベリンダに挨拶をするためだ。

　木製の扉をノックしてからレックスを先頭にして寝室に入ると、そこにはリリスと年の変わらない少女もいて、互いに目が合う。

（わぁ、綺麗な人……）

　美しい顔立ちの少女だった。緩やかに波打つ赤毛は肩につくかつかないかといった長さで、長い睫毛に縁取られた瞳は薄い茶色。陶器のように白く滑らかな肌は、日々どんなお手入れをしているのか訊きたくなるほどの美肌で羨ましい。

「アメリア、帰ってたのか。ベリンダさんもちょっといいですか。紹介したい人がいまして」

　レックスは二人にそう切り出した。そして、隣に立つリリスに手の平を向ける。

「妹のリリスです。前に話した通り、家事仕事の手伝いで来ました」

「リリスです。お世話になります」

　リリスが頭を下げると、寝台に伏せたままの寮母――ベリンダは、「あら、可愛らしい子ねぇ」と柔らかく微笑んだ。こちらは三十代半ばくらいだろうか。娘であろう赤毛の少女――アメリアと同じ目の色をしている。

　優しそうな人だ。動けないほどの腰痛だなんて気の毒で仕方ない。早く良くなるといいのだけれど。

　アメリアも「よろしく」とにっこり笑いかけてくれた。美しい容姿に反して気さくな笑みにリリスはほっとした。

　これから彼女の下で働かなければならないのだ。良好な関係を築いていきたい。

　ひとまず、挨拶はそれだけで終わった。

　リリスとレックスは再び二階に戻り、自室の片付けにとりかかることにした。

「お兄様ったら……どう暮らしてたら、ここまで散らかるの？」

　服は脱ぎっぱなし、書類もあちこちに散乱している。汚部屋という言葉が、ここまでふさわしい部屋も珍しい。

　ぷりぷりと怒っても、レックスは全く反省していない様子でおどけてみせるだけだった。

「いやぁ、お兄ちゃん的には住みやすい状態なんだけどな。散らかってるように見えてその実、きっちり整理整頓されているんだ。この服なんかはよく着るからここに置いてあった方が効率的で……」

「お兄様？」

「……そう睨むなよ。分かった。片付ける」

　二人で協力して汚部屋をせっせと掃除すること数十分。そろそろ夕食の支度をする頃かもしれない、とレックスが言うので、リリスは急いで一階に下りた。

　食堂と厨房は繋がっている。食堂から奥にある厨房に向かうと、そこにはレックスの言う通り、すでにアメリアがいた。今夜は野菜スープを作るのか、大きな鍋の傍に人参や玉ねぎといった食材が入った木の籠が置かれている。

「遅れてすみません！　今日からよろしくお願いします！」

　再度、頭を下げてアメリアに話しかけると。

「あら、別に来なくてもよかったのに」

「え？」

　リリスは咄嗟に何を言われたのか分からなかった。

　聞き間違いだろうか――と呆気に取られていると、アメリアはふんと鼻を鳴らす。そして、値踏みするようにリリスを頭のてっぺんからつま先までじろじろと見やった。

「伯爵令嬢といっても大したことないわね。髪はパサパサだし、服も安っぽい。顔も身なりも私の方がずっと綺麗だわ」

「………」

「貴族に生まれても、働かなければならないんだから大変ね。それだけは同情してあげる」

　敵意を隠そうともしない冷ややかな視線に、リリスはたじろぐしかなかった。――こんな人だったのか。

（優しそうな人だと思ったのに……）

　高飛車に言い放つアメリアは、底意地悪い笑みを浮かべている。女性特有の攻撃とでも言えばいいのか、リリスを敵認定しているらしい。

　沈黙したままのリリスを見て、アメリアは勝ったという顔をして鼻で笑い飛ばした。

「まぁとにかく、家事は私一人で大丈夫よ。レックスさんが心配して呼んでくれただけなの。おとなしくオルコットの田舎に帰ってちょうだい。貧乏貴族とはいえ、お嬢様に家事なんて任せられないわ」

　上から目線の痛烈な皮肉を口にして、アメリアはさっさと作業に戻っていった。

　リリスは慌てて彼女の隣に並んだ。今、地元に帰っても勤め先の食堂の欠員は埋まっている。こんなにすぐお払い箱にされては困る。

「大丈夫です！　遠慮なくコキ使って下さい！」

　王都までやって来て、そうあっさり引き下がるものか。何より生活費がかかっている。

　食い下がっても、けれどアメリアの反応はなかった。完全にいないものとして、一人で夕食作りを進めている。

（……どうしてこんなに当たりがキツイんだろう。まさか、伯爵令嬢だからってだけで？）

　不快にさせるようなことや失礼なことはした覚えはない。挨拶を除いて二人で言葉を交わすのも今が初めてだ。

　となると、第一印象からして何か気に食わなかったということになる。それが伯爵令嬢だからという理由なら、リリスにはどうしようもない。

　だが――。

（こんなことでめげない）

　ここまで露骨な態度を取られたのは初めてだが、伯爵令嬢であることを理由に平民の女性から嫌味を言われたことは何度かある。今の勤め先である食堂でもそうだ。けれど、構わずに真面目に頑張って働いていたら、それもいつしか無くなった。

　一生懸命、努力していれば、きっとアメリアも認めてくれるはずだ。そう思い、リリスは努めて明るく振る舞った。

「包丁捌き、さすがですね。私、野菜の皮剥きってどうにも苦手で」

「………」

「お母様のお手伝いは何年くらいされてるんですか？　私は食堂で働き始めて二年くらいなので、まだまだひよっこです」

「………」

「今夜は野菜スープですか？　具だくさんのスープっておいしいですよね」

「………」

　無視。ひたすら無視。ちょっぴり泣きたい。

　リリスは一旦、会話を諦めて無言で作業を見守ることにした。あまりしつこくしても逆効果だと思ったからだ。

　一人で大丈夫だというだけあって、その手際はいい。これなら確かに一人でも困らないのかもしれない。

　むしろ、下手に他人が調理場にいた方が鬱陶しく感じるのかも――と思い至り、

「食堂のテーブル、拭いてきますね」

　水に濡らしたふきんを持って、一旦調理場を離れることにした。

　これは仕事だ。アメリアの態度には面食らったが、それはそれ。上司から指示をもらえなくても、自ら考えて動かねば。

　勤め先で学んだことを思い出し、リリスは食堂にずらりと並んでいる細長いテーブルを一つ一つ拭いて回った。本来は二十人ほど住める寮だけあって、勤め先の食堂には及ばないまでもテーブルの数は多い。

　それらを丁寧にきっちりと拭き上げ、再び調理場に戻った頃には、アメリアは火の前で鍋を掻き混ぜていた。リリスはすかさず、彼女が先程までいた流し台に移動した。

　見ると案の定、じゃがいもや人参の皮などの生ゴミが籠に溜まっている。それを小さい袋に移して口をきつく縛り、ゴミ箱に投げ入れた。

　さて、次は何をしよう。アメリアの動きを注意深く観察しながら思考していると、

「あら、塩がない」

　アメリアは小さくそうこぼした。その手には塩が入っていただろう小さめの容器がある。

　塩は通常、袋詰めで売られている。普段はそれを小分けにして使っているのだろうと、実家で長らく家事を担っているリリスは直感的に思う。

　素早く袋詰めの塩を探しに動き、これもまた直感で食器棚の下に袋詰めの塩を発見した。砂糖や小麦粉などと一緒に収納されている。リリスも実家ではそうしている。

「アメリアさん、どうぞ」

　それにはアメリアも多少驚いた様子で、美しい薄茶の瞳を小さく見開いていた。勝手なことをするなと怒られるかと一瞬思ったが、彼女は何も言わない。無言で受け取り、やはり無言で袋をリリスに突き返すだけだった。

　結局、料理することはおろか、アメリアと会話することも叶わなかった。

















２












　夕食の時間は非番や遅番の騎士は六時半から、早番の騎士は帰宅後、という形に分かれているらしい。

　アメリアが夕食を作り終えてすぐ、非番のレックスと遅番だというブライアン、そして子竜が食堂にやって来た。レックスは先に風呂に入ったのか、すでに寝間着だ。

「腹減った～。今日の夕飯はなんだ？」

「パンと野菜のスープです。それからデザートにイチゴのムースを」

　レックスの声に答えたのはアメリアで、リリスは居心地悪くその隣に立っているだけである。堂々としていたいと思うが、一切調理に関わっていないので料理に関しては何も言えない。

　リリスの様子がおかしいと察したのか、レックスは不思議そうな顔をして声をかけた。

「どうした？　元気がなさそうだが」

「大丈夫だよ。なんでもない」

「本当か？」

　尚も言い募るレックスに困っていると、図らずもライアンが助け舟を出してくれた。

「長旅で疲れたのだろう。今夜はゆっくり休むといい」

「そう！　ずっと馬車に乗ってたから、もうクタクタで！」

　ありがたく便乗させてもらうことにする。実際、半日も馬車に乗ってきて体が疲れてはいる。

　すると、アメリアが「あら、大変」と気遣わしそうな顔でリリスのことを見た。完璧な作り心配顔だった。

「後片付けは私が一人でするから。今日は早く休んだ方がいいわ」

　リリスははっとした。しまった。仕事を与えない口実を自ら作ってしまった。もっと言えば、二人に好印象を与えるきっかけをも。

　気付いてももう遅い。「そうだな、今日は早く休め」とレックスにまで言われては、素直に引き下がるほかなく。

「……じゃあ、すみません。今日は先に休ませてもらいます」

　アメリアに軽く頭を下げて、リリスは食堂を後にする。二人から見えない角度で嘲笑っているアメリアを見た時には、さすがに腹が立った。

　女って面倒臭い。伯爵令嬢といったって貧乏なのに――いや、貧乏だからこそ見下されやすいのだろうか。お金持ちの令嬢だったら、こんな失礼な態度を取られないのかもしれない。

　そう思ったが、たらればを考えても仕方がない。リリスはリリスのできることを精一杯やるだけだ。

（明日は早起きしよう。また頑張らなきゃ）

　アメリアに認められないことには、ろくに仕事を与えてもらえない。賃金を貰えるのかも怪しいところだ。

　レックスに相談したら窘めてくれるかもしれないが、なんだか負けたみたいで癪である。それに寮内に余計な波風を立てたくないというのもあった。

　ここは一人で解決しないと。

　リリスは二階の自室に戻り、寝間着に着替えて寝台に横になった。ちなみに二段寝台の上段だ。念には念を――ということらしい。

『リリス。誠実に生きなさい。そうすれば、きっと相手も応えてくれるから』

　亡き母の言葉が思い出される。口癖のように母はそう言っていた。

　リリスはそっと心の中で頷く。

（そうだね、お母様。真摯に生きてさえいれば、きっと相手は応えてくれる）

　気が緩んだら、長旅で疲労した体がずっしりと重く感じた。瞼も重い。

　目を閉じると、すぐに睡魔が襲ってきてリリスは深い眠りについたのだった。










　ちゅんちゅんと鳴く小鳥のさえずりで、リリスは目を覚ました。枕元にある置き時計を確認すると、まだ五時半だ。

（朝食は七時からだったよね。アメリアさん、起きてるかな）

　朝食は夕飯同様に非番と早番、遅番とで時刻が分かれており、非番と早番の人は七時から、遅番の人は帰宅してからだ。もしかしたら、もう朝食の準備に取りかかっている頃かもしれない。

　リリスは二段寝台に備え付けてある梯子をそっと下りた。下段の寝台ではレックスがぐっすりと眠っている。起こさないように注意しながら普段着に着替え、部屋を出た。

（今日は何か話せるといいんだけど。それに家事仕事って他に何があったっけ）

　部屋の掃除は、各住人がやっているというから除外するとして、一階と各階の廊下と階段が主な掃除箇所だろうか。

　あとは洗濯。洗濯に関してはまとめて洗ってくれているとレックスが話していたので、洗濯は朝早くにしておくべきだろう。

　食料の買い出しもあるはずだが、これは当分リリスに任されることはなさそうだ。調理は言わずもがなである。

　厨房にアメリアがいたら、声をかけてまず洗濯をしよう。許可をくれるかは分からないが、自分からどんどん動かなければ。

　そう思って一階に下りたが、まだアメリアの姿はなかった。代わりにあったのは、見知らぬ銀髪の男の背中と、

「あ、フィップ」

「きゅっ！」

　黒い子竜がぱたぱたとリリスの元へと飛んでくる。よしよしと頭を撫でてやると、子竜は嬉しそうに甲高い声で鳴いた。やっぱり可愛い。

　子竜が一緒にいるということは、彼が飼い主である隊長なのかもしれない。挨拶をしなければと近寄っていくと、銀髪の男もリリスに気付いてこちらを振り向いた。

　すると、その顔には見覚えがあり、リリスはつい声を上げる。
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「ああっ、昨日の！」

　そう、相手の男性は昨日リリスを助けてくれた青年だった。そういえば、彼のことをレックスに訊こうとしてすっかり忘れていた。

　やはり、彼も警吏騎士であったらしい。子竜を腕に抱えたまま、リリスは一歩前に出た。

「昨日は本当にありがとうございました。兄のレックスから話を聞いたかもしれませんが、妹のリリスです。家事仕事の手伝いに来ました。これからよろしくお願いします」

　笑顔でハキハキと、職場で学んだ対応を心掛けて話したが、青年の表情はまったく変わらない。といっても、冷たいというよりはただ単に無表情なだけで、敵意を持たれている感じはしない。

「グランヴィルだ」

　抑揚に欠けた声音で、青年――グランヴィルはただ一言そう名乗った。

　沈黙しそうになるが、そこは接客業経験があるリリスである。頭を回転させて続けた。

「三番隊の隊長さんなんですよね？　いつも兄がお世話になってます。何かご迷惑をおかけしていませんか？」

「いや、特には」

「この寮にはいつからお住まいに？」

「三年前からだ」

「みなさんでお出かけすることとかあるんですか？」

「非番や早番が重なった者同士で飲みに行くことはあるが、全員でというのはそうそうない」

　簡潔に答えてくれるが、これではなかなか話を広げられない。どうしよう。

　不必要に会話をしたくない人なのかもしれない――と思い至り、そろそろ話を切り上げようかと考えていた時。

「あっ」

　腕の中にいた子竜が、ぐいぐいと体をよじらせて腕から飛び出た。グランヴィルの肩に戻り、甘えるように主人の頬にすりすりと頭部を擦りつける姿は本当に愛らしい。

　自然とリリスの頬も緩んだ。

「この子、グランヴィルさんの飼い竜なんですよね。すごく可愛いです。何歳なんですか？」

「まだ二歳だ。好き嫌いが激しくてな、なかなか体が大きくならない」

　ここにきてようやく話を広げられそうだ。せっかくなので、リリスは会話を続けることにした。

「竜って肉食でしたよね。何かのお肉が苦手なんですか？」

「肉全般苦手だ」

「お肉全部ですか!?」

「ああ。だから代わりに野菜を食べさせている。だが、野菜の好き嫌いも多くて困っているんだ」

　人参もピーマンもダメでな、と饒舌に語るグランヴィルの顔は、無表情ながらも優しい。感情が伝わりにくいけれど、きっと飼い竜のことをとても可愛がっているのだろう。

　こんな朝早く厨房にいるのも、子竜に食べさせるものを作ろうとしていたかららしい。食材は別だが、厨房は住人も自由に使っていいことになっているという。

「今日は何を作ろうとなさってたんですか？」

「迷っていた。どうにか、人参嫌いを治してやりたくてな」

「それじゃあ、じゃがいもと一緒に塩味で炒めてみるっていうのはどうですか？」

　人参とピーマンはリリスも昔、苦手だった。それを克服できたのは、母の料理のおかげだ。

「角切りしたベーコンも加えるとおいしくなると思います。私も小さい頃は人参が嫌いだったんですけど、母が作ってくれたその料理で食べられるようになったので、フィップにもどうかなって」

　どういう料理なのか想像しているのだろう。グランヴィルは思案している風情だったが、ほどなくして一言。

「なら、君が作ってくれ」

「え？」

「私には塩のさじ加減が分からない」

　言われてみると、食べたことのない料理の味を再現するのは難しいことかもしれない。料理好きのリリスは、逆に新しい料理を作る方が楽しいけれど。

　思わぬ形で料理をする機会がやってきて、なんだか気分が上がってきた。

「分かりました。私でよければ、作ります」

「頼む」

　伯爵令息にお願いされるのは恐縮だ。少し緊張しながらも、リリスはまず包丁を手に取った。

　籠に入っているじゃがいもと人参をそれぞれ一個ずつ取り出し、丁寧に皮を剥いていく。皮を剥き終わったら一口大に切り、温めておいた鉄製のフライパンに投入した。

　火加減は弱火でじっくりと。ベーコンはないとのことだったので、具材はじゃがいもと人参。

（よし、大丈夫）

　食材に火が通ったのを確認したら、あとは塩コショウを振りかけて味を整え、完成だ。

　リリスはフォークにじゃがいもと人参を突き刺して、子竜を呼んだ。ぱたぱたとリリスの目の前に飛んできた子竜は、フォークに刺さった人参を見て一瞬嫌そうな顔をしたが、香ばしい匂いに負けたのか、差し出したフォークにかぶりつく。

「どう？　フィップ」

　口に合うだろうか。不安でドキドキしたが、

「きゅっ！」

　子竜は嬉しそうな声で応えてくれた。どうやら、まずくはないようだ。

　グランヴィルは驚いた顔をしていた。

「いつもなら吐き出すところだが……すごいな」

「そんな、ただの家庭料理ですから」

　オルコット家では朝食に出すことが多い。じゃがいもでお腹は膨れるし、何より簡単で手間がかからない。

　アメリアも作ることはあるのでは――と思ったが、今まで食堂に出されたことはないとグランヴィルは教えてくれた。もしかしたら、あまりにも庶民的な料理で彼らに気を遣って出さないのかもしれない。

　まぁ、何はともあれ子竜が人参を食べてくれてよかった。

「リリスといったか。助かった。礼を言う」

「いえ！　こちらこそ、昨日は本当にありがとうございました！」

　グランヴィルが頭を下げたものだから、リリスも慌てて頭を下げる。恐縮、としか言いようがない。

　そんな二人の横で、子竜は早くも次が食べたいのか、催促するように鳴いた。すると、グランヴィルはふっと優しく笑って、「分かったから、待て」と宥めている。

　見たことのないその柔らかい笑みに、リリスはどきりとした。

「フォークを貸してもらえるか？」

「あっ、はい」

　フォークを渡す瞬間、グランヴィルの手とリリスの指がほんの少し触れ合う。そのことにも少しどきりとして、リリスは早まる胸の鼓動を必死に抑えた。

（不意打ちだわ……！）

　ずっと無表情でいる人の笑みは破壊力がある。うっかり、ときめいてしまった。

　グランヴィルはクレイトン伯爵家の令息。同じ伯爵家といっても、オルコット家とは天と地ほどの差がある大貴族だ。

　恋などしてはならない。身の程をわきまえなければ。

　強く自分を戒めつつ、グランヴィルと子竜の仲睦まじい様子を眺めていると。

「あら、グランヴィル様。それにフィップ。おはようございます」

　やってきたのは、アメリアだった。早朝ながらも身なりは小綺麗に整えていて、今日は髪を桃色のリボンで緩く結んでいる。

　リリスのことは例によって無視だ。それでもリリスは、「おはようございます」と挨拶をしておいた。華麗にスルーされたが。

「フィップにご飯を作っていましたの？　私がご用意致しますのに」

「私の飼い竜だからな。できるだけ自分で作ってあげたいんだ」

「まあ。さすがグランヴィル様ですわ。お優しい」

　猫なで声というのは、きっとこういう声のことをいうのだろう。元々、可愛らしい声音ではあるが、グランヴィルの前ではさらにワントーン上がっている。

　もしかして、とリリスは隅っこに移動しながら思った。

（……グランヴィルさんが貴族だから媚びを売ってる、のかな）

　何かしらの好意を持っていることは明白だ。ここまで相手によって態度を変える人を、リリスは初めて見たが。

　アメリアは完璧な淑女の笑みをグランヴィルに向けている。元が美しい人なだけに、相手によってはコロッと落ちてしまいそうだ。

「後片付けは私がしますから。グランヴィル様はどうぞ、自室でのんびりしていて下さい」

「すまない、頼んだ」

　アメリアに促されたグランヴィルは子竜を肩に乗せ、厨房を出ていこうとする。……その前に。

「リリス」

　突然、グランヴィルに名前を呼ばれてリリスは驚いた。

「はい、何か？」

「また今度、さっきの料理をフィップに作ってはくれないか」

　じっ、とリリスを見つめる青の瞳。グランヴィルも綺麗な顔立ちをしている。なんだかちょっぴりドキドキしてしまう。

　頬が熱くなるのを感じながらも、リリスは平静を装ってにっこりと笑い返した。

「私でよければ喜んで」

　グランヴィルは「頼む」と言葉少なではあるが優しく言い、子竜と厨房を出ていった。

　取り残されたリリスとアメリアの間には気まずい沈黙が下りる――と思いきや。

「……調子に乗るんじゃないわよ」

「え？」

　アメリアに顔を向けると、その冷ややかな目にリリスは凍りついた。もう完全に敵を排除しにかかる女豹の目である。一体、何が癪に触ったのか分からない。

「えーっと、あの……」

「グランヴィル様は誰に対してもお優しいの。自分が特別だなんて、履き違えないことね」

　意味不明だ。誰も調子になんて乗っていない。

　そう言い返したいのは山々だったが、口喧嘩に発展しかねない。それは得策ではないと判断してリリスは沈黙を守った。

「……洗濯、してきますね」

　触らぬ神に何とやら。リリスもまた、厨房を後にしたのだった。










「あっ、おはようございます」

　洗濯室に向かうと、見知らぬ少年と遭遇した。

　にこりと笑う彼は、リリスと同年代くらいだろう。焦げ茶の髪に茶の瞳という色合いこそ地味だが、整った顔立ちをしている。

　洗濯物を持ってきたようで、その腕には衣服や布があった。少年はそれを洗濯篭に入れて、リリスの正面にやってくる。

「リリスさんですよね？　レックス副隊長から話は聞いています。いやぁ、お綺麗な方で緊張します」

「え？」

　リリスはぽかんとした。綺麗な人？

　そんなことを言われたのは、家族以外で初めてだ。おかげでどう反応すればいいのか分からず、棒立ちになってしまった。

　聞きようによっては口説き文句に聞こえる言葉をさらりと口にした彼は、けれどそんなつもりはないのか、構わず話を続けた。もしかして、天然なんだろうか。

「僕の名前はアドルフです。昨年の秋から三番隊に配属されている新米で、レックス副隊長にはお世話になっています」

「いえ、こちらこそ、兄がお世話になっています。あの通りの性格なので、何かご迷惑をかけていませんか？」

「とんでもない。レックス副隊長にはいつも助けてもらっていますよ」

　社交辞令というべきか、決まりきったやりとりをしていると。

「そうだぞ、リリス。お兄ちゃんはちゃんと真面目に働いてる」

「お兄様」

　後ろを振り向くと、兄のレックスがぬっと顔を出していた。寝間着のままの上、頭はボサボサだ。いかにも寝起きといった感じで、すでに身なりを整えているアドルフとは正反対である。

　アドルフは礼儀正しくレックスに軽く頭を下げた。

「おはようございます、副隊長」

「おはよう。リリスも疲れは取れたか？　起きたら布団がもぬけの殻だったから、お兄ちゃん心配して探したぞ」

　軽い口調ではあるが、本当に心配して探していたのだろうことは分かる。大袈裟だと思ったが、まだ騎士寮に来たばかりだ。兄として色々と心配なのかもしれない。

　リリスはにこりと笑って返した。

「大丈夫よ。仕事を始めただけ。今から洗濯するから、出すものがあったら出してね」

「アメリアと一緒に朝食は作らないのか？」

「……効率を考えて役割分担したの」

　ふーん、とレックスはそれ以上は触れなかった。素直に納得したのか、あるいは空気を読んだのか。なんにせよ、有り難い。

「そういえば、グランヴィルにも会ったみたいだな。さっき、廊下で会った」

　話を変えたレックスに、リリスは先程のことを話した。

「厨房に行ったら、グランヴィルさんとフィップがいたの。それでフィップにじゃがいもと人参を塩コショウで炒めたご飯を作ってあげたら、喜んで食べてくれて」

「おぉ、あれか。お前も昔は人参嫌いだったのに、それで食べられるようになったもんなぁ」

「え、フィップが人参を食べられたんですか？」

　目を丸くするアドルフに、リリスは「食べてくれました」とにこりと返した。フィップの人参嫌いは、みんな知っているらしい。

「ブライアン、グランヴィル、アドルフ……あと会ってないのは、エリオットか」

「その方はいくつくらいなの？」

「俺より三つ下でアメリアと同い年だ。一緒に早番だから、その時に紹介する」

　アドルフとエリオットは、平民出身の警吏騎士だという。それを聞いて、リリスはふとブライアンのことを思い出した。

　家名を名乗らなかったが、所作が貴族らしかった。けれど、貴族なら違う隊の隊長副隊長に抜擢されていそうだし、何より年下の貧乏貴族より下というのが不可解だ。

「ブライアンさんは？　なんだかすごく貴族らしい人だったけど……」

「ブライアンさんは貴族ですよ。それもあの三大公爵家ベイクウェルの令息です」

　アドルフの説明にリリスは驚いた。

　三大公爵家。ハイネリア王国建国から王家を支える大貴族だ。血筋の尊さではオルコット家など比べものにならない。

　……が。

（ベイクウェル家って、確か今はうちと同じ没落貴族……だったような）

　百年ほど前に、当時の長引く戦争が原因で経済的に破綻してしまったと聞く。今ではオルコット家同様、権力も金もないはずだ。

　なるほど、だから警吏騎士として働いているのか。リリスは納得した。

「……さて、可愛い妹の無事を確認したことだし、もう一眠りするか」

　レックスはふあっと盛大なあくびをし、ぐっと背伸びしながら言った。そして。

「――朝食の時間になったら起こしてくれ、アドルフ」

「はい」

「お兄様、後輩に起こしてもらってるの!?」

　曲がりなりにも上司だろう。普通、そこは逆なんじゃないのか。

　ツッコミを入れても、レックスは意に介した様子はなかった。「いやぁ、できのいい後輩がいて幸せだなぁ」などとおどけてみせ、さっさと二階に戻っていく。その後ろにアドルフも続いた。

「では、リリスさん。これからよろしくお願いしますね」

「はい、こちらこそ」

　人当たりのいい人だ。笑顔で返しつつ、リリスは心の中で思った。

　――いつも助けられているのは、もしかしてお兄様の方なんじゃ。

　なんだかアドルフに申し訳なく思った。










　洗濯を終えた頃、レックスがまた洗濯室に顔を出した。その後ろには見知らぬ茶髪の少年もいて、もしかして彼がエリオットだろうかとリリスは目を瞬かせた。

「リリス、お兄ちゃんはこれから仕事に行ってくる。それとこいつがさっき話した、三つ年下のエリオットだ」

　少年――エリオットのつり上がった赤褐色の瞳が、リリスを鋭く見つめる。よろしく、と言う声音は低く、見るからに不機嫌そうだ。

　何かあったのかと思ったが、これが地顔なのだという。「顔は怖いが、いい奴だから」と、フォローしているんだかしていないんだが、よく分からないことをレックスは言った。

　それにはあえて触れないことにして、リリスもぺこりと頭を下げる。

「妹のリリスです。これからよろしくお願いします」

「伯爵令嬢なんだっけ。……大変だろうけど、頑張って」

「えっ、はい」

　リリスは少し驚いた。なんだろう。大変だろうけど、の部分が意味深げに聞こえたのは気のせいだろうか。

　けれどそれを問う間もなく、二人はすぐに部屋を出ていった。早番の人は、朝の八時から夜の八時までが勤務時間だ。彼らが出勤しなければ、遅番の人が帰って来られない。

（グランヴィルさんやアドルフさんは、遅番か非番ってことだよね）

　あとで勤務表を見せてもらおう。誰がいついて、いついないのか、把握しておきたい。

「ああそうだ！　リリス！」

　突然の大声に何事かと振り返ると、レックスが慌てて戻ってきた。そして思いもよらないことを言う。

「今日の午後、王都の案内をグランヴィルに頼んだから」

「え!?」

　目を見開くリリスに、レックスは無駄に爽やかな笑みを浮かべて白い歯を見せた。ちょうど日が差し込んで、キラリと輝いている。

　兄の決め顔だ。主にお節介する時の。

「王都の街はまだまだ分からないだろ？　グランヴィルは今日非番だ。案内してもらえ」

「な…っ……そんな、勝手に！」

　抗議するより先に、レックスは走り去ってしまった。もうすぐ八時だ。急いでいるのだろうから、引き止めることはできず。

　リリスとしては顔面蒼白もの……とまではいかないが、心情としてはウキウキには程遠い。

（グランヴィルさんに案内だなんて……！）

　同僚とはいえ、上司に頼むことではない。そこは兄本人か、せめて後輩のアドルフやエリオットにしてほしい。

　というか、グランヴィルもグランヴィルで、引き受けてくれるなんていい人だ。アメリアの言う通り、誰に対しても優しい人なのかもしれない。

　なんだか緊張する。会話を盛り上げられるだろうか。

（……とりあえず、朝ご飯を食べようかな）

　昨日、夕食をとっていないのでお腹がぺこぺこだ。朝食をとってから、次は掃除に取りかかろう。

　食堂に足を運ぶと、そこにはまだグランヴィルがいた。傍に子竜の姿は見えない。自室で休んでいるのかもしれない。

　グランヴィルはリリスに気付くと、無表情なその顔を多少柔らかくして口を開いた。

「リリス。これから朝食か？」

　名前を呼ばれただけで、なんだか少しどきりとする。リリスは速まる胸の鼓動を宥めながら、平静を保った。

「はい。グランヴィルさんは今日非番なんですよね？」

「ああ。レックスから話を聞いているかもしれないが、午後から君の案内をするように頼まれた」

「……その、ご迷惑じゃありませんか？」

　おずおずというと、グランヴィルは不思議そうな顔でリリスを見た。

「どうしてだ」

「だって、せっかくのお休みを……」

「気にすることはない」

　そう言われても。

　浮かない顔のままでいると、

「もし、気になるのなら今朝の礼だと思ってくれればいい」

　と、グランヴィルは優しく言った。声音自体は静かで抑揚に欠けているが、不思議とそう感じる。

　そこまで言われては、大丈夫だと断るわけにもいかない。ありがたく厚意を受け入れることにした。

「えっと、じゃあよろしくお願いします」

「ああ。昼にここで待ち合わせよう」

　そう言ってグランヴィルは食堂から出ていく。もしかしたら、リリスが来るのを待っていたのかもしれないと、後から気付いた。

（優しい方だな。でもどうして、わざわざ警吏騎士として働いているんだろう）

　不思議でならない。案内してもらう時に訊いてみようか。

　つらつらと考えながら、朝食をもらおうと厨房に足を向けると、凄まじい形相でこちらを睨むアメリアがいて、リリスはぎょっとしてしまった。

「ア、アメリアさん……？」

　怖い。もはやちょっとしたホラーだ。

　アメリアはずいっと前に進み出た。反射的に引き下がりかけたところを、リリスはどうにか堪える。ここで尻込みしてはダメだ。

「調子に乗るなって言ったわよね？」

「乗ってません」

「グランヴィル様と出かけるつもり？」

「案内してもらうだけです」

　負けじときっぱりと言うと、アメリアは多少見る目を変えた様子で「ふ、ふん」とわざとらしく鼻を鳴らした。

「本性が出てきたわね。伯爵令嬢だがなんだか知らないけど、平民だからって見下してんじゃないわよ」

「え？」

　リリスは目を点にした。見下す？

　見下しているのはそっちだろう――と思ったが、アメリアは肩を怒らせてずんずんとリリスの横を通り過ぎていった。言葉の意味を訊ねる間もなかった。

（見下すなって……私、別に見下してなんかないんだけど）

　なんだか誤解されているようだ。知らぬ間に見下していると勘違いさせるようなそぶりを彼女に見せていたのだろうか。

　早めに誤解を解いた方がいい。そう思って後を追おうとしたら、

「リリス嬢、おはよう」

「あっ、ブライアンさん。おはようございます」

　遅番から帰って来たブライアンが食堂に顔を出した。警吏騎士の制服姿だ。眩い金色の髪に濃紺の制服はよく映えている。

　ブライアンは非常に疲れている様子で、手近の椅子にもたれかかった。

「朝食をもらってもいいか。お腹がすいた」

「はい」

　リリスは急いで厨房に戻る。アメリアが作ってくれただろう野菜スープを皿によそい、白いパンと果実ジュースをつけて盆を使って運んだ。

「お待たせしました」

「ありがとう。リリス嬢はもう食べたか？」

「いえ、まだです」

「なら、一緒に食べないか」

　アメリアのことが頭に思い浮かぶ。どうしようか迷ったが、せっかくの誘いだ。ありがたく受け入れることにして、リリスは自分の分の朝食も厨房から持ってきた。

　ブライアンの隣の椅子に腰かけ、まずは野菜スープを一口すする。――おいしい。

「すごくおいしいですね。アメリアさんのお料理」

　素直にそう思った。

　味つけは塩コショウだけだろう。けれどその塩加減が絶妙で、野菜の甘さをこれ以上ないくらいに引き出している。

　ブライアンは「そうだな」と優しく頷いて同意してくれた。

「アメリアは小さい頃からベリンダさん……母君のお手伝いをしていたそうだからな。そこらの主婦よりはよほど腕がいい」

「そう、なんですか」

「早くに父君を亡くし、親子二人で苦労してきたと聞いている。……劣等感を克服すれば、いい嫁になれると思うのだが」

　ブライアンは悩ましげにため息をついた。彼はもう、この寮にかれこれ六年以上お世話になっており、母娘とも親交が深いという。アメリアのことも妹のように思っているらしい。

「劣等感っていうと？」

「うむ。あまり軽々しく話していいものか迷うが……アメリアは平民であることに強い劣等感を持っている」

　すまないがこれ以上は言えない、とブライアンは話を結んだ。それでも、アメリアがリリスを敵視する理由は分かった気がした。

（自分が劣等感を持ってるから、一応は貴族の私に見下されているように思い込んで、攻撃してるってことなのかも）

　それなら誤解が解ければ、関係を修復できるかもしれない。グランヴィルのことも、勝手に恋敵と思い込んで攻撃しているだけのことだ。きっと、多分。

　よし、朝ご飯を食べたら彼女と話そう。リリスはそう心に決めた。

　その後は、他愛のない話をしながら朝食を食べた。ブライアンの身分についてはあえて触れず、リリスもオルコット家のことは口にはしない。

　互いに暗黙の了解――と思っていたら。

「リリス嬢は、舞踏会に出席したりしないのか？」

　思いっきり、お貴族様トークを持ってこられた。リリスは不意打ちを食らって、飲んでいた果実ジュースを誤ってむせこむ。

「ぶ、舞踏会ですか？」

「宮廷舞踏会なら貴族の令息令嬢すべてに招待状が届くだろう。ちょうどこれから社交界シーズンだ。参加してみてはどうか」

「……その、ドレスを持っていませんし」

　実のところ、リリスは伯爵令嬢ながら一度も舞踏会に出席したことがない。ブライアンの言う通り招待状は届くのだが、着ていくドレスがないのだ。もちろん、ダンスも踊れない。

　舞踏会はダンスを踊るだけでなく、独身の男女がそれぞれ伴侶を見つけるお見合いという面も兼ねている。ぜひ参加できたらと思うが、着るものがないのだから仕方がない。

　リリスは曖昧に笑うしかなかった。

「知っての通り、貧乏貴族ですから。ブライアンさんは参加なさってるんですよね？」

「たまに顔を出す程度だ。私はベイクウェル家の次男だからな。家督を継がないし、特に結婚願望はない」

　そうなんですか、と相槌を打つことしかできなかった。二十代半ばで、それも貴族であるにも関わらず独身なのは、そういう事情らしい。本人に結婚願望がないのもそうだが、おそらくリリスと一緒で縁談もなかなかないのではないか、とリリスは察した。

「残念だな。私が女性であれば、ドレスを貸すことができたのだが」

「いえ、そんな」

　その気持ちだけで嬉しい。グランヴィルもブライアンも親切な人だ。心からそう思う。

　その辺りで雑談もそこそこに朝食を終え、リリスは食器を片付けた後、アメリアを探すことにした。誤解を解きたいし、次に取りかかる掃除についても一言伝えねばならない。

　けれど、アメリアの姿はなかなか見つからなかった。洗濯室にも浴室にもいない。二階、三階、四階と見に行ってもいなかった。

（買い出しに行ったのかな……？）

　ベリンダがいる一階の寝室にも行ったが、ノックをしても反応がない。

　あちこちウロウロするリリスに気付いたのだろう。グランヴィルが肩に子竜を乗せて、二階の自室から顔を出した。

「どうした」

「えっと、アメリアさんを探してるんですけど……」

「アメリアなら、ベリンダさんを連れて病院に行った」

「あ、そう……なんですか」

　意思疎通ができていないと、こういうことがあるから困る。早めに誤解を解いて、関係を改善しなければ。

「ありがとうございます、グランヴィルさん」

　礼を言うと、「いや」とグランヴィルは短く返して自室に戻った。中で何をしているんだろう。子竜と戯れているのだったら、微笑ましい。

（掃除用具はどこだろう）

　病院に行ったということは、アメリアもベリンダもしばらく帰って来ないだろう。勝手ながら、リリスは掃除を始めることにした。

　四階立てだけあって、掃除には思いのほか時間がかかった。一通り終えた頃にはすでに昼前で、リリスは急いで二階の自室に戻る。

（何を着ていこうかな）

　伯爵令息と歩くのだ。あまりみすぼらしい格好では、グランヴィルに恥をかかせることになる。

　リリスはクローゼットを開き、一番新しい桃色のワンピースを取り出した。袖口や裾にフリルがあしらわれた、春らしいデザインの服だ。

　靴はこれに合わせて赤い革靴。歩きやすいように踵が低いものを。

（よし、いいかな）

　着替えたリリスは姿見の前でおかしいところはないか確認し、髪も手櫛で整えた。短いので髪は下ろしたままだ。

　これで大丈夫。……では、あるけれど。

（アメリアさんみたいに綺麗だったらなぁ……）

　ため息がもれてしまう。

　彼女の言う通り、髪はパサパサだ。つやつや美髪には程遠い。きちんと手入れしなければとは思うが、仕事が忙しいというのを言い訳に怠りがちである。

　化粧も施さなかった。というより、いつも化粧をしないので化粧道具がない。化粧は大人の女性のマナーという面もあるそうなので、いずれ買い揃えたいとは思っている。

（……まぁ、顔は生まれつきだから仕方ないよね）

　姿見に映っている、美人には程遠い平凡な顔立ちから目を逸らして、リリスは鞄を持った。そろそろ、行かなければ。

　グランヴィルとお出かけ。案内とはいっても、家族以外の男性と二人で出かけた経験がなく、少しドキドキする。

（失礼のないようにしなきゃ）

　外出の準備を終え、リリスは一階の食堂に向かった。すると、そこにはすでにグランヴィルが待っていて、リリスは慌てて駆け寄る。

「すみません！　お待たせしました」

　案内してもらう身であるにも関わらず、待たせてしまった。すぐに詫びると、「いや、大丈夫だ」とグランヴィルはいつものように短く返した。

　そんな彼の服装は、思っていたよりはずっと庶民的な服だ。もしや、リリスに合わせてくれたのだろうか。

「わあ、よくお似合いですね」

　食堂には子竜とアドルフもいた。またも口説き文句まがいのことを笑顔で言ったのは、もちろんアドルフである。

　お世辞と分かっていても嬉しいが、なんだか心配になってきた。彼の場合、無自覚で相手に誤解を与えてしまいそうだ。

「アドルフさんも今日は非番なんですか？」

「いえ、僕は遅番です。非番は明日ですね」

　愛想よく答え、アドルフは肩に乗せている子竜の頭を撫でる。

「フィップは僕がお預かりしますから。お二人とも、楽しんで来て下さい」

「きゅっ！」

　子竜も同意するように甲高く鳴く。その頭をリリスはそっと撫でた。黒い鱗に覆われた肌は子供だからなのか、案外柔らかい。

　子竜の可愛さをたっぷり堪能した後、自分より頭一つ分高いアドルフをリリスは見上げた。

「あの、アメリアさんが帰宅したら、私が出かけてるってことを伝えてもらってもいいですか？」

　リリスが昼からグランヴィルと出かけることは知っているだろうが、それでも報連相は大事だ。

　伝言をお願いすると、アドルフは快く引き受けてくれた。

「分かりました。では、お気を付けて」

「はい。行ってきます」

　子竜とアドルフに見送られ、リリスはグランヴィルと騎士寮を出た。先を歩くグランヴィルの後ろにリリスは続く。

　空は快晴だ。けれど、大部分が例によって高層住宅に阻まれて少ししか見えないのが残念でならない。

　と、グランヴィルがこちらを振り向いた。

「この街は広い。今日はまず、西区を案内しようと思うが、いいか？」

「あっ、はい」

　王都の街に関してリリスはさっぱりだ。よく知る彼にお任せすることにした。

　グランヴィルの言う通り、王都は広い。西区だけでも地元と変わらぬ規模である。大通りは比較的分かりやすいが、路地裏は入り組んでおり、一人で歩いたら迷子になってしまいそうだ。

　はぐれないように歩きながら、リリスはグランヴィルの説明に耳を傾けた。

「王都は四つの区域に分かれている。東区、西区、南区、北区。西区は平民が主に住まう区だ。正午になると、時計塔の鐘がなる」

　ちょうどその時、遠くから鐘の音が聞こえた。正午になったらしい。

　東区は富裕層、北区には王城があり、王族やそれに連なる貴族が住んでいるという。

「南区は？」

「貧民街だ。……あまりこういうことを言いたくないが、迂闊に近付かない方がいい。身ぐるみを剥がされかねない」

　物騒な物言いにリリスはぎょっとしてしまった。――身ぐるみを剥がされる!?

　こんなきらびやかな都市に貧民街があることにリリスは驚いた。やはり、どこの街にも貧富の差はあるということなんだろう。胸の痛む問題ではあるが、貧しい側であるリリスにはどうにもできないことだ。

　そのまま真っ直ぐ道を進んでいくと、やがて馬車が通れそうなほど大きな通りに出た。そこには布で天幕を張った店が、道の両端にずらりと並んでいる。

　グランヴィルは足を止めた。

「西区の商店街だ。ここなら一通りの食材が手に入る。買い物をする時はここに来るといい」

　商店街には食材だけでなく、装飾品や被服を販売している店もある。どこも活気に溢れ、平日とはいえ買い物客でごった返していた。

「すごい活気ですね」

「ああ」

　再び歩きだしたグランヴィルの隣に、リリスは早足で並んだ。

「みなさんが通ってる駐在所はどの辺りにあるんですか？」

「これから案内する」

　グランヴィルは短く返したが、自分でも簡潔過ぎたと思い直したのかもしれない。もう二言付け加えてくれた。

「この先にある。徒歩で十五分とかからない」

　リリスは「そうなんですか」と返してから、思い切ってずっと気になっていたことを訊ねてみることにした。いい機会だ。

「あの、グランヴィルさんはどうして警吏騎士になったんですか？」

　あのクレイトン伯爵家の嫡男である。わざわざ働かずとも遊んで暮らせることだろう。働くにしても、どうして宮廷の騎士でなく、警吏騎士なのかも解せない。

　些か踏み込んだ話題かもしれない――と後で思い直したが、もう訊いてしまったのだから仕方ない。リリスはグランヴィルの返答を待った。

「王都の街が好きだからだ」

「……王都の街が？」

「ああ」

　クレイトン地方ではなく、王都の街が好き。

　どういうことだろう。騎士学校に進学した先で王都を好きになったということだろうか――と、言葉の意味を図りかねていると。

「私は父の愛人……王都に住む娼婦の息子でな。子供の頃は、母と一緒に王都に住んでいたんだ」

　グランヴィルは思いもよらない身の上話を語り始めた。思った以上に踏み込んだ話題であった。

　グランヴィルが十二歳の頃、母が流行り病で亡くなり、クレイトン伯爵家に引き取られたのだという。クレイトン伯爵の正妻には姉妹しか生まれず、家督を継がせる息子が欲しかったというのもあったらしい。

　複雑な話だ。リリスは己のデリカシーのなさに申し訳なさを感じた。

「……すみません。立ち入ったことを訊いてしまって」

「周りの人間は誰でも知っていることだ。気にすることはない」

　当の本人は気にしている様子もなく、案内を続けてくれた。

　大貴族の息子だというのに高慢なところがないのは、平民育ちだからかもしれない。それも娼婦の母と二人、色々と気苦労があったことだろう。

　そんな話をしながら、商店街の道を抜けようかという時だった。どこからか子供の泣き声が聞こえた気がして、リリスは足を止めた。

　グランヴィルは不思議そうにリリスを見る。

「どうした」

「子供の泣き声が聞こえた気がして……」

　耳をそばだてると、やはり泣き声が聞こえる。リリスは「すみません」とグランヴィルに一言言って、声の主の元に向かった。

　そこにいたのは、十歳くらいの男児だった。露店と露店の間で、一人わんわんと泣いている。親とはぐれたのだろうか。

「君、大丈夫？」

　声をかけると、少年はしゃくりあげながらリリスを見上げた。

「ひっ…く……お、かあさん、がいなく、なっちゃ、った」

「お名前、言える？」

「ハ、ハンク」

「よし、ハンク君ね。私はリリス。一緒にお母さんを探そっか」

「――迷子か？」

　気になったのだろう。グランヴィルもこちらに来てくれた。

　リリスは少年の手を引きながら、「はい。お母さんとはぐれてしまったみたいで」と頷く。

「一緒に駐在所に連れていっても大丈夫ですか？」

「もちろん構わない」

　言うや否や、グランヴィルも少年のもう片方の手と手を繋いだ。それが当然だと言わんばかりの、流れるような所作だった。

　貴族の中には平民を見下し、話どころか接触したくもないと考える輩もいると、レックスから聞いたことがある。グランヴィルには、そういったところが一切見受けられない。

（素敵な人だな）

　こんな人が領主になってくれたら、領民も嬉しいに違いない。

　胸の高鳴りに、リリスは気付かないふりをした。










　迷子の少年を駐在所に連れて行ってすぐ、母親が見つかった。探し回っていたのか、息も切れ切れに駐在所に駆け込んで来た。

「ありがとうございます！　なんとお礼を言ったらいいのか…っ……」

　涙声で言い、何度も何度も頭を下げる彼女にリリスは「いえいえ」と首を横に振る。母親が見つかって本当によかった。

　その隣に立つレックスは、優しく、けれど窘めるように母親に言った。

「次からは気を付けて下さいね」

「……はい。ご迷惑おかけしました」

　親子は手を繋いで駐在所を後にした。その背中を見送ったリリスは、こじんまりとした駐在所の中を振り返る。

　駐在所に来た時、中にいたのはレックスとエリオットだけだった。他に妻帯者の騎士が二人勤務しているそうだが、今は見回り中とのことだ。

　ちなみに昨日リリスがスリにスラれた時、グランヴィルが街中にいたのも見回り中だったかららしい。

「あの、エリオットさん」

「ん？」

　グランヴィルとレックスが話している脇で、リリスはエリオットに小さく声をかけた。今朝、聞きそびれていたことがあったのを思い出したのだ。

「朝におっしゃってた、『大変だろうけど頑張って』っていうのは……」

　何か意味があるんでしょうか。そう訊こうとして、けれどその前にエリオットは言った。

「ああ、あれか。アメリアにキツく当たられてるかなって思って」

「え!?」

　リリスはぎょっとした。どうして知っているんだろう。

　まさか、嫌味を言われているのをどこかで見られていたのか――と一瞬思ったが、昨日と今日の彼の勤務時間から考えるにそれはありえない。

「ど、どうして……」

　しどろもどろになっていると、エリオットは「やっぱりか」と確信を深めたようだった。といってもカマをかけたわけではなく、むしろそれを知って申し訳なさそうな顔をしている。

「俺、あいつと幼なじみなんだけど、あいつ、事情があって令嬢が嫌いだからさ。迷惑かけてるみたいですんません」

「あ、いえ……」

　エリオットに謝られても。

　それにしても、二人が幼なじみだったとは知らなかった。

「まぁ、悪いのはあいつだから。リリスさんは気にせずに堂々としてたらいいよ」

　どう返したらいいのか迷っているリリスに、エリオットはぶっきらぼうながらそう言ってくれた。レックスの言う通り、顔は少し怖いが、いい人のようだ。

「ありがとうございます。それでその事情っていうのは……」

「俺の口からは勝手に言えない。気になるんなら本人に聞くといいよ」

　話すかどうかは分からないけど、とエリオットは肩を竦めてみせる。同感だ。リリスが訊いても話してくれるとは思えない。

　そこへ、グランヴィルと話し終えたレックスもやって来た。

「リリス、助かった。ありがとな」

「ううん。たまたま傍であの子が泣いてたから」

　当然のことだと言外に言うと、レックスは「そうか」と優しく笑った。その後ろにいるグランヴィルや隣のエリオットも同じような表情をしている。

（……？）

　何か変なことを言っただろうか。よく分からない。

　内心首を傾げていると、レックスはぽんとリリスの頭に手を置いた。そして何度か軽く叩いて、手を離す。まるきり子供扱いだ。

「えっ、なに」

「なんでもない。そういや、案内の途中だったんだろ？　もう大丈夫だから行ってこい」

「う、うん」

　本当に何だったのか。軽く叩かれた頭を抑えながら、リリスは不思議に思うしかなかった。

　と、グランヴィルが傍にやって来る。

「行くか」

「はい」

　グランヴィルの後ろに続いて、リリスは駐在所を後にしたのだった。
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　その後は、西区の色々な場所を案内してもらった。

　噴水のある大広場、街の図書館、いくつかの病院、巨大な時計塔。パン屋、靴屋、仕立屋などといったお店も口頭で教えてもらった。機会があったら行ってみよう。

「そろそろ戻るか」

　グランヴィルの言葉にリリスも頷いた。

「そうですね。もう夕暮れですし」

　そうして騎士寮に戻る頃には、すっかり日が暮れていた。どうなることかと思ったが、一緒に楽しい時間を過ごせた。

「おかえりなさい。グランヴィル隊長、リリスさん」

「きゅっ！」

　出迎えてくれたのは、アドルフと子竜だった。子竜は抱きつかんとばかりに一直線にグランヴィルの元に飛んでいき、その右肩に止まって、すりすりと頭部を擦り付けている。甘えている様子が微笑ましい。

「どうでしたか、リリスさん。王都の街は」

　中に入ると、アドルフが優しく声をかけてくれた。リリスも自然と笑顔になった。

「すごく素敵な街だと思います。商店街の活気はすごいし、時計塔も趣があって。あっという間に時間が過ぎてしまいました」

　地元とは規模からして違う。まだまだ見てみたいところが盛りだくさんだ。

「アドルフさんは今日、ずっとフィップと一緒に？」

「ええ。夜から仕事ですから、先に少し仮眠をとっていました」

　遅番は夜の八時から朝の八時まで。つまり一晩中、起きてなくてはならない。

　大変な仕事だと思う。警吏騎士のほとんどが平民出身者というのは、おそらくそういった理由だろう。優雅な暮らしをする貴族が、わざわざ街の見回りや迷子の対応など雑用じみた仕事などやりたがらなそうだ。

「あっ、そういえば。アメリアさんは帰って来ました？」

　リリスははたと思い出す。彼女の誤解を解こうとして、機会を逃していたのだった。

　アドルフはにこやかに返した。

「ええ。帰って来ましたよ。二人が出ていってすぐ後だったかな。今は厨房にいます」

「ちょっと、声をかけてきますね」

　一旦彼らから離れ、リリスは厨房に向かった。早く誤解を解いて仲良くしていきたい。

『あいつ、事情があって令嬢が嫌いなんで』

　エリオットの言葉が思い出される。何か事情があるらしいが、さてどう説明したら分かってくれるだろうか。

　食堂を通って厨房に入ると、火の前にアメリアがいた。人の気配を感じたのかこちらを振り向いたが、相手がリリスだと分かると明らかに険のある眼差しに変わった。

「あら。グランヴィル様とのデートは楽しめた？」

　皮肉めいた笑み。元が美人なだけにもったいないとリリスは思う。

　けれど、今伝えたい言葉はそれじゃない。リリスはずんずんと大股で歩き、アメリアの前に立った。

「アメリアさん」

「な、何よ」

　正面から話しかけられてたじろぐアメリアに、リリスは直球でいった。

「私、アメリアさんを尊敬しています！」

「………………は？」

　何を言っているんだ、と言わんばかりに美しい目を大きく見開くアメリア。呆けた表情の彼女にリリスは続けた。

「今日の朝ご飯、すごくおいしかったです。後で作り方を教えて下さい」

「………」

「今、着替えてきますから。夕食を作る姿を傍で見学させてもらってもいいですか？」

　見下してなんかいない、と口で言ったところでアメリアがそれを信じてくれるとは思えない。だからリリスは、彼女を尊敬していることを真っ直ぐ伝えることにした。

　返答は期待していないので、ぽかんとしているアメリアに構わず、リリスは急いで二階の自室に向かった。普段着に着替え、また厨房に戻る。すると、アメリアは夕食作りを再開していたので、その後ろで脇役に徹することにした。

　今すぐに仲良く、というのは無理かもしれない。けれど、少しずつ距離を縮めていけたらいい。










　その日の夜。

　レックスはエリオットとともに八時過ぎに帰宅し、夕食や入浴を済ませ自室で落ち着く頃には、もう九時半になっていた。

「お疲れ様、お兄様」

　二段寝台の上段からリリスは顔を出す。部屋が手狭なので、座りたい時は寝台の上にいるしかない。

　レックスは顔を上げ、リリスを見た。

「ああ。どうだった、今日は」

　王都の案内のことだろう。濡れた髪をタオルで拭きながら言うレックスに、リリスはにこやかに言葉を返そうとして――、

「お兄ちゃん、真面目に働いてただろ？」

「そっち!?」

　まさかの兄の勤務態度について。言われてみると、今朝、真面目に働いていると訴えてはいたが。

　即座にツッコミを入れたリリスに、レックスは「冗談だ」と笑いながら言った。本当にふざけた人というか、なんというか。

（……でも、確かに真面目だったかも）

　駐在所で働いている姿は、思っていたよりきちんとしていた。まぁ、そうでなくては困るんだけれども。

「で、どうだった。グランヴィルとのデートは」

　にやにやと笑いながらレックスは言う。その顔はからかう気満々といった様子で、察したリリスは努めて冷静に返した。

「すごく楽しかったよ。色んなお店のことも聞けたし、時計塔も趣があってよかった」

「……妹よ。自分でも色気のない感想だと思わないか？」

「色気も何も、グランヴィルさんには案内してもらっただけだもの」

　本当にそれだけだ。昼食を一緒に食べた時に少し会話をしたくらいで、あとはほとんど街を見て回っただけである。

　レックスは「ノリが悪いなぁ」とつまらなそうに言った。妹で遊ぶなと言いたい。

　と、レックスはふと思い出したように口を開いた。

「そうだ、リリス。明日、あのワンピースを借りてもいいか？」

「あのワンピース？」

「今日、着ていた桃色のワンピースだ」

「いいけど……え、まさかお兄様」

　リリスはわざとらしく驚いてみせた。

「女装癖がおありに!?」

「ふっ、バレたか」

「……ボケにボケで返さないでちょうだい、お兄様」

　リリスとレックスでは、体格が違いすぎる。仮に女装癖があったとしても、レックスが着られるわけがない。

「誰かに貸すの？」

「さすが俺の妹。察しがいいな。知り合いの子が、デートに着ていく服を探していてな。あのワンピースを見た時にピンときたんだ」

「ふぅん……」

　もっともらしい話ではある。だが、なんとなく、デートに行く服を貸すという辺りに違和感を覚えた。家族内の貸し借りならまだ分かるが、普通、他人の妹から借りようとするだろうか。

　そんな疑問が頭をもたげたが、オルコット家同様に貧乏な相手なのかもしれない。そう思い、リリスは深くは追及しなかった。

「それにしても素敵な街だね、王都って！　地元とは全然違うわ」

「そりゃあな～。華の都だぞ」

「ありがとう、お兄様。呼んでくれて」

　にこりと微笑むと、レックスは一瞬バツの悪そうな顔をした。その理由が判明するのはもう少し先のことであった。










　翌日のことだ。

「こら～、フィップ！　待ちなさい！」

「きゅ～」

「どうしました、リリスさん」

　廊下で非番のアドルフと鉢合わせした。

　ぜー、ぜー、と息を切らしながらリリスは子竜を指さす。

「入浴させたいんですけど、捕まえさせてくれなくて」

　以前、ブライアンの目が血走っていた理由が分かる。入浴の時間となれば、子竜が逃げ回り始めるのだ。すばしっこいので捕まえるのに骨が折れる。

「よし、なら挟み撃ちにしましょう」

「はい！」

　互いに少しずつ歩み寄り、子竜の包囲網を完成させていく。

　――今だっ！

　飛びかかったのはいいが、するりと子竜は上へ逃げてしまった。おかげでリリスはアドルフと額をぶつける羽目になり、痛みで涙目になる。

「いたたた……すみません、アドルフさん」

「いえ、大丈夫です。ああ、あちらへ逃げました」

「もう！　フィップったら！」

　その後、アドルフの協力を得てどうにか捕獲し、入浴にこぎつける。体を洗う時ももう大暴れで手がつけられなかった。アドルフがいなければ遂行できなかっただろう。

「どうしてこんなに水が嫌いなのかしら」

「一度、溺れたことがあると隊長が話していました」

「ああ、それで……」

　それならば致し方ないかもしれない。

「フィップも大変だったのね。ごめんね」

「きゅ」

「そろそろ克服してもらいたいものですけどね」

　苦笑いで言うアドルフにリリスも確かにと頷く。入浴させる方は一苦労だ。

　なんだか体力を使ってお腹がすいた。そうだ、とリリスは両手を合わせる。

「アドルフさん、よかったらパンケーキでも食べません？　私、焼きますから」

「え、いいんですか？」

「ええ。小腹がすいちゃって」

「じゃあ是非」

　一階の厨房に下り、早速作ることにする。

　まずは卵黄と卵白を分け、卵黄は小麦粉と撹拌。卵白は砂糖を混ぜながらメレンゲを作る。この二つを混ぜ合わせたら、熱したフライパンで両面焼いて出来上がりだ。メレンゲを使ったのでふわふわだ。

　蜂蜜をたっぷりとかけ、アドルフの元に運んだ。

「わぁ、おいしそうですね」

「だといいんですけど」

　フォークでさっくりと切り分けられる。甘くておいしい。

「そういえば、アドルフさんはどうして警吏騎士になったんですか？」

「僕ですか？　実は僕、貧民街の出身なんです。だからお金が欲しくて……って不純な理由ですよね」

　苦笑いするアドルフに「そんなことありませんよ」とリリスは首を横に振る。

「お金がないって切実ですもんね」

　リリスも貧乏なので分かる。お金がないと本当に何もできない。

「きゅ～」

「あ、フィップも食べたい？」

「きゅ！」

　小さな口元にパンケーキを運んでやる。すると、おいしかったのかくるくるとその場で回りだした。微笑ましい光景にリリスもアドルフも微笑む。

　そんな子竜のご主人様は夜に帰宅した。その腕には何故か大量の木苺があった。

「うわあ、おいしそう！」

「住民からもらった」

　グランヴィルはリリスにすべて渡した。

「好きに使えばいい」

「いいんですか？」

「ああ」

　そういえば、ジャムがきれかかっていた。木苺のジャムでも作ろうか。だが、それもアメリアの許可を得てからでなければ。

　アメリアに声をかけると、「勝手にすれば」とのことだった。つっけんどんだが、返答がきたことにリリスは感激した。

　夕食の支度はアメリアが終わらせている。では早速、ジャム作りに取りかかるとしよう。

　まずは瓶の容器を煮沸消毒してから、木苺を水にさらして汚れを取る。それを何度か繰り返したら、鍋に投入して木苺を熱して。すると、黒から鮮やかな赤に変わる。

（あくを取って……）

　沸騰したらあくを取りながら五分ほど煮立たせ、粗目の金ザルで裏ごしし、裏ごしした液体の重量を量って、その半分の砂糖を用意。再び鍋に裏ごしした液体と砂糖を入れて二十分ほど煮詰めたら、瓶に入れて逆さまにして冷ませば完成。出来上がりが楽しみだ。

　食堂に顔を出せば、グランヴィルが夕食をとっていた。

「何に使うことにしたんだ？」

「ジャムにしました。朝にでも、パンにつけて食べてみて下さい」

　それは楽しみだな、とグランヴィルは優しく笑った。

　すでにアメリアはいない。入浴を済ませにいったらしい。

　――と。

「リリス。明後日、また一緒に出かけないか」

「案内ならもう十分していただきましたけど……」

「違う。私が君と出かけたいんだ」

　どきりとしてしまう。深い意味なんてないはずなのに。

「そういうことなら是非」

　反射的にそう答えていた。

「そうか。なら、同じ時間に待ち合わせしよう。構わないか？」

「はい。午後なら家事を終えているので」

　自分でも浮足立つのが分かった。また一緒に出かけられると思うと嬉しい。

「じゃあ明後日に」

「はい。あっ、ランチを作っていきますね」

　はにかんで返すと、グランヴィルは「ありがとう」と席を立った。その後片付けをしながら、リリスはアメリアを思う。

（また嫌味を言われたりして。でも、まあいいや）

　約束の日が待ち遠しくて仕方なかった。










　そして約束の日。

「アメリアさん、グランヴィルさんと出かけてきますね」

　あっ、そうとやはりつっけんどんな返答。それでも格段の進歩だ。

　待ち合わせの食堂に赴くと、すでにグランヴィルはいた。また待たせてしまった。

「お待たせしてしまってすみません」

「いや、いい」

　それより早く行こうとグランヴィルはリリスの手を引いた。驚いたが、嫌ではなかったのでその身を任せる。

「リリスはどこか行きたいところはあるか？」

「時計塔に行きたいです！　趣があって何度見ても素敵ですよね」

「分かった。なら行こう」

「グランヴィルさんは？」

「公園に行きたいと思っている」

「いいですね！　じゃあそこでランチにしましょう」

　先に公園でランチをとることになった。王都の公園は噴水がある公園で広い。ベンチがたくさんある。うち一つに横並びに並んで、ランチを広げた。

「サンドイッチを作ってきたんです」

　一つはレタスにハムとトマトを挟んだ王道の物。一つは木苺のジャムを使ったものだ。それからツナマヨに、卵サンド。彩り豊かに作った。味を馴染ませるため昨晩作ったものだ。

「ありがとう。大変だっただろう」

「いいえ、そんな。さっ、食べちゃいましょう」

　グランヴィルはまず卵サンドに手を伸ばした。オルコット家の卵サンドは豪快で卵焼きを丸ごと挟んである。ボリューム満点だ。

「おいしい」

「よかった。お口にあって」

「君の作るものはすべてうまい」

　またまたお上手なんだから、と照れ隠しでグランヴィルの腕を叩く。馴れ馴れしすぎたかなと思ったが、グランヴィルは何も言わなかった。

　あっという間に平らげ、ランチは終わった。その時のことだ。

「よぉ、グランヴィル」

　眩い金髪の男性――グランヴィルと同年代だろうか。こちらにやってきた。しかしその顔を見る限り、どうにも友好的ではなさそうだ。

「庶民のランチか。所詮、庶民の妾の息子にはお似合いだな」

「な…っ……」

　とんでもない暴言だ。リリスはたまらず立ち上がった。

「謝って下さい」

「なんだあ、小娘。この俺が誰なのか分かってのことだろうなあ？」

「存じ上げません。ですが、暴言です」

「いい、リリス」

「よくありませんっ」

　男性は鼻で笑い、「せいぜい庶民と仲良くすればいいさ」と言い捨て去っていった。

「なんですか、あの人！」

「マコーリー伯爵の息子だ。目をつけられていてな。不快な思いをさせてすまない」

「グランヴィルさんが謝る必要はありません！」

　本当になんなんだ。わざわざ嫌味を言いにくるなんて暇だったのか。

「グランヴィルさんも怒るところですよ」

「慣れている。それに庶民の息子というのは事実だ」

「生まれは関係ありません」

　きっぱりと言うと、グランヴィルは目を瞬かせて。

「そうか。……そうだな」

　ふっと苦笑いしたのだった。

「私自身が引け目に感じているから慣れるのだろうな。ありがとう、リリス」

　そんなハプニングがありながらも、王都見学は続いた。あちこち見て回り、そして。

「うわあ、綺麗……」

　高台から見える夕日にリリスは感嘆した。

「この光景を見せたかった」

「ありがとうございます」

　夕日に照らされてグランヴィルの銀髪が赤く輝いている。それもまた、とても美しいと思った。

「すごく楽しかったです。でもそろそろ寮に戻らなきゃ」

「そうか。あっという間だったな。では近道を通っていこう」

　騎士寮に戻ると、アメリアはすでに夕食の支度に取りかかっていた。ただいま戻りましたと急いで脇に立つと、ちらりと目を向けて。

　何も言わない。てっきり嫌味の一つでも飛んでくるかと思ったが。

「テーブルを拭いてきてくれる？」

「は、はい」

　少しずつ関係が改善してきているのかもしれなかった。
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　尊敬してます宣言から早一週間。アメリアの風当たりは少しずつ弱まってきた。

　とりあえず、挨拶をしたら返ってくるようにはなった。こちらから話しかければ、ぶっきらぼうながら返事がくることもある。

　朝晩の料理はまださせてもらえないが、着実に距離は縮まっている……と思う。いや、思いたい。

（何があって令嬢嫌いになったんだろう。令嬢に嫌なことをされたりしたのかな）

　けれど、平民であることに劣等感を持っているともブライアンは言っていた。ただ、嫌なことをされただけなら、劣等感を持つのではなく腹立だしく思うだけではないのか。

　ある日の昼下がり。一通りの家事を終えたリリスは、そんなことをつらつら考えながら厨房でクッキーを作っていた。グランヴィルに、先日王都を案内してもらったお礼に渡そうと考えてのことだ。

（よし、いい感じ）

　オーブンから鉄板を取り出すと、クッキーはこんがりと焼けていた。あとは少し放置して冷ますだけだ。

　ちなみにクッキーは二種類ある。プレーンのものと、チョコチップを混ぜたものだ。他のみんなにも渡そうと多めに作った。グランヴィルやみんなの口に合うといいのだけれど。

　出来上がるのを待つ間、使い終わった器具を流し台で洗っていると、

「きゅ～」

「なんだ、いい匂いがするな」

　レックスと子竜が厨房に顔を出した。グランヴィルは早番なので、今日は非番のレックスが子竜を預かっている。

　リリスは器具を洗う手を止め、彼らを振り返った。

「お兄様、フィップ。どうかしたの？」

「ちょっと、フィップと散歩に行こうと思ってな」

　言いながら、レックスはキョロキョロと厨房を見回している。漂う香ばしい匂いを辿ったのだろう。隅に置いていたクッキーを目敏く見つけ、破顔した。

「おっ、手作りクッキーか。お兄ちゃんのためにありがとう、リリス」

「グランヴィルさん達にあげる分だから。それに冷めてないからまだ食べれないよ」

　手を伸ばそうとするレックスに、リリスはぴしゃりと言う。曲がりなりにも伯爵令息であるというのに、行儀が悪い。まったく。

「あとでお兄様にも分けてあげるから。先に散歩に行ってきたら？」

「きゅうきゅう！」

　すると、急に子竜がリリスの前まで飛んで来た。何やら必死に訴えている様子だ。

　どうしたんだろうと思ったが、すぐに察することができた。

「フィップも食べたいの？」

「きゅっ！」

　竜は肉食だと聞くが、クッキーも食べられるらしい。じゃがいもと人参の塩炒めもすっかり気に入ってくれたし、案外雑食なのかもしれない。

　レックスは優しく笑った。

「よし、じゃあ三時のおやつに一緒に食べるか」

「そうだね。フィップの分も取っておくから心配しないで」

　今、騎士寮には遅番のブライアンとアドルフ、そして非番のエリオットもいる。一人ずつ渡すつもりだったが、おやつ時にみんなを呼んでお茶会をするのもいいかもしれない。よし、そうしよう。

　心に決めるリリスの前で、レックスは子竜を自らの肩に乗せ、「じゃ、行ってくる」と厨房を出ていった。その背を見送り、リリスは洗い物をぱぱっと済ませた。時刻はまだ昼の二時だ。三時までは時間がある。

（さて、どうしようかな。洗濯も掃除も午前中に終わらせたし……）

　あれから家事の役割分担は、自然と分かれている。アメリアは調理と買い出し、リリスは洗濯と掃除である。今のところ不満はない。いや、ないと言ったら嘘になるが、納得してはいる。

　勤め先の食堂でだって、いきなり調理を任されていたわけじゃない。野菜の皮剥きから始め、少しずつ店の味を覚えていった。新人とはそういうものだろう。

（お茶会、アメリアさんも呼んだら来てくれるかな？）

　買い出しから帰って来たら誘ってみよう。断られる可能性の方が高い気もするが、大事なのは仲良くしたいという意思を相手に示すことだ。

　とりあえず、先にブライアン達にお茶会の誘いをすることにして、リリスは三人のいる三階に向かった。階段の手前からブライアン、エリオット、アドルフの部屋になる。

　一階で顔を合わせることはあるが、彼らの部屋を訪れるのは初めてだ。ほんの少し緊張しながら、リリスはまずブライアンの部屋の扉をノックした。

「リリスです。ちょっといいですか？」

　木製の扉越しに声をかけると、すぐに扉は開いた。そして、中から寝間着姿のブライアンが出てきた。

　リリスははっとする。しまった。遅番の人は昼に仮眠をとることを失念していた。

「あっ、すみません。仮眠中に」

「いや、大丈夫だ。何かあったのか？」

「えーっと……クッキーを焼いたから三時にみんなでお茶会をしたいなって思って、声をかけに来たんですけど」

　無理ならいいんです、と続ける前にブライアンは「クッキーか！」と目を輝かせた。あまりの勢いにリリスは驚いた。

（甘いものが好きなのかな……？）

　ブライアンの表情は、本当に嬉しそうだ。驚いた拍子に半歩引き下がったリリスに気付くよしもない。

「女性が作ってくれたクッキー、紳士が食べないわけがない。ぜひ、頼む」

「は、はい。ありがとうございます」

　では三時に食堂で、とはにかんでリリスは扉を閉めた。その後、エリオットもアドルフも同様に参加すると快く言ってくれた。

「ブライアンさんは無類のクッキー好きだからね。それも女性の手作りクッキーって聞いて、相当喜んでたんじゃない？」

「はい。ちょっと驚いちゃいました」

　暇を持て余していたというエリオットとともにリリスは一階に下り、食堂に向かった。三人とそれぞれ立ち話をしていたら思いのほか時間が過ぎたので、もうお茶会の準備をすることにしたのだ。

　エリオットと他愛のない話をしながら、食器棚から茶器を取り出していた時のことだ。アメリアが買い出しから戻ってきた。

「ただいま。……あら、エリオット。どうしたの」

　リリスはともかく、エリオットがいたのは予想外だったようだ。椅子に座っているエリオットの姿にアメリアは目を瞬かせている。

　対するエリオットは、いつもながらぶっきらぼうなものだ。グランヴィルが無表情顔とすれば、エリオットは不機嫌顔と言えた。もちろん、どちらも心根は優しい人であるが。

「リリスさんが三時からお茶会をするって言うからさ」

「……お茶会？」

「アメリアさん、おかえりなさい。クッキーを焼いたので、みなさんにどうかなって。アメリアさんもご一緒にどうですか？」

　リリスが声をかけると、アメリアはやや険のある眼差しをリリスに向けた。

「結構よ」

「そ、そうですか」

　案の定、突っぱねられた。がっくりとしたが、表情には出さない。少しずつ、少しずつだ。焦らない。

「アメリア。いい加減にしろよ」

　さっさとその場を立ち去ろうとしたアメリアを、エリオットが呼び止めた。

　それにはアメリアも足を止める。幼なじみだからだろうか。他の騎士には決して見せないような、険しい表情を浮かべていた。

「は？　何がよ」

「リリスさんのことだ。リリスさんはあの人とは違う。分かってんだろ？」

　――あの人。

　誰のことだろうと思ったが、口を挟める雰囲気ではない。リリスははらはらしつつも黙ってことのなりゆきを見守った。

　アメリアはさらに眦をつり上げた。そのまま口論に発展するかと思われたが、

「うるさいわね！　ほっといて！」

　そう突き放し、早足で食堂を出ていってしまった。

　その後をエリオットが追いかける気配はない。あの分からず屋が、と吐き捨てるだけだ。

　これでいいんだろうか。

「……エリオットさん。私、アメリアさんと話してきます」

「ほっときなよ。あんなバカ」

「話せばきっと分かってくれます。あと、庇って下さってありがとうございました」

　きちんと礼を述べてから、リリスはアメリアの後を追った。買い出しの後だから、行った先は貯蔵庫だろう。










　行ってみると、やはりアメリアは貯蔵庫にいた。

　こちらを振り返ったが、リリスだと分かると途端にそっぽ向いた。もしかしたら、エリオットだと思ったのかもしれない。

「アメリアさん、あの……大丈夫ですか？」

「………」

「買い出しお疲れ様です。勝手にお茶会だなんてごめんなさい。まず、許可を取るべきでしたよね」

「………」

　反応なし。また以前と同じ態度に戻ってしまった。

　リリスがこれ以上話しかけても、鬱陶しいだけだろう。ひとまず、会話を諦めて食堂に戻ろうとした、その時だった。

「アメリアさん!?」

　ぐらり、とアメリアの体が傾いた。床にしゃがみこんでいた状態からではあったが、そのまま倒れてしまった彼女の元にリリスは慌てて駆け寄る。

　はぁはぁと息遣いが荒い。よく見ると頬もほんのり赤く、額に手を触れると熱があるのが分かった。――全然、気付かなかった。

「アメリアさん、大丈夫ですか！」

「な、なんてことない、わよ……」

　構わず起き上がろうとするアメリアに手を貸そうとするが、跳ね退けられる。

　根性で立ち上がったアメリアは、ふらつく足取りで貯蔵庫から出ていった。その肩には、今日の夕食に使うだろう食材が入った木の篭が提げられている。

　リリスは慌てふためいた。まさか、この状態で夕食を作るつもりなのか。

「ダメですよ、無理しちゃ！」

「うる、さいわね。ほっといて」

「ほっとけません！」

「――さっきから騒々しいけど、何？」

　エリオットが廊下に顔を出した。怪訝そうな顔をしていたが、アメリアの様子がおかしいと気付いたらしい。すぐに彼女に声をかけた。

「具合悪いのか？」

「大したこと……ない、わ」

「嘘つけ。お前はなんでそう意地っ張りなんだよ」

　エリオットは少し苛ついた様子で、アメリアから木の篭を強引に奪い取る。そしてそれを床に置くと、

「ちょ…っ……な、なにするのよっ」

「うるさい。黙っとけ」

　なんとアメリアを横抱きに――俗に言うお姫様抱っこをして、彼女の寝室に向かっていった。リリスは木の篭を持ち、慌ててその後を追いかける。

　アメリアの寝室に入るのは初めてだ。桃色と白を基調にした調度品で揃えられた、女の子らしい部屋だった。

　その窓辺にある寝台にエリオットはアメリアを寝かせる。

「ゆっくり休んでろ。メシは俺らでなんとかすっから」

「だ、大丈夫だって言ってるでしょ！」

　語気荒く言い、なおも起き上がろうとするアメリア。リリスは意を決してずいっと前に進み出た。

「アメリアさん、私に任せて下さい」

　アメリアは無言でリリスを見上げる。不機嫌そうなその顔に、リリスは真剣に言った。

「私、アメリアさんの味つけを少しずつ覚えてますから！　なるべく近い味のものをみなさんに出せます！」

「………………は？」

　何を言っているんだ、こいつ。

　アメリアはそんな顔をしていた。そしてそれはエリオットも同様だったが、こちらは空気を読んで口を挟まない。

「私の味に近いものをって……あんた、バカなの？」

「え？」

　険しい表情から一転、アメリアの美しい顔は心底呆れ返ったものになっている。

「普通、そこは私よりおいしいものを作って、見返すところでしょう、が」

　リリスは目をぱちくりさせた。一瞬意味が分からなかったが、数拍置いてアメリアが言わんとすることを理解した。

　……理解は、した。けれど、その考えにリリスは賛同できなかった。

「私はアメリアさんの部下です。上司のいいところは見習って盗みます」

　真剣に言ったのに、隣にいたエリオットは勢いよく吹き出した。

「ぷっ、くくく。部下か。よかったな、アメリア。健気な部下を持って」

　今夜の夕食は楽しみだと、エリオットは笑う。いつも不機嫌顔なので、こんなに楽しそうにしているところを初めて見た。まったく不本意な形ではあるが。

　アメリアは呆気に取られていたが、熱意が伝わったのかもしれない。盛大なため息を吐いてから、寝台に横になった。

「……まずいものを出したら承知しないわよ」

　そう、ぼそりと言って。










「アメリアが熱を出した!?」

　それから少し後、レックスと子竜は散歩から帰って来た。食堂に顔を出した彼らにアメリアのことを伝えると、やはりどちらも気遣わしげな顔をしている。

「大丈夫なのか？」

「今、ベッドで休んでる。熱はそんなに高くなさそうだから、氷枕で冷やして寝てれば大丈夫だと思うけど……」

　氷枕は先程エリオットが持っていってくれた。なんだかんだ言いつつ、アメリアのことを大切に想っているようだ。

「リリス嬢が来るまで、ずっと一人で頑張っていたからな。その疲れが溜まっていたんだろう」

「そうですね。アメリアさんには無理をさせてしまって申し訳ないです」

　ブライアンとアドルフだ。彼らはレックスが戻ってくる少し前に食堂に下りてきた。

　こんな状況なので、お茶会はもちろん中止である。リリスはクッキーを小分けに包装して、一人ずつ渡すことにした。

「はい、お兄様の分。それにしてもお兄様、何か買ってきたの？」

　レックスの手には大きな紙袋が提げられている。中は見えないが、洋服だろうか。

　訊ねると、予想外の言葉が返ってきた。

「これはお兄ちゃんからリリスへの誕生日プレゼントだ」

「え？」

「少し遅れたが、今月誕生日だったろ。ふっふっふっ、驚けよ。中身はこれだ」

　言いながら、レックスは紙袋からそれを取り出した。ふわふわとした生地の、ふんだんにフリルがあしらわれた――淡い桃色のドレス。

　リリスは目を見開いた。

「店の人に頼んで靴と化粧道具も一通り揃えてもらった。たまには綺麗に着飾って舞踏会に行ってこい」

「……もしかしてこの間、ワンピースを貸してくれって言ったのはこれのため？」

「驚かせてやりたくてな。どうだ、驚いたか？」

　悪戯っぽく笑うレックスにリリスはこくりと頷いた。驚かないわけがない。

　そして。

「ありがとう、お兄様」

　なんだか心がぽかぽかする。ものすごく嬉しい。決して安い買い物じゃないだろうに。

　アドルフとブライアンも、ドレスを見て感嘆の息をもらした。

「わぁ、素敵なドレスですね。きっとよくお似合いになりますよ」

「そうだな。あとで試着してみるといい」

　優しく声をかけてくれる二人にリリスは「はい」とにこやかに応えて、レックスからドレスを受け取った。素敵なドレスだ。フリルがたくさんあって可愛い。

「お兄様が選んでくれたの？」

「店員と相談して選んだ。だから、流行遅れってことはない。安心しろ」

「ふふ、本当にありがとう」

　着るのが楽しみだ。今すぐ試着したいのは山々だったが、ひとまず自室のクローゼットにしまうことにして、リリスは二階に上がった。今はみんなの夕食作りを優先しなければならない。

　けれどその前にちょっと、姿見の前で自分の体にドレスを軽く合わせてみた。すると、裾の長さはピッタリだ。

「わぁ、可愛い……」

　つい心の中の言葉がもれる。

　華やかなドレスだが、色彩が淡いのでリリスの平凡な顔でも似合いそうだ。これが真っ赤なドレスなんて買ってこられたら、ドレスの方が目立ってしまう。

　靴箱も開けてみると、こちらはベージュ色の靴だった。ヒールの高さは低めで、ヒールを履き慣れていないリリスのことを考えて選んでくれたことが分かる。

　化粧道具もレックスの言うとおり、一式揃っていた。一体、いくらかかったんだろう。兄には感謝だ。

（舞踏会、かぁ……）

　一度は行ってみたいと思っていた。なにより、せっかくレックスがここまで買い揃えてくれたのだ。着ないのはもったいない。

　けれど。

（……ダンス、どうしよう）

　誰かに教えてもらわねばなるまい。もし、誰かに誘われたら踊らないわけにはいかない。

　――では、誰に？

　頭に思い浮かんだ顔を、リリスは即座に打ち消してレックスの顔に差し替えた。何度か舞踏会に参加したことがある兄なら分かるだろう。

（ダメよ、あの人は）

　貴族同士でも釣り合いがとれない。これ以上の想いはダメだ、とリリスは己の心にきつく言い聞かせた。










　夕食は、以前アメリアが作った野菜スープを参考に作ることにした。じゃがいも、人参、玉ねぎを煮込み、塩コショウで味つけしたものだ。

　自分の料理を作りたいという気持ちはもちろんある。けれど、食堂に勤めていたリリスは家庭は家庭の味、仕事先では仕事先の味、という考えが染みついている。

　騎士寮では決まったメニューがないのだから好きに作ればいいのかもしれないが、リリスはまだ新人。ベリンダやアメリアの料理に慣れ親しんでいるみんなのためにも、なるべく二人の味に近付けたい。

「おっ、うまいな。本当にリリスが作ったのか？　アメリアの味、そっくりだ」

　夕食を口にしたレックスは開口一番、そう言った。ブライアン達も口々に「本当にそうだ」と賛同する。

　ただ、エリオットだけは「別にあいつの真似をしなくてもいいのに」と直球で言ってきた。歯に衣着せぬ物言いをする人だ。

　リリスはにこやかに返した。

「おいしいものは自分にも取り入れていきたいですから」

「ふぅん。まっ、うまいよ。ありがとう」

　エリオットはあっさり引き下がり、夕食を食べるのを再開する。

　レックス、ブライアン、エリオット、アドルフ。今、グランヴィル以外の住人がみんな集まっている。勤務時間がバラバラなので、四人だけでも揃うのは珍しい。

　ちなみに、駐在所には隊長か副隊長がなるべく常駐するように勤務表が組まれているそうなので、食事時に五人揃うことはそうそうないそうだ。ちょっぴり残念だ。

「熱いから気を付けてね、フィップ」

「きゅっ」

　リリスはレックスの隣に座り、子竜に野菜スープを食べさせている。さりげなく人参をフォークに突き刺して差し出すと、子竜は少し嫌な顔をしながらもぱくりと食べてくれた。

　その様子に、みんなが「おぉ」と声を上げる。子竜はみんなの人気者だ。

「人参を食べられるようになったのか。偉いぞ、フィップ。では、次はピーマンだな」

　ブライアンの言葉を理解したのか、子竜は「きゅっ!?」と仰天したように鳴いた。

　自然と食卓に笑いが起こる。いい雰囲気だ。

（ここにグランヴィルさんやアメリアさん達もいたらよかったのに）

　残念でならない。グランヴィルは仕事中だし、ベリンダとアメリアは寝室。全員で食事を食べられたらきっと楽しいのに。

　そんな平和な夕食の時間は、あっという間に終わった。レックス達が自室に戻る中、リリスは食器の後片付けにとりかかる。

　一気に五人分となると、やはり洗いものが多い。勤め先の食堂で初めの頃、皿洗いをやらされていたことを思い出す。あの時は、手が荒れに荒れて大変だった。

　食器洗いを済ませた後は、ベリンダの寝室に向かった。食器を下げるためだ。腰を痛めてあまり動けずにいる彼女だが、食事は一人で食べられるというので先に部屋に運んでいたのだ。

「ありがとう、リリスちゃん。すごくおいしかったわ」

　笑顔を見せるベリンダにリリスもつられて笑みを浮かべた。

「いえ。お加減はどうですか？」

「まだ痛いわねぇ。申し訳ないんだけど、もうしばらく働いてもらえる？」

「もちろんです」

　ベリンダはもう数十年も寮母を務めているという。若き頃に母を亡くして寮の経営を引き継ぎ、結婚後はアメリアを産んですぐに夫を亡くしてしまった。貧乏とはいえ、伯爵令嬢であるリリスよりずっと苦労してきた人なんだろう。

　だからだろうか。ベリンダは優しい。騎士寮のみんなもそうだが、本当にいい人達ばかりだ。……アメリアのことは置いておいて。

　ベリンダに彼女のことを訊いたら、事情を話してくれるかもしれない。けれど、他人の過去を嗅ぎ回るような真似は慎むべきだとリリスは自制した。

　訊くなら本人の口から、だ。

「食器、持っていきますね。あまり無理せずにゆっくり休んで下さい」

「ありがとう」

　ベリンダの寝室を出て、リリスは再び厨房に戻った。洗いものを済ませてから、次にアメリアの寝室に足を向ける。

　アメリアには食事を断られたので、夕食を運んでいない。けれど、それでは治るものも治らないだろう、とリリスは野菜スープを木皿によそって持っていくことにした。

「アメリアさん、リリスです。入ってもいいですか？」

「……どうぞ」

　ノックをすると扉越しにアメリアから了承の返事がきたので、リリスは中に入る。

　中では、アメリアが寝台の上で上体を起こしていた。その頬はまだ赤いが、息遣いは落ち着いている。

「お体は大丈夫ですか？　野菜スープを持ってきたので、どうぞ食べて下さい。食欲ないかもしれませんけど、栄養を摂らないと」

　寝台のすぐ脇にある棚の上に木皿とスプーンを置くと、それを見たアメリアは目を僅かに見開いた。そして呆れた顔をしてリリスを見やる。

「あんた、まさか本当に私の味つけで作ったの？」

「はい」

「……本当に、あんたはあの女と全然違うわね」

　そう呟いて、アメリアは素直にスプーンを手に取った。スープを一口すすり、「おいしい」と唇を動かして黙々と具材を食べる。

　無言で立ち尽くすリリスの前でアメリアはあっという間に木皿を平らげ、一息ついた。やがて、バツの悪そうな顔をしてぽつりと言う。

「……悪かったわね」

「え？」

「散々嫌なこと言って。あんたは何も悪くないのに」

　突然の謝罪。

　リリスは驚いた。どういう心境の変化だろう。ようやく、リリスの誠意が伝わったのだろうか。

　どう返したらいいのか逡巡していると、やがてアメリアは語り出した。

「私ね、前にここに住む騎士様に懸想していたの。仲良くなって、相手も私のことを好きになってくれた……と思う」

　曖昧なのは、はっきりと告白されたわけじゃないからかもしれない。それでも、いい感じになってはいた、ということだろう。

　相手の騎士の名はベイル。男爵令息だったという。

「このままなら付き合えるかもって思った。でも、私の他にも彼を好きな人がいて……その人が伯爵令嬢だったの。可愛い子だったわ。毎日のように駐在所に顔を出して、うちに来ることもあった。明るくて優しい、気さくないい子。――の、仮面をかぶったとんだ女狐だった」

「め、女狐？」

「私とみんなとで態度を変える嫌な女だったのよ」

　当時のことを思い出したのだろう。アメリアの横顔は、憎々しげだ。薄茶の瞳には深い怨恨の念が宿っている。

「みんなが見ていないところで、散々嫌味を言われたわ。平民の分際でベイル様に馴れ馴れしくするな、ベイル様はみんなに優しいだけなんだから勘違いするな、ブス。もう、思い出し切れないくらい」

「ひどい……」

　リリスは呟いてから、気付いた。そういえば、自分も似たようなことをアメリアから言われている。真似したということなのか、それとも自分がやられたことを無意識にリリスにもやっていたのか。どうなんだろう。

　ひとまず突っ込みは入れず、黙ってアメリアの話に耳を傾けた。アメリアは憤慨した様子で語気荒く続けている。

「その上、あの女はベイル様に私に嫌がらせされているって嘘を吹き込んだのよ。そりゃ恋敵だから仲良くしてたわけじゃないけど、嫌がらせなんて私はしてない。……でもあの女は本当にしたたかだった。ベイル様に嘘を信じ込ませて私達の仲を引き裂いた上、親の権力で配属先を変えて違う寮に引っ越しさせたの。それ以来、ベイル様ともその女とも顔を合わせてないわ」

　熱のこもった声音から察するに、これは嘘ではないとリリスは分かった。そもそも、そんな嘘をつく理由もない。

「だから私、思ったの。女はしたたかに生きなきゃって。絶対、あの女よりいい男を捕まえて幸せになってやるって」

　アメリアは話を引き結んでから、「……でも」と目を伏せた。後悔の色が滲む瞳だ。

「あの女と同じ嫌な女になってたのよね。本当にごめんなさい」

「アメリアさん……」

「許してくれとは言わないわ。働いてくれた日数分の賃金も払う。……本当に私一人でも大丈夫だから、実家に帰っていいのよ」

　初めの頃に言われた言葉と同じだが、その意味は違う。本当に申し訳ないと思っているからだと、リリスは察した。

　リリスは即座に返した。

「いいえ。働かせて下さい」

「……いいの？」

「今、戻っても職場に居場所がありません。お払い箱にされても困ります」

　真面目に言ったのに、アメリアはぽかんとしている。やがて、ぷっと吹き出した。

「あんた、面白いわね」

「アメリアさんの猫を被ってる時の姿には及びません」

「ふん、言うじゃない」

　すっかりいつもの調子に戻ったアメリアと目が合う。どちらからともなく、吹き出し、声を立てて笑い合った。

　散々、嫌な目に遭ったけれど。そのすべてを今なら水に流せる気がした。我ながら単純だと思う。

「改めて、よろしくお願いします。アメリアさん」

　これからはいい関係を築きたい。彼女となら、きっとできるはず。

　アメリアも「よろしく」と、作り笑顔じゃない本物の笑顔を見せてくれた。










「あ、エリオットさん」

　アメリアの寝室を出ると、エリオットが廊下の壁に寄りかかって待っていた。アメリアのお見舞いに来たんだろうか。

　会話が聞こえていたのかもしれない。少しバツの悪そうな顔をしていた。

「アメリアの奴が色々と失礼な態度をとってすんません」

「いえ、もう気にしてませんから」

　本心だ。事情があったようだし、これから仲良くしていけるのならそれでいい。

　それに、とリリスは笑顔で続けた。

「エリオットさんこそ、アメリアさんに何度も注意して下さっていたそうで。お気遣いありがとうございます」

　アメリアが話してくれた。リリスは例の伯爵令嬢と違う人間なのだから八つ当たりするのはやめろ、とエリオットに前から言われていたと。しかし、アメリアは腹立たしく思ってそれを無視していたとも。

　エリオットは眉尻を下げた。

「いや、俺は結局何もできなかったし……副隊長も様子を見ろって言うだけ……あ」

　エリオットはまずい、という顔をして言葉を途切らせた。リリスはそれを聞き逃さなかった。

「お兄様も知ってたんですか？」

「あー、いや、その……」

「エリオットさん」

　強く名を呼ぶと、エリオットは諦めたのか「……はい」と頷いた。そして教えてくれた。アメリアが態度を改める様子がないのでレックスにも相談したが、妹なら大丈夫だから様子を見ろ、と言われたと。

「えっと、じゃあ俺はこれで……」

　気まずそうな顔をして立ち去ろうとするエリオットにリリスは目を瞬かせる。

「え？　アメリアさんのお見舞いに来たんじゃ……」

「笑えるほど元気なら大丈夫でしょ」

　そっけなく言い、エリオットは階段の方へと向かっていった。……本当に顔を出さなくてよかったんだろうか。

（不器用な人なのかな。本当は優しいのにぶっきらぼうなのもそうだし）

　せっかく心配して来たのに、顔を出さなくてはその気持ちがアメリアに届かない。今日の昼、口論になった時もそうだ。気にかけてはいただろうに、立ち去ったアメリアをすぐには追わなかった。

　なんだかもどかしい。お節介かもしれないが、リリスはまたアメリアの寝室に顔を出した。

「アメリアさん、さっきエリオットさんが来てましたよ。戻っちゃいましたけど」

「エリオットが？」

　意外だったのか、アメリアは目を少し見開いた。けれどすぐにその顔は不機嫌そうになる。ふて腐れているようにも見えた。

「……どうせ、私があんたにまた嫌がらせしないか、気になって来ただけでしょ」

「そんな！　違いますよ、エリオットさんはアメリアさんが心配で……」

「まさか。だって、氷枕を持ってきた時も自業自得だって言われたのよ」

　ひとに嫌がらせなんかするからバチが当たったんだ、とエリオットに冷たく言われたらしい。一理あるかもしれないが……やっぱり、不器用な人だ。

「アメリアさんとエリオットさんって幼なじみなんですよね」

　どう返したらいいのか分からず、リリスは二人に関する話題を振った。立ち入ったことを聞かれても、アメリアは特に嫌な顔はせずに答えてくれる。

「ええ。家が近所で街学校に入学する前からの付き合いなの。まあ、口うるさい弟みたいなものね」

「えっ。エリオットさん、ご実家が近所なのにこの寮に住んでいるんですか？」

　もしかして、独身の警吏騎士の入寮は義務なんだろうか。確かにその方が連携は取れやすそうだが――と思ったが、そういうわけじゃないらしい。エリオットが希望してのことだとアメリアは言った。

「一人暮らししたいからって。非番の日はよく実家に顔を出してるみたいだけどね」

　あいつ、ああ見えて親孝行息子なのよ、とアメリアは鼻を鳴らす。そういう彼女も、リリスからすれば親孝行娘だが、口にしても「誉めたって賃金はあげないわよ」といつもの調子である。なんだかアメリアも不器用なような……二人揃って不器用なんじゃないだろうか。

　アメリアは病み上がりだ。話もそこそこにリリスは彼女の寝室を出た。空になった木皿とスプーンを厨房に下げ、流し台で洗う。

（さて、と。お兄様は部屋だよね）

　早番のグランヴィルが帰宅するまでは、まだ時間がある。リリスは一旦、自室に戻ることにした。兄に問いたださねば。

　気合いを入れて自室の扉を開けると、

「すまん！　リリス！」

　レックスがいきなり両手を合わせて謝ってきた。リリスは面食らったが、すぐにはっとする。そうか。きっとエリオットから話を聞いたのだ。

　先制攻撃をくらい、リリスは少し気押されてしまった。が、負けない。

「お兄様、私とアメリアさんのことを知っていたのよね」

「ああ」

「どうして何も言ってくれなかったの？　知らんぷりなんてひどいじゃない」

「えっと、それはだな……」

「――なんて、冗談よ」

　珍しくしどろもどろになるレックスにリリスは悪戯っぽく笑った。別に兄に怒りなどない。自分で言わないと決めていたのだし、――それに。

「何も言わなかったのは、アメリアさんの令嬢嫌いを治すためでしょ？」

　レックスの口から注意すれば、アメリアはもっと早くに態度を改めたかもしれない。けれど、それでは令嬢嫌いにますます拍車がかかっただろう。

　妹なら大丈夫だから様子を見ろ。それはきっと、リリスを信じての言葉。

「思い返してみれば、妙に過保護だったものね。もしかして、わざわざ私を呼んだのもそのため？」

「う……バレたか」

「それならそうと、初めから話してくれたらよかったのに。それでも協力したよ。王都には一度は来てみたかったし」

「……寛大な妹を持ててお兄ちゃんは幸せだ」

　レックスは苦笑し、もう一度「すまん」と詫びた。ひどいとは思うが、レックスはこの騎士寮に入寮して二年半。アメリアとの付き合いはそこそこ長いだろうから、彼女の心を案じてのことに違いない。

　リリスは二段寝台の下段に、どかっと腰を下ろした。すると、枕元に子竜が丸まっていることに気付いた。そういえば、レックスが預かっていたのだった。

　起こさないよう、少し声のトーンを落としてリリスは続けた。

「でもひどい話よね。その伯爵令嬢。相手の人もそうだけど」

　嘘までついて仲を引き裂くなんて。アメリアだってそこまでしていない。権力にものを言わせて配属先を変えるのもずるい。令嬢が嫌いになるわけである。

　それは二年ほど前のことだという。レックスもすでに入寮していた頃だ。

「そうだな。ベイルがアメリアを信じてくれりゃ、ここまで拗らせなかっただろうな」

「その人を説得できなかったの？」

「相手に惚れ込んじまって。俺らの言うことなんて耳に届かなかったんだ。エリオットの奴はぶち切れて何度も言ってたんだが」

「そう、なんだ……」

　それから相手の騎士とはレックスも会っていないという。警吏騎士団本部の会議でグランヴィルなら会っているそうだが、昨年の秋から三番隊に配属になった彼は事情を知らないのだとレックスは話を続けた。

「まぁ、とにかくよかった。よくぞやってくれた。さすが俺の妹だ」

　ほくほくと嬉しそうな表情に、リリスはつられて笑った。兄のお節介さも時には役立つ。面倒見がいいというか、他者のことを考える優しさがリリスは好きだ。

「お兄様には誰かいい人はいないの？」

　身内贔屓を差し引いても、レックスはなかなかいい男だと思う。貧乏令息というのがネックではあるが、警吏騎士の副隊長として働いているし、世の令嬢に一人くらい好かれてもおかしくないんじゃないか。

　そう思ったが、レックスは肩を竦めてみせた。

「残念ながら」

「そっか……」

「そういうリリスはどうなんだ？」

「え!?」

　リリスは反射的に声を出してしまった。その声で起きたのか、子竜は顔を上げてリリスの元にやってくる。そして、膝の上にちょこんと乗っかった。可愛い。

「おっ、その反応は好きな人がいるな？　お兄ちゃんに教えろ。誰にも言わないから」

「い、いないよ」

「本当かぁ？」

「本当！」

　顔が熱い。リリスは子竜を腕に抱き、立ち上がった。

「そろそろ厨房に戻らなきゃ」

　レックスからの追及を逃れるべく、リリスは急いで部屋を出たのだった。
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　夜の八時過ぎにグランヴィルは仕事から帰って来た。一階の食堂で子竜とともに帰宅を待っていたリリスは、笑顔で出迎えた。

「お帰りなさい。お疲れ様です」

　グランヴィルは僅かに表情を緩ませ、「ああ」と短く返した。肩に乗った子竜の頭を撫でながら、「いい子にしていたか？」と優しく声をかけている。

　二人の微笑ましい姿を眺めているのがリリスは好きだ。なんだかこちらまで温かい気持ちになれる。

　と、グランヴィルの目がこちらを向いた。

「今日は何も変わりはなかったか？」

「はい。……あっ、いえ、ありました」

　アメリアのことを思い出し、リリスは彼女が熱を出したことを告げた。寝室で休んでいることを伝えると、グランヴィルは気遣わしそうに眉尻を下げる。「そうか」と言葉少なの中にも、心配している様子が声音から分かった。

「大丈夫そうか？」

「夕食をしっかり食べましたし、熱もそんなに高くありません。少し氷枕で冷やして寝ていれば大丈夫だと思います」

　ブライアンが言っていた通り、疲れが溜まっていたのだろうと思う。ベリンダが腰を痛めてから彼女は母の介護をしつつ、リリスが来るまでは一人で家事をしていたのだ。無理をしていたに違いない。

「じゃあ、今日の夕食はリリスが？」

「はい。私が作りました。その、アメリアさんの作る野菜スープを参考にして」

　自分の料理を出したかった、という身勝手な思いがリリスの頭をもたげる。

　リリスは必死に思考を打ち消した。何を考えているのか。家庭は家庭、職場は職場だ。

「フィップの夕食はまだか？」

「いえ、私が先に食べさせました」

「そうか。ありがとう」

　柔らかい笑みに胸がどきりとする。リリスは逃れるように、「スープ、温めてきますね」とその場を離れた。

（……もう、ダメじゃない、私ったら）

　冷静にならなければ。グランヴィルに……恋などしてはいけない。

　自分を戒めながら、温めたスープを木皿によそった。もう一つの皿に白いパンと木苺のジャムを添え、グランヴィルの元に運ぶ。

「お待たせしました」

「ありがとう」

　グランヴィルはまず、野菜スープを一口すすった。おいしい、と呟く彼にリリスの胸はまたドキドキし始める。

「リリスは夕食を食べたのか？」

「はい。お兄様達と一緒に」

「そうか。わざわざ待っていてもらってすまないな」

「いえ！　全然……その、仕事ですから」

　高鳴る胸を抑え、リリスはあえて仕事なのだからと口に出した。そうすることで、自分の想いを自制できる気がしたからだ。

　グランヴィルは「そうか」といつものように短く返すだけだった。無表情なその顔からは、一切感情が読み取れない。

「仕事には慣れたか？」

「はい。みなさん、お優しいですし」

　アメリアの問題も解決した。これからはより一層仕事をしやすくなりそうだ。

　笑顔で答えるリリスに、けれどグランヴィルは申し訳なさそうな顔で言った。

「オルコットの方からわざわざ来てもらってすまない。ベリンダさんの腰もじきによくなるだろう。もう少しの間、仕事を頼む」

「……、はい。頑張ります」

　リリスは努めてにこやかな表情を保ったまま返したが、心の中で思う。……そうだ。ベリンダの体調がよくなれば、リリスはお役目御免なのだ。

　そうなったら。

（グランヴィルさんとはもう会えなくなる）

　ちくりと胸が痛んだ。

　リリスとグランヴィルの間に家事手伝いと住人、それ以上の関係はない。リリスが実家に戻ったら接点はほぼ皆無だ。関わることはもうないだろう。

　だが、それでいいのかもしれないとリリスは思い直した。離れたらきっと忘れられる。元の日常に戻るだけだ。

「きゅうきゅう！」

　子竜の声にリリスははっとする。見れば、食卓の上に乗っかっている子竜が、グランヴィルに野菜スープをおねだりしていた。まだ食べ足りなかったのか。

「すみません。あげる量が少なかったのかも……」

「いや、違う。おいしいからまた食べたがっているんだ。そうだな、フィップ？」

「きゅっ！」

　子竜は力強く頷く。グランヴィルは「仕方ないな」と苦笑しながら子竜に野菜スープを分け与えた。

　本当にそうなのだとしたら、なんだか嬉しい。アメリアの味つけを参考にしたといっても、リリスが作った料理だ。

　人参も嫌がることなく食べている。もうすっかり苦手を克服したらしかった。

「偉いね、フィップ」

「きゅっ！」

「リリスのおかげだ。ありがとう」

　ふと、グランヴィルと目が合う。鮮やかな青色だ。優しい眼差しにリリスはまたどきりとした。

「いえ、そんな……」

「ところで、少し話があるんだが」

　グランヴィルの方から話を切り出すのは珍しい。リリスは目を瞬かせた。

「はい、なんでしょうか」

「実は舞踏会の招待状が届いてな。一緒に行かないか？」

「え……」

　リリスは一瞬、何を言われたのか分からなかった。よって返答が遅れた。

「ぶ、舞踏会ですか？」

「ああ。半月後に宮廷で行われる舞踏会だ。夜からの参加になるが、どうだ」

「えっと……」

　リリスは逡巡した。舞踏会。ドレスは兄がプレゼントしてくれたものがあるが……。

「ごめんなさい」

　グランヴィルは片眉を上げた。

「何か都合が悪いか？」

「いえ、その……ダンスが踊れなくて」

　おずおずと言うと、グランヴィルは「なんだ、そんなことか」と拍子抜けしたようだった。

「そんなことは気にしなくていい。それに今から練習すれば、十分間に合う」

「でも、グランヴィルさんに恥をかかせるようなことはできません」

「ではこうしよう。まずは半月後まで一緒に練習して、大丈夫そうだと思ったら行く。無理そうなら行かない。どうだ？」

　リリスは思案した。確かにそれならいいかもしれない。リリスも舞踏会に行ってみたいという思いはある。……グランヴィルと行きたい、という思いは頭から追いやった。

「分かりました。じゃあご指導のほどよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げると、グランヴィルは「ああ」と心なしか嬉しそうに笑った。さっきから胸が高鳴りっぱなしだ。

　そうしてグランヴィルが夕食を食べ終えた頃を見計らい、リリスは昼間に作ったクッキーを差し出した。

「グランヴィルさん、どうぞ」

「これは？」

「クッキーです。この間、王都を案内してくれたお礼にと思って。お口に合うといいんですけど」

「気を遣わせてすまない。ありがとう」

　グランヴィルはすぐに包装を開けて、一つ取り出して食べてくれた。チョコチップの方だ。さくっ、と小気味いい音が鳴る。

「おいしい。手作りか？」

「はい。プレーンのものとチョコチップのものと二種類焼いて」

「リリスは本当に料理上手だな。子供の頃から家の家事をやっていたとレックスから聞いている。大変だったろう」

　リリスは驚いた。まさか、レックスがグランヴィルに自分の話をしているとは思わなかった。

　けれどよくよく考えてみると、レックスにとって自分の実家の話だ。そういった雑談をしていてもおかしくないのかもしれない。

　リリスは笑顔で返した。

「私、家事が好きですから。グランヴィルさんの家は……えっと、使用人が？」

「ああ」

「すごいですね。じゃあ、やっぱり食事は豪勢だったんじゃないですか」

　あのクレイトン伯爵家の食卓。生活費を切り詰めて節約に励むオルコット家の食卓とは天と地ほどの差がありそうだ。

　グランヴィルは苦笑いで頷いた。

「そうだな。いいものを食べさせていただいていた。……だが、私は今の食事の方がいい」

「そう、なんですか？」

「ああ」

　平民暮らしが長かったからな、とグランヴィルは付け加えた。そういえば、彼は子供の頃は王都で暮らしていたのだった。また立ち入ったことを訊いてしまった気がする。

　けれど、グランヴィルは気分を害した様子はなく。

「だからこういったものを作ってもらえると嬉しい。よければ、また作ってくれないか」

　思わぬ言葉にリリスは反射的に答えていた。

「わ、私でよかったら、いつでもお作りします！」

　嬉しい。グランヴィルがリリスの料理を求めてくれている。

　また作ろう。リリスは素直にそう思った。

「では早速、ダンスの練習をするか」

　グランヴィルは椅子から立ち上がるが、

「あっ、すみません。まだ厨房の後片付けが残っていて」

「なら、その後に私の部屋に……いや、ダメだな。私が君達の部屋に行こう」

　自室にはレックスがいる。おそらく、部屋に二人っきりになるのはよくないと、気を回してくれたのだろう。

　リリスとしてもありがたかった。兄がいてくれた方が緊張が和らぎそうだ。

「はい。じゃあまた後で」

　そうして一旦、リリスはグランヴィルと別れた。










　後片付けを済ませ、リリスが二階の自室に戻るとそこにはグランヴィルと子竜の姿しかなかった。

「あれ？　お兄様は……」

「エリオットの元に行った」

「え!?」

　まさか、エリオットが口を滑らせたことを咎めに行ったのだろうか。一瞬そう思ったが、それならエリオットから報告を受けた時点ですでに苦言を呈しているはず。

　これは……もしや。

（私とグランヴィルさんを二人にするため!?）

　お節介な兄のことだ。ありえなくはなかった。王都の道案内をグランヴィルに頼んだことといい、なんだか怪しい。

　リリスのその考えは当たっていたようで、グランヴィルは無表情で言葉を続けた。

「フィップがいるんだから大丈夫だろうと言って出て行った」

「きゅっ！」

「そ、そうですか……」

　確かに子竜も一緒だ。そもそも、グランヴィルがそんな無体なことをするわけもないのだが、……戻ってきたら文句を言おう。お兄様め。

「それとリリス。ここ一週間、よく頑張ったな」

「え？」

　なんのことだろう。顔を上げると、グランヴィルは申し訳なさそうな顔をしてリリスを見つめていた。

「先程、レックスから話は聞いた。一人で抱え込んでつらかっただろう。気付いてやれなくてすまなかった」

　リリスは目を瞬かせた。……もしかして、アメリアのことだろうか。

「えっと、アメリアさんのことですか？」

「そうだ。何か事情があるらしいが、君にきつく当たっていたと聞いた。無事解決したらしいが、本当にすまない」

　目を伏せているグランヴィルは、なんだか落ち込んでいるようにも思える。

　リリスは慌てて返した。グランヴィルが気にすることではない。

「そんな！　大丈夫ですよ、大したことはされていませんし！」

「そういう問題ではない。アメリアの体調が回復したら、あとで私からも一言言っておく。レックスにも言っておいた。妹を利用するような真似はするなと」

　まあ、それは確かに。

　僅かに憤りを見せるグランヴィルに心の中で同意しつつ、けれどリリスは「本当に大丈夫ですから」と宥めた。

「アメリアさんとは和解しました。心配して下さってありがとうございます」

　リリスはにこりと笑って言った。

　グランヴィルが気付かなかったのは、無理もない。アメリアは彼の前では完璧な淑女を演じていたし、なによりリリス自身が誰にも相談しなかったのだ。誰のことも責めるつもりはない。

　それでも、グランヴィルは釈然としない顔をしていた。

「君が気にしていないのならいいが……これからは、何かあったら私に話してくれ。対処する」

「分かりました。ありがとうございます」

　気にかけてくれる、その心遣いが嬉しい。リリスが笑顔を見せると、グランヴィルも表情を幾分か和らげた。

「では、ダンスの練習をするか」

「はい」

　子竜はグランヴィルの肩からぱたぱたと離れていき、寝台の上にちょこんと座った。賢い子だ。

　グランヴィルはリリスの手を取った。互いに体をぐっと近付け、伝わってくる体温にリリスは胸がドキドキする。

　家族以外の男性と手を繋いだのは初めてだ。剣だこだろうか。皮が厚くごつごつしている。

　その大きな手は包容力を感じさせ、力強くリードしてくれた。大人の男性なのだと改めて思う。

「右足を出して。そう、左、右。交互に」

　部屋は手狭なので、あまり大きな動きはできない。よって基本の足の動きからグランヴィルは教えてくれた。

　つたない足さばきで、リリスはなんとか合わせる。難しい。ぎこちなくなってしまう。

　グランヴィルは慣れているのだろうか。動きが滑らかで、彼だけはまるで大広間の中で優雅に踊っているかのようだ。

「グランヴィルさんは舞踏会によく参加されているんですか？」

「クレイトン家に引き取られてからは、そうしている」

　ということは、他の令嬢と何度もこうして踊っているということだ。リリスはなんだか複雑な気持ちになった。

（……ダメよ。グランヴィルさんはあのクレイトン伯爵家の方なんだから）

　自分を戒めていると、グランヴィルはリリスの腰を抱き寄せてくるりとターンした。急なその動きにリリスはついていけず、足がもつれる。

「あっ」

　グランヴィルの胸に倒れ込むことになった。リリスは慌てて離れたが、グランヴィルは足を止めて気遣わしげに見つめている。

「すまない。大丈夫か？」

「だ、大丈夫です」

「今日はこれくらいにしておくか。息も上がっているようだし」

　言われて初めて、リリスは自分が息を弾ませていることに気付いた。集中しすぎて気付かなかったようだ。

「大丈夫ですよ。まだやれます」

　グランヴィルともう少し一緒にいたい。

　そう思ってから、いや、違う。ダンスの練習をしたいだけだとリリスは自分に言い聞かせた。

　舞踏会に行って、誰かいい人を見つけるのだ。貧乏令嬢である自分でも釣り合うような相手を。そうすれば、父も兄も安心するだろう。

「いや、ここまでにしよう。あまり根を詰めない方がいい」

　グランヴィルはそう言って、手を離した。もしかして自分が下手すぎて呆れたのかと思ったが、彼の表情は優しさに満ちている。胸がどきりとするほどに。

「では、また明日練習しよう」

「でも明日は遅番でしたよね？」

「ああ。だから昼にでも練習しよう」

「はい」

　明日の約束をし、グランヴィルは子竜を腕に抱えて部屋を出て行く。それを見送った後、リリスは寝台にぱたりと倒れた。

（幸せ、だったかも……）

　短い時間だったが、心が幸福感に満ちている。明日、また一緒に踊れるのだと思うと、緊張するが嬉しい。

「なんだ、もう終わったのか？」

「……お兄様」

　入れ代わるようにして、レックスがやってきた。ごく普通の顔で戻ってきたレックスを、寝台からリリスはじとっとした目で見下ろす。そして言った。

「お兄様。――私とグランヴィルさんをくっつけようとしてない？」

　アメリアの令嬢嫌いを治すため、というのはついでで、リリスを騎士寮に呼んだ一番の理由はそれなのではないか。レックスからドレスをもらってすぐ、グランヴィルから舞踏会の誘いがあるなんて出来過ぎている。

　レックスは肩を竦めてみせた。

「別にグランヴィルじゃなくてもいいぞ。誰かいい相手が見つかるんなら」

「グランヴィルさんに舞踏会に私を誘うように言ったの？」

「それは知らん。俺はただ、妹にドレスをプレゼントしたことと、舞踏会に行きたがってることしか話してない」

「……それ圧力かけてない？」

「副隊長が隊長にか？」

　それはその通りだ。一つ年上とはいっても、オルコット伯爵家令息がクレイトン伯爵家令息に圧力などかけられるわけがない。

「つまり、じゃあ私を舞踏会に行かせるためにここに呼んだってこと？」

「ちょうどいい機会だとは思った」

　食えない人だと、リリスは内心ため息をつく。

　まだ社交界デビューしていない妹をデビューさせて結婚相手を見つけさせる、そのついでにアメリアの令嬢嫌いを治す。

　まさか、まだ他にも理由があったりするのだろうか。いや、さすがにもうないか。

「もうっ、お兄様ったらお節介が過ぎるわよ。気持ちは嬉しいけど、私のことより、自分の結婚相手を探したらどうなの？」

　オルコット伯爵家の跡取りはレックスだ。一生独身ではそれこそ困る。

　けれど、レックスは意に介した様子はなく。

「悪かったって。振り回して。グランヴィルにも怒られたよ。妹を利用する真似はするなって。いい奴だよな。そう思わないか、リリス」

　わざとらしく同意を求めるレックス。リリスは警戒しながらも頷いた。

「そ、それはそう思うけど、何よお兄様」

「別に。お似合いなんじゃないかなって思ってるだけだ」

「お似合いなわけないでしょ」

　昔は平民だったとはいえ、グランヴィルはあのクレイトン伯爵家の令息である。オルコット伯爵家の貧乏令嬢などどう考えても釣り合わない。それが分からないほどレックスはバカじゃないはずだ。

　けれど、レックスも引き下がらない。

「うちは元は地方伯だ。地位と金はないが、名誉はある。クレイトン伯爵家にだって十分嫁げる」

「私とグランヴィルさんはそんな関係じゃないわよ。もうお節介はやめてちょうだい」

　期待させるような物言いはやめてほしい。

　グランヴィルに恋はしない。リリスはより一層強く心に決めた。
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「今日の朝食のメインはあんたが作りなさい。私はパンを焼くから」

　翌日。朝早くに厨房に向かったリリスにアメリアはそう言い放った。

　リリスとしては呆気に取られるほかない。和解したとはいえ、いきなりそんなことを言われるとは思わなかった。

「え、あの……」

「ただし、あんたの料理を作りなさいよね。私や母に合わせなくていいから」

　みんなもたまには違う料理を食べたくなるでしょう、とアメリアは言ってさっさとパン作りにとりかかる。本気だ。本当に主菜をリリスに任せてくれるらしい。

「……お体はもう大丈夫なんですか？」

　それが一番心配だ。また無理をしていないだろうかと気になったが、アメリアの返答は。

「まだ本調子じゃないわ。だからあんたにメインを任せるのよ」

「わ、分かりました。あまり無理をせずに」

　つっけんどんな言い方ではあるが、きっとリリスの料理の腕を信用してのこと。きびきびと動くアメリアは絶好調に見えなくもないが、ここは納得することにしてリリスも調理にとりかかる。

　さて、何を作ろう。

（うちの朝食はいつも簡単なものだけど……みんなにはがっつりしたものを出すべきなのかな？）

　といっても、予算内――みんなから徴収する下宿代――でやりくりする必要がある。あまり贅沢な料理は作れない。……もっとも、オルコット家の食卓には豪華な食事が上がることはないのだけれど。

　今、騎士寮にいるのは三人だ。よって初めの朝食は、ベリンダの分を含めて四人分。ちなみにアメリアとリリスは、いつも各自好きな時間に食事を取っている。

　アメリアの献立は、温めたらいつでも食べられるスープが多い。あとで食べることになる遅番の騎士のためと、手間を考えてのことだろう。

　だが、リリスは朝食にはあまりスープを出さない。一から作ると時間がかかるからだ。ゆえに忙しい朝はぱぱっとできる炒め物をよく出す。

　リリスは悩んだ末、いつもの自分の料理を作ることにした。必要な材料を確保すべく、まずは貯蔵庫に向かう。

　すると、

「あっ、グランヴィルさん。おはようございます。フィップもおはよう」

　中にはグランヴィルと子竜の姿があった。これから朝食を作るつもりなのかもしれない。

　グランヴィルは表情を和らげた。

「おはよう。昨日はよく寝られたか？」

「はい。それ、ピーマンですよね。フィップの朝ごはんですか？」

「ああ。次はピーマン嫌いを直したくてな。君ならどう調理する？」

　リリスは思案した。自分が昔、ピーマン嫌いだった時に克服できた母の料理を思い出す。が、なかなか出てこない。

「そうですね……細切りにして人参と卵と炒めるのはどうですか？　彩りも綺麗ですし、人参と卵の甘さで食べやすくなるんじゃないかな」

「なるほど」

「よければ、みんなの朝ごはんと一緒に作りますよ。私、今日調理を任されたので」

　にこやかに言うと、グランヴィルも微笑みを返してくれた。「そうか、じゃあ頼む」とリリスに任せてくれる。

　穏やかな空気が居心地いい。なんだかほっとする。

「では、また後で」

「はい」

　グランヴィルと別れた後、リリスは必要な食材を木の籠に詰めて厨房に戻った。そして、まずは先に子竜の朝食から作ることにした。

　ピーマンは縦に細切りに。これが重要だ。こうすることで匂いや苦味を抑えられる。

　人参も同様に細切りにして、ピーマンの細切りと一緒にまな板の端に寄せておく。

（まずは卵、っと）

　溶いた卵を熱したフライパンに投入し、大きく掻き混ぜながら炒め卵を作った。出来たら一旦皿に取り出して、ピーマンと人参を炒める。

　その途中で先程の炒め卵を加え、塩コショウで味付けしたら完成だ。

（フィップ、食べてくれたらいいんだけど）

　これでピーマン嫌いを克服できたらいい。食べられるだろうか。

「あら、それが朝食？」

　気になったのか、アメリアが顔を出した。

「これはフィップの分です。ピーマンが苦手だと聞いたので、克服できるように」

　笑顔で返すと、「ふぅん」とアメリアは興味深げに木皿を見下ろした。食べてみてもいいかと言うので了承したら、アメリアは「おいしい！」とやや驚いた顔をしてみせた。聞けば、アメリアもピーマンは苦手なのだという。

「全然、苦くないわね。食べやすいわ」

「ピーマンは縦に切ると匂いや苦味が抑えられるんですよ」

「そうなの、知らなかった」

　苦手な食材なので避けていた、というアメリアにリリスは苦笑いするしかない。気持ちは分かる。

　立ち話もそこそこに互いの作業に戻った。リリスは次にみんなの朝食に取りかかることにする。

　使う材料は卵、じゃがいも、玉ねぎだ。じゃがいもは皮を剥いて一口大に切り、玉ねぎはみじん切りにする。卵はボウルに割りほぐしておき、塩コショウを少々。

　熱したフライパンで、リリスはまず玉ねぎのみじん切りを炒めた。しんなりとしてきたら、じゃがいもを加えて炒め、塩コショウを振っておく。

　炒めたら卵液が入っているボウルに入れ、木べらで柔らかくなったじゃがいもを軽く潰しながら混ぜ合わせて。

（よし、あとは焼くだけ）

　リリスが作ろうとしているのはオムレツだ。実家でなら二人分なので一個ずつ焼くが、騎士寮は人数が多い。フライパン全体を使って丸く焼き、人数分に切り分けることにした。

　熱したフライパンに卵液を一気に流し込む。菜箸で全体を手早く混ぜ、周りが固まってきたらフライパンより大きな皿を被せて、フライパンごとひっくり返す。

　そして裏面を上にしてフライパンにそっと戻し入れ、形を整えながらじっくりと焼く。それを何度か繰り返して、中まで火が通ったら完成だ。ふんわりとした鮮やかな黄色のオムレツが出来た。

「おいしそうね」

　アメリアは素直にそう言ってくれた。リリスからしたら、アメリアが焼き上げたパンもふっくらしていておいしそうだ。

「ありがとうございます。みなさんのお口に合うといいんですけど」

「大丈夫よ。文句言う奴がいたら、即刻朝食を取り上げるわ」

　相変わらずの調子で言い、けれどアメリアはふと真面目な思案顔になった。仕事モードの顔だ。

「パンにオムレツ。あとはフルーツも付けましょうか」

「そうですね。じゃあ、貯蔵庫に取りに行ってきます」

「ありがとう。それなら、私はみんなに声をかけてくるわね」

　仕事がやりやすい。和解できてよかったとリリスは心から思う。

　アメリアが呼びに行くと、ほどなくしてみんな食堂にやって来た。グランヴィル、子竜、レックス、エリオットの順だ。

「おっ、うまそうだな。作ったのはリリスか？」

「うん。パンはアメリアさんよ」

　レックスに答えると、グランヴィルもオムレツには興味津々だ。

「これは……オムレツか？」

「はい。玉ねぎのみじん切りとじゃがいもを擦り潰したものを混ぜたものです」

「腹持ちもよさそうだね。初めて食べる」

「お口に合うといいんですけど」

　エリオットにもにこやかに返し、それぞれにオムレツを取り分ける。アメリアはベリンダの元に食事を運んでいき、今は四人が食堂にいる。

「フィップにはこれ」

「きゅっ」

　リリスはレックスの隣に腰を下ろし、子竜に朝食を食べさせることにした。自分の朝食はまたあとで食べる。

　ピーマンの細切りに人参と卵を絡ませ、子竜の口元に運ぶと。

「きゅっ！」

　恐る恐る口にした子竜は、けれど驚いたように鳴いて次々と食べてくれた。その様子にグランヴィルやみんなも驚いている。リリスもだ。

「おいしい？」

「きゅっ！」

　子竜は頷くようにもう一度鳴いた。お口にあったようでよかった。

　オムレツも大好評だった。多めに作ったが、レックスとグランヴィルはおかわりまでして、あっという間に無くなった。

　早番であるレックスとエリオットは早々に席を立ち、それぞれの自室に戻っていく。一方、遅番であるグランヴィルは子竜と一緒にのんびりとしていた。

「リリス、昼に時間は空きそうか？」

「はい。いつも通りなら大丈夫だと思います」

「そうか。フィップにもまた朝食を作ってくれてありがとう。では、また後で部屋に行く」

　私も家事を手伝えたらいいのだが、というグランヴィルにリリスは慌てて断りを入れた。あのクレイトン伯爵令息に家事をやらせるなどとんでもない。それにしても本当に庶民的な人だ。

　グランヴィルと子竜が立ち去った後、アメリアは空になった食器を持って食堂に戻ってきた。

「お母様、あんたの作ったオムレツを気に入ってたわよ。よかったわね」

　言い方は高圧的だが、その表情は優しい。姉がいたらこんな感じかもしれないとリリスはなんとなく思った。

「お口にあったみたいでよかったです。アメリアさんはいつ朝食を食べますか？　私はブライアンさん達と一緒にしようかなって思ってるんですけど」

「それなら、私もそうするわ。後片付けは私がするから、洗濯ものを頼める？」

「分かりました」

　リリスは素直に了承して洗濯室に向かった。途中で出勤するレックスとエリオットとすれ違い、その背中を見送った。

　なんだかいい感じだ。仕事がスムーズに進むし、心が軽い。これまで頑張ってきてよかった。

　……けれど。

（いずれ、実家にまた戻ることになるんだよね）

　ここに永久就職するわけじゃない。ベリンダの腰がよくなれば、リリスは御役目御免だ。

　軽くなっていた気持ちがほんの少し、沈んだ。

「ほう、リリス嬢が作ったのか」

「わぁ、とってもおいしそうですね」

　洗濯を済ませた頃、遅番だったブライアンとアドルフが帰って来た。リリスは急いでオムレツを焼き、四人分を取り分けてからアメリアとともに朝食の席についた。

「みなさん、お疲れ様です。これは玉ねぎのみじん切りとじゃがいもを擦り潰したものを混ぜて焼いたオムレツです。パンの方はアメリアさんが焼いてくれました」

「ふむ。どちらもおいしそうだ。では、いただこう」

「そうですね。いただきます」

　彼らは行儀よく挨拶をし、朝食にありついた。リリスは少しドキドキしたが、二人ともオムレツをおいしいと言ってくれた。

「昨日のクッキーもおいしかった。夜に小腹が空いてな、助かった」

「ははっ、一気に全部食べてしまいましたもんね、ブライアンさん」

「アドルフもそうだろう」

「おいしかったもので、つい」

　二人の仲睦まじい様子にリリスも笑顔になる。よかった、口に合ったみたいで。

「そういえば、体調の方は大丈夫なのか、アメリア」

　ブライアンがふと思い出したように言うと、アメリアは自然な笑みで答えた。

「ええ。もう大丈夫よ。心配をかけてごめんなさい」

「あまり無理をしないで下さいね」

「ありがとう」

　アドルフにもにこやかに答える彼女の表情は元気そうだ。無理をしているわけではなさそうでよかった。

「そういえば、リリスさん。昨日のドレスは試着してみました？」

　アドルフもふと思い出したように言う。リリスも言われて思い出した。そういえば、まだ試着していない。

　アメリアは知らなかったのか、「ドレス？」と不思議そうに目を瞬かせた。

「なに、新しく買ったの？」

「いえ。実は昨日、兄が夜会用のドレスを一着プレゼントしてくれて」

「素敵なドレスでした。アメリアさんも見てみたらどうですか？」

　にこやかなアドルフの言葉にリリスは内心、冷や汗を流した。平民であることに劣等感を持っているというアメリアだ。何か自尊心を傷付けてしまいそうで不安だったが、当の本人は「あら、よかったじゃない」とあっけらかんとしていた。

「伯爵令嬢なんだものね。庶民的過ぎてなんだか忘れるけど。そんなに素敵なドレスなら私にも後で見せてよ」

「いいですよ」

　毒舌ではあるが、以前のようなトゲは感じられない。よってリリスもにこやかに返すことができた。

　これが素なんだろう。そう思うと、失礼だといちいち言い返す気にはなれなかった。貧乏だが伯爵令嬢として平民からは距離を置かれることが多いので、むしろ素で接してもらえた方が嬉しい。

　そんなやりとりから何か感じ取ったのかもしれない。ブライアンは嬉しそうな顔で、

「仲良くなったようだな」

　と、リリスとアメリアを交互に見た。彼の隣に座っているアドルフも「確かに」と優しい顔をしている。

　リリスは笑顔で「はい」と頷いたが、アメリアはつんとした顔でそっぽを向くだけだ。不器用な人だと改めて思った。

　朝食を済ませた後は、二人で掃除に取りかかった。リリスは四階と三階を担当した。二人で取り掛かるとあっという間に終わってしまった。

（まだ昼前だ。どうしよう）

　グランヴィルとは昼過ぎに約束している。それまで暇だ。

　と、思っていたら。

「ねえ、さっき言ってたドレスを見せてもらってもいい？」

　アメリアから声をかけてくれた。それがなんだか嬉しくて、リリスは「もちろんです！」と必要以上に声に力が入ってしまった。アメリアは呆れ顔である。

「そんなに緊張しなくていいわよ……。伯爵令嬢でしょ？　もっと堂々と……むしろ偉そうにしてみたら？」

「いえ。ここでは新人ですから」

　本当に面白い子ね、と表情を和らげて言うアメリアにリリスも笑みを返す。形式的じゃない、こうして気楽にやりとりできる相手ができたことがリリスは本当に嬉しい。

　アメリアを自室に招き入れるのは初めてだ。

「ちょっと汚いですけど、こっちに座って下さい。あっ、お茶をお持ちしましょうか」

「いいわよ。それより早くドレスを見てみたいわ」

「分かりました。えっと、これなんですけど……」

　リリスはクローゼットから淡い桃色のドレスを取り出した。途端、アメリアの目の奥が羨ましそうに輝いたのを見逃さなかった。

　けれど、彼女は決して以前のような憎まれ口を叩かない。素直に賛辞を口にした。

「素敵なドレスね。似合うと思うわ」

「ありがとうございます」

「今、着てみたら？　手伝うわよ」

「いいんですか？」

「もちろん」

　お言葉に甘えて、リリスはドレスに着替えてみることにした。少し手間取ったが、そこはアメリアがフォローしてくれた。

　床に優美なドレープを描き、広がっている淡い桃色のイブニングドレス。裾や袖口にはふんだんにフリルがあしらわれ、胸元は大胆に開いている。憧れの夜会用のドレスだ。

「あんた、舞踏会には参加しないの？」

　アメリアの問いにリリスは正直に話すべきか迷った。そういえば、彼女はグランヴィルを憎からず想っているはずだった。

　けれど、隠し立てするのは誠意に欠ける。なにより、いずれ分かることだ。リリスは正直に話すことにした。

「十日後の宮廷舞踏会に行く予定です。その、グランヴィルさんと一緒に」

　おずおずと口にすると、けれどアメリアは特に気を悪くした様子はなく。

「あら、そうなの。よかったじゃない」

　と、あっさりしたものだった。それにはリリスの方が面食らった。

「あ、あのアメリアさん」

「なに？」

「その……グランヴィルさんのことが好きなんじゃ……？」

　リリスの記憶では、アメリアにはグランヴィルのことでやたらと牽制されていた。あれは恋敵だと思ってのことではなかったのか。

　アメリアは数拍、思考して。

「まあ、素敵な方だとは思うわ」

「そ、それだけですか？」

「それだけよ。ちょっと、ベイル様の件で意固地になってたっていうか……」

　バツの悪そうな顔で言うアメリアから、それ以外の感情は感じられない。どうやら本当に恋をしているわけではないらしい。

　リリスはほっと安堵した。……安堵してから、どうしてそう思うのかと自分を諌める。決めたはずだ。恋などしないと。

　舞踏会に行くのも、貧乏令嬢でも釣り合う結婚相手を探すためなのだから。

　そんな会話をしていたら、ドアを叩く音がしてリリスははっとした。

「グランヴィルだ。入ってもいいか？」

「あっ、はい。どうぞ」

　やって来たのは、グランヴィルと子竜だった。グランヴィルはいつもの無表情ながら、ドレス姿のリリスを見て、僅かに目を見開いていた。

「綺麗だ」

　率直な褒め言葉にリリスは頬が熱くなるのを感じた。俯き、「ありがとうございます」と小さく返す。

　漂う二人の空気にアメリアは何か勘づいたのだろうか。突然、席を立った。

「じゃあまた後でね、リリス。グランヴィル様もどうぞごゆっくり」

　淑女の笑みでグランヴィルに言い、部屋を出ていってしまった。

　取り残されたリリスは、緊張しつつも「兄がプレゼントしてくれたドレスを試着していたところなんです」と笑顔を向けた。それにはグランヴィルも微笑み返してくれる。

「よく似合っている。本当に綺麗だ」

　言いながら、グランヴィルはすっと片膝をつき、リリスの手を取った。流れるような動作で手の甲に口づけ、貴公子らしい笑みを浮かべて告げる。
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「私と一曲、踊ってくれませんか」

　リリスは「はい」と震えそうになる声で応えた。嬉しさでいっぱいだった。まるで、もう舞踏会に参加しているような気分だ。

　つたない足さばきでも、グランヴィルは上手くリードしてくれた。腰に手をそえターンもするが、今度は失敗しなかった。

「そう。その調子だ」

「はい」

　絡み合う手が、近付く体温が、熱い。ダンスというのは、恋人以外の男性とでもこんなにもぴったりとくっつくものなのか。

（楽しい）

　この時間が永遠に続いたらいいのに。

　高鳴る胸の鼓動をリリスは必死に抑えようとするが、できない。ずっと胸がドキドキしっぱなしだ。

（私、グランヴィルさんのこと……）

　と、動きが止まった。気付いたら息も上がっていて、グランヴィルは気遣わしげな顔をして見下ろしている。

「大丈夫か？」

「えっと、はい。大丈夫です」

「本当か？　顔が赤いが」

「だ、大丈夫ですからご心配なく！」

　リリスは慌てて顔を逸らした。乱れた表情をこれ以上見られたくはなかった。

　グランヴィルは「今日はここまでにしよう」と練習を打ち切った。安堵する反面、もう少し一緒にいたいと欲が顔を出す。

（ダメよ。私ったら）

　恋などしないと決めたはずだろう。リリスとグランヴィルでは釣り合わない。

　けれど、一度芽生えた気持ちはなかなか消えてはくれなかった。
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　そんなある日のことだ。

「――交流会？」

「ああ。他の隊との交流をもとうという試みでな。うちで開催することになった」

　リリスはアメリアと顔を見合わせる。

　夕食をともにして交流をはかるらしい。その用意を頼みたいと早番から帰ってきたグランヴィルは頭を下げた。

「相手は一番隊だ。頼めるか？」

「え、ええ。それは構いませんけれど」

　アメリアの表情は浮かない。――もしかして。

（例の懸想していた人がいる隊なんじゃ……？）

　有り得る。なんて間の悪いことだ。

「いつですか？」

「三日後だ」

　時間は八時半からだという。だいたい、いつもの夕食の時間だ。

「じゃあ頼む。急で申し訳ないが」

「あら、いいんですのよ。お気になさらず」

「そうですよ」

　グランヴィルが気にすることではない。本当に謙虚な人だ。

「リリス」

　一緒に帰ってきたレックスがこそっとリリスの名を呼ぶ。

「フォローは頼んだ」

　……決定的だ。やはりベイルとかいう男がいる隊らしい。

（その人もある意味、被害者かもしれないけど……酷い話だよね。アメリアさん、大丈夫かな？）

　ちらりと見れば、ぼんやりとしている。まだベイルのことを引きずっているのかもしれない。

　夕食を用意すべく厨房に下がり、

「アメリアさん、大丈夫ですか？」

「え、何が？」

「一番隊に例のベイルさんがいるんじゃ……」

「………」

　アメリアは溜め息をついた。

「……ええ、そうよ。よく分かったわね」

　やっぱり。交流会、平常心で臨めるのだろうか。

「最悪だわ。なんで一番隊なのかしら」

「そうですね……」

「でも公私混同はしないわ。三番隊はこんなおいしいもの食べてるって見せつけてやりましょ」

　不敵に笑うアメリア。彼女の心の強さは見習いたい。

「何を作りましょうか」

「そうねえ、羊肉のローストは外せないとして……」

　夕食のスープを火にかけながら、アメリアは宙を見ている。

　交流会の料理。どうせなら豪勢な物がいい。何がいいだろう。

「照り焼きチキンとか？」

「それ、いいわね。魚の蒸し焼きもいいんじゃないかしら」

「いいですね！」

「明日の昼、試作品を作りましょう。買い出しにも行かないと」

「大忙しですね。メニュー、考えておきます！」

　一旦、解散することにしてリリスは入浴を済ませた。自室に戻るとすでにレックスがおり、布団の上でごろごろしていた。

「上がったか」

「うん。次はアメリアさん」

「知ってる。そうだ、リリス。交流会のことなんだが」

「一番隊に例のベイルさんがいるんでしょ。大丈夫、フォローするから」

「助かる。まさか一番隊とはなあ」

　苦笑いするレックスをリリスは見上げた。

「ベイルさんってどんな人なの？」

「悪い奴じゃない。ただ、女に免疫がなくて……だからころっと騙されたんだろうな」

　なるほど。女性を見る目がない人なのか。

「遅番で来なけりゃいいんだが、どうなんだろうな。とりあえず、うちはエリオットが遅番だからよかった。キレて何しでかすか分からないからなあ」

「そ、そうなんだ」

　エリオットは不器用ながらアメリアを大切に想っている。ベイルを殴らないとも限らない。欠席で妥当かもしれない。

「うちからは誰が出席するの？」

「俺とグランヴィル、ブライアンに妻帯者が二人だ」

「一番隊からも同じくらいの人数かしら」

「だと思う。腕が鳴るだろ？」

「ふふ、分かる？」

　料理を作るのが楽しみだ。さあ、何を作ろう。

　その日はそんなことを考えながら眠りについた。

　そして次の日の朝のことだ。朝食の主菜はまたもリリスが作ることになった。

「朝食と夕食で役割分担しましょ。あんたは朝食、夕食は私。どう？」

　願ってもみない申し出だ。そんなわけでリリスは早速調理に取りかかった。

　今日、作る料理はソーセージを炒めたものと目玉焼き。簡単だが、あまり朝食に出てきたことがないとレックスが言うので作ることにした。手抜きと思われるかもしれないが、たまにはこういった朝食もいいだろう。

　あとは木皿の端に白いパンと木苺のジャムを添えて。飲み物は牛乳。よし、完成だ。

「なんだ、今日もうまそうだなー」

　やって来たのは早番のレックスとエリオットだ。今日の最初の朝食には二人とベリンダだけ。だから一人分ずつ、できたてを用意できたというのもある。

「きゅっ」

　子竜も忘れてはならない。ぱたぱたと食堂に飛んできた。

「おはよう、フィップ。フィップにもソーセージだよ」

「きゅう！」

　リリスはレックスの隣に腰を降ろし、子竜に朝食を食べさせる。ここのところ、毎日の日課のようなものだ。子竜はおいしそうにぱくついてソーセージを頬張った。

　アメリアはベリンダの元に行っている。それを見計らってか、エリオットがリリスに声をかけた。

「リリスさん。あれからアメリアの奴、何も失礼なことしてない？　大丈夫？」

　その表情は気遣わしげだ。無愛想だが、彼は本当に優しい。

　リリスは笑顔で応えた。

「大丈夫ですよ。仲良くしてます」

「そう。なら、よかった」

「うちの妹は案外図太いから平気だ。心配しなくても大丈夫さ」

「図太いのはお兄様でしょ」

「図太いのは副隊長でしょ」

　奇しくもエリオットと突っ込みが重なって、リリスはエリオットと顔を見合わせる。どちらからともなく吹き出し、声を立てて笑い合った。レックスは苦笑いである。

　そうして朝食の時間は過ぎ、いつものように洗濯ものを済ませた頃に遅番だったグランヴィルとアドルフ、そしてブライアンが帰宅した。リリスは急いで三人分の朝食を作り、アメリアとともに食堂に運ぶ。

「おぉ、今日の朝食もなかなかおいしそうだな」

「ええ、本当に」

「ああ」

　今日も朝食は好評だった。仕事終わりの彼らはあっという間に平らげ、それぞれ自室に引き上げていく。きっとみんな、これから睡眠を取るんだろう。

　洗濯物や掃除を済ませた後は、アメリアと一緒に交流会で使う食材を調達する為に買い出しに赴いた。こんなに肉を買うのは初めてだとアメリアは笑っていた。

「さて、戻りましょうか」

「はい」

　大量の買い物袋を持って帰路につき、早速調理開始。

　まずは照り焼きチキンから。先ににんにくと生姜の合わせ調味料を作っておく。

（鶏もも肉は厚さが均一になるように切って……）

　切ったらさらに二等分し、薄力粉をまぶす。それを熱したフライパンに皮目から入れ、強火で焼いたら焼き目がついてカリカリになるので裏返し、弱火でじっくり焼いていく。

　火が通ったら合わせ調味料を加え、照りが出てくるまで中火で。食べやすい大きさに切り、器にもりつけたら完成。

（次は鶏の白米詰めね）

　鶏の腹をかっさばき、中に米と香辛料を入れて紐で閉じ、焼くだけだ。だが、案外焼き加減が難しい。焦がさないようにこまめに裏返さないといけない。

（いい香り）

　アメリアは羊肉のローストと魚の蒸し焼きを作っている。まだまだ必要だろう。

「オムレツも作りましょうか？」

「そうね。お肉ばっかりもねえ」

「お、うまそうだな」

「きゅ」

　非番のレックスと子竜が顔を出した。ちょうどいいので味見役を頼むとする。

「ん、うまい。いいじゃないか」

「ありがとうございます」

「お兄様、他に食べたいものってある？」

「んー、デザートに何か食べられたらいいな」

「そっか、デザート！」

　すっかり忘れていた。メインディッシュに気をとられて。

　それはアメリアも同じだったらしく、「何がいいかしら」と考え込んでいる。

「旬の苺を使ったものにしませんか？」

「例えば？」

「苺タルトとか」

「あら、いいわねえ。そうしましょう」

　とんとん拍子に決まり、明日苺タルトを作ることに決定。早番のレックスは味見ができなくて少し残念そうだ。

「お酒はエールでいいかしら？」

「いいと思いますよ」

「あとはサラダね。野菜もとらなくちゃ」

「お酒のつまみに合いそうなものも必要ですよね」

　必要な物がどんどん決まっていく。こうした談義も楽しい。

「じゃあちょっとフィップと散歩に出かけてくるから」

　レックスは子竜とともに外に出かけて行った。見送りもそこそこに談義に戻る。

「やっぱりチーズが合うんじゃない？」

「そうですね。じゃ、燻製したチーズも追加で」

　楽しみになってきた。上手くいくだろうか。

　ちなみにこの日、作った料理は夕食に回された。何を作るかバレるようで嫌だが、食べ切れないのでみんなに食べてもらうしかない。

「おいしいですね。交流会の料理ですか？」

「はい。試作品です」

「明日にゃ苺タルトが食べられるぜ。アドルフ、お前非番だろ」

「ちょっとお兄様、バラさないでよ！」

　それは楽しみです、とアドルフはにこやかな表情を崩さない。

「僕は交流会に出られないので食べられて満足です」

　アドルフは優しい。本当においしく作れているといいのだけれど。

　早番から帰ってきたグランヴィルとブライアン、エリオットもいつもより豪勢な料理に目を瞬かせていた。

「もしかして、交流会の料理か？」

「あ、やっぱり分かっちゃいますか」

「いつもより豪勢だからね」

「うむ、どれもうまい。これならば一番隊の奴らも満足するだろう」

　ブライアンは照り焼きチキンが気に入ったのか、ばくばく食べている。グランヴィルはどうだろうと思って見ると、鶏の白米詰めを食べていた。エリオットは羊肉のローストにかぶりついている。

　おいしいと言ってもらえると嬉しい。

　翌日は苺タルト作りに取りかかった。

「じゃあ作りましょうか」

「はい」

　まずはタルト生地から。バターが柔らかくなるまで練って、砂糖を加えて白い感じになるまで練ったら、卵を加えて混ぜ、ふるった小麦粉を少しずつ加えながらさくさく混ぜる。

（ひとまとめにしてっと）

　冷暗所で三十分から四十分寝かせておかなければならない。

「その間にカスタード作りね」

「そうですね。えっと、卵黄に牛乳と砂糖、小麦粉……」

　カスタードの材料を泡だて器でよく混ぜる。それだけでは時間が余るので先に生クリームも泡立てておいた。

　時間が経ったら、生地を麺棒で伸ばしておく。型に乗せ、底にフォークで穴を空けたらオーブンで焼いて生地は完成だ。その上にカスタードを乗せ、生クリームや好きな形に切った苺で飾って出来上がり。

「おいしそうにできたわね。味見してもらいましょ」

「アドルフさんに頼みましょうか。非番ですし」

「ブライアンにも声をかけていいわよ。甘いもの好きだし」

　せっかくだからお茶会しましょうか、とアメリアは目を輝かせる。

　お茶会。いいかもしれない。

「紅茶の用意をしてるから、二人を呼んできて」

「分かりました」

　リリスは三階に上がった。二人は同階だ。

　先にアドルフの部屋の扉をノックする。すると、子竜を抱えたアドルフが出てきた。

「リリスさん、どうしました」

「交流会の試作品の味見をしてもらいたくて。苺タルトです」

「ああ、昨日話していたものですね。では有り難くいただきます」

　次にブライアンに声をかけた。遅番なので仮眠中だったが、苺タルトと聞いて目を輝かせていた。アメリアの言う通り、甘いもの好きらしい。

　三人は一階の食堂に下りた。すると、アメリアが紅茶を準備していてくれた。それぞれ席につく。

「さくさくしていておいしいな。やはり、出来立てが一番だ」

「そういえばそうよねえ。どうしようかしら」

「生地だけ先に寝かせておいて、みなさんがメインを召し上がっている間に焼けばいいんじゃないですか？」

「そうね、そうしましょうか」

　苺タルトはブライアンの言う通り、さくさくしておいしかった。生クリームの甘さと苺の甘酸っぱさがほどよく溶け合っている。

「ブライアンさんは出席するんですよね？」

「ああ。その日、非番でな」

「僕は出られないのが残念です」

　アドルフはエリオットと同じく遅番だ。代わりにこうして食べさせてあげることができてよかった。エリオットにも取り分けておこうか。出来立てではないが、冷やした苺タルトもきっとおいしいはずだ。

　紅茶のお代わりを頼んだブライアンにアメリアは紅茶を淹れながら声をかける。

「仕事の方はどうなの？　忙しい？」

「いや、至って平和だ」

「たまに迷子の子が来るくらいですよ」

「最近、猫探しもやったな。あれには参った」

「どうかしたんですか？」

　訊ねると、ブライアンは苦笑する。

「見分けがつかなかったのだ。飼い主殿には分かるのだろうが……」

　警吏騎士も色々と大変そうだ。

　ブライアンとアドルフは立ち上がった。

「ごちそうになった。もう少し仮眠を取ることにする」

「起こして悪かったわね。ゆっくり休んで」

「では僕達も失礼します」

「きゅ～」

　そうしてブライアン達は再び三階へと上がっていった。リリスとアメリアも後片付けに取りかかる。

「上手くいくといいですね、アメリアさん」

「そうね。絶対に成功させるわ」

　自信に満ち溢れた顔でアメリアは笑った。










　そして迎えた交流会の日。

「こんな感じでいいですかね、アメリアさん」

　テーブルに並んだ料理。照り焼きチキン、鶏の白米詰め、羊肉のロースト、魚の蒸し焼き、燻製したチーズ、シーザーサラダ。

「ええ、そうね。いいと思うわ」

「どきどきしますね。お口に合うといいんですけれど」

「味見もしたし、大丈夫よ。あら、来たわ」

　リリスとアメリアは急いで玄関に向かった。

「いらっしゃいませ」

「お邪魔させていただく」

　一番隊からも五人来ていた。その中にベイルもいるのかとはらはらしていると、レックスが表情だけで伝えてきた。ベイルもやってきたと。

「変わらないな、ここも」

　玄関で出迎えていると、そう呟いた青年がいた。淡い金髪の優しい顔立ちの青年だ。彼がベイルだろうか。

　ぞろぞろとやってくる一番隊のみなさんにアメリアは本領発揮である。にこやかな表情を崩さず、猫かぶりモードだ。

「狭いところで申し訳ありません。本日はごゆるりとお楽しみ下さい」

　リリスもアメリアにならって頭を下げる。

　グランヴィルが先頭に立って食堂に案内し、リリスとアメリアは後続した。

　――と。

「アメリアさーん、お久しぶりですぅ」

「え？」

　リリスは訝しんだ。女性の声だったからだ。警吏騎士は男性だけの職業。それなのに何故、女性の声が聞こえるのか。

　アメリアは瞳を怒りに燃えさせた。

「カリーナ……！　なんであんたまで」

　カリーナと呼ばれた女性は、アメリアより少し年下くらいか。緩く波打つ金茶の髪は腰まで長く、零れ落ちそうなくらい大きな目をしている。可愛らしい雰囲気の持ち主だ。

「ベイル様についてきたんですぅ。ほらぁ、心配じゃないですか」

「……あんたみたいな真似はしないわよ」

　泥棒猫、とアメリアは低い声で言う。どうやら彼女がベイルとの仲を引き裂いた伯爵令嬢であるらしい。元恋人のアメリアとの関係を心配してついてきたようだ。

　品がない、とリリスは思った。では自分にはあるのかと訊ねられると返答に窮するが。

「お邪魔させてもらいますね」

「ちょっと、許可した覚えはないわよ」

「えー、じゃあ寒空の下にいろって言うんですかぁ。ひっどーい」

　酷いのはお前だとリリスでも思う。

　カリーナはわざとらしく泣き真似してみせ、ついにはベイルを呼んだ。するとやってきたのは、やはりあの青年だった。

「ベイル様ぁ、アメリアさんが私を家には入れないって」

「アメリア、酷いじゃないか。過去のことはもう忘れよう。入れてやってくれ」

　アメリアの額に青筋が浮かぶ。だが、一番隊の隊長までやってきて参加させてくれと頭を下げるものだから、アメリアも渋々家に上げることしかできず。

「うわぁ、おいしそうな料理がたくさん！　すごいです、アメリアさん！」

「そうだね、おいしそうだ」

　ベイルの隣に腰を下ろしてはしゃぐカリーナ。天真爛漫といった感じの彼女に一番隊の人達は目元を和ませている。みな、騙されている。

「……行くわよ、リリス」

「は、はい」

　地を這うような低い声でアメリアに促され、リリスは厨房に下がる。アメリアの猫かぶりモードも一旦解除だ。

「何よ、あいつ……！」

「強烈なキャラでしたね……」

　あれが伯爵令嬢とは世も末だ。

「もう忘れて苺タルトを作りましょう、アメリアさん」

「……そうね。怒ってる時間が無駄だわ」

　準備に取りかかろうとした、その時。

「あ、いたいたアメリアさぁん」

　厨房にカリーナが入ってきた。さすがのリリスもそれには驚く。

（ええ!?　勝手に入ってくるの!?）

　伯爵令嬢うんぬんというより、人として無作法だろう。驚いたが、これ以上アメリアの機嫌を悪化させないようにフォローしなくては。

　リリスは努めて笑顔で声をかける。

「カリーナさん、お料理を召し上がって頂いていて大丈夫ですよ？」

　手伝いにきたという面子を相手に与えてやる。が、カリーナは。

「大丈夫ですぅ。私、庶民の料理が苦手でぇ」

　カリーナはあくまで笑顔だ。リリスもどうにか笑顔を保つ。

「じゃあ何をしにここに？」

「勝負しにきたんですぅ」

「勝負？」

　穏やかではない。とうとうアメリアが前に出た。

「勝負って何よ」

「デザートってこれからですよね？　だからどっちのデザート皿がおいしいか勝負するんです。どうですか？」

　可愛らしい笑顔だが、言っていることは挑発的だ。

　リリスが何か言うより、アメリアが先に答えてしまった。

「いいじゃない。望むところよ」

「ふふ、じゃあ決まりですね～」

　言うが早いか、カリーナは一旦厨房を出て行った。戻ってきたかと思うと、なんと。

「使用人……!?」

「あんたが作るんじゃないの!?」

「やだなー、私は伯爵令嬢ですよ？　自分で作ったりしませんよぅ」

　ここに自分で作る伯爵令嬢がいるんですが、それは。

　だが、名乗りでたりはしなかった。面倒臭い。

「お嬢様、デザートを十皿作ればよろしいのですね？」

「うん。おいしいの作ってね」

「はっ」

　無茶ぶりされた使用人が哀れだ。こんな要求にも応えなければならないなんて。

　こちらは下準備しているからいいが、今から一から作るとなると大変だろう。

　だが、勝負は勝負。こちらは予定通り作るだけだ。

「リリス、生地を持ってきて」

「分かりました」

　冷暗所に置いておいた生地を取りに行く。食堂では男十人で盛り上がっていた。

（でもなんで今もアメリアさんを敵視しているんだろう……？）

　不思議だ。もう恋敵でもなんでもないのに。

　怪訝に思いつつも、生地を二つ持って厨房に戻った。――と思ったら。

「っ！」

　足を引っかけられ、リリスは派手に転倒した。生地二つもおじゃんだ。

「いたたた……」

「大丈夫ですかぁ？」

　ちっとも心配してなさそうに言うのはカリーナだ。そう、彼女が足をかけたのだ。

「下準備してるなんて卑怯だと思いません？」

「な…っ……」

　卑怯も何もそちらから勝負を挑んできたというのに。

「リリス、大丈夫!?」

「大丈夫です。ただ、生地が……」

　せっかく前もって作っておいた生地。その努力が水の泡だ。

「ごめんなさい、アメリアさん」

「いいのよ。別の物を作りましょう」

「別の物っていっても……」

　今から間に合うおいしい物。なんだろう。

　そうだ、とリリスはアメリアを見た。

「ロールケーキを作りましょう」

「ロールケーキ？」

「ここにある材料で作れます」

　信用してくれているのだろう。アメリアは頷いた。

　まず、オーブンを予熱しておく。それから卵を卵黄と卵白に分けて。

「卵黄のボウルに砂糖の半分を入れて、白っぽくなるまで掻き混ぜて下さい」

　その間にリリスは卵白と砂糖でメレンゲを作る。しっかり角の立つメレンゲを作るのがコツだ。

　次に卵黄のボウルにメレンゲを三分の一加え、泡だて器で混ぜる。残りのメレンゲも同様に混ぜ合わせて、天板に流し、表面を平らにして底をトントン叩いて空気を抜く。

　オーブンで焼いている間に生クリームを泡立てておき、苺はヘタを切る。

「焼けたわよ、リリス」

「冷ましてから作業に取りかかりましょう」

　冷めたら、裏返して置いて紙を静かに剥がして、また紙をあったように置いて紙ごとひっくり返しておく。

　生クリームを手前は厚く、向こう側は薄く塗り、苺を置いて慎重に巻いたら出来上がりだ。

「よし、出来た」

「うん、いいわね」

「本当ならもっと冷暗所で冷やした方がいいんですけど、この際仕方ないですね」

　敵方もそろそろ出来上がる頃のようだった。何を作ったんだろう。いや、やれるだけのことはやった。気にしても仕方ない。

　デザートの時間になったのでロールケーキを切り分け、運んでいく。

「お、デザートか。って、あれ？」

　レックスが怪訝な顔をする。それはそうだろう。苺タルトが出てくるはずだったのだから。

　敵方もデザートを出してきた。すると、苺のムースだった。

「みなさーん、実は余興でどっちのデザート皿がおいしいのか判定してもらうことにしましたぁ」

「へえ、面白いな」

　とは、一番隊の隊長さん。こっちはちっとも面白くありません。

「そんな段取りだったか？」

「えっと、そういうことになっちゃいまして……」

　グランヴィルは眉根を寄せている。勝手な真似をして申し訳ない。

「いいではないか。こういう趣向も面白い」

「そうだな。盛り上がる」

　こっちの気も知らないでブライアンと三番隊の人達も楽しんでいる。なんだか悔しい。

「おお、どっちもうまいな」

「これは迷う」

「私はこっちの苺のムースの方にしようかな」

「では、私はロールケーキだ」

　賑やかしい。どきどきする。

　そして判定結果。ロールケーキが七、苺ムースが三。

「リリス……！」

「アメリアさん……！」

　感極まってリリスとアメリアは抱き合った。やった。勝った。

「……調子乗ってんじゃないわよ」

　カリーナがぼそりと耳元で言う。落差の激しさに恐怖さえ覚える。

「あんた、クビね」

「そ、そんな」

　使用人が狼狽えている。哀れだ。でももっといい就職先があると思う。頑張れ。

「いやあ、素晴らしかったよ。是非ともまた食べたい」

　何も知らない一番隊の隊長がリリスとアメリアに頭を下げる。リリスとアメリアも頭を下げ返した。

「では、今日はこの辺りで」

「そうだな。切り上げよう」

　隊長同士、握手を交わし交流会はお開きになった。










「生地をダメにされたあ!?」

「そうなのよ。酷いと思わない？」

　交流会の後。

　レックス達に事情を説明すると、みな微妙な顔をしていた。

「そんなことがあったのか。大変だったろう」

「いえ……」

「女はみんな敵だとでもいうようだな」

　ブライアンの呟きにリリスははっとする。なるほど。女はみんな敵。

　そうかもしれない。だからリリスにも喧嘩をふっかけてきた。

「急ごしらえのロールケーキでごめんなさい」

「いや。よくやってくれた」

「そうそう。うまかったぜ、ロールケーキも」

「そうだな。相手の苺ムースも悪くなかったが」

　どうせ使用人が作ったのだろう？　とブライアンは知ったか顔だ。その通りである。

「二人とも疲れただろう。今日はゆっくり休め」

「はい。後片付けが終わったら休みます」

「ええ。休ませてもらいますわ」

　そうして後片付けを済ませ、リリスは入浴を済ませてから寝台に入った。疲れていたのか、睡魔はあっという間にやってきた……。

















８












　交流会の翌日のことだ。

　カリーナがベイルを率いて騎士寮にやってきた。

「どうしました？」

「いやあ、カリーナが昨日ここでネックレスを無くしたというのでね。探しにきたんだ」

　リリスはなんだか嫌な予感に襲われた。

「そうなんですか。じゃあ一緒に探しましょう」

「取ったのよ！」

「え？」

「アメリアさんが私のネックレスを取ったんじゃありませんこと？」

　カリーナは可愛らしい笑顔でそんなことを言う。嫌な予感が当たってしまった。

　アメリアは不機嫌顔だ。

「何を根拠にそんなこと……」

「だってアメリアさんは庶民じゃないですか。高価なネックレスに目がくらんでも仕方ありませんわ」

「そうなのかい、アメリア」

「ち、違いますわ！」

　そんなことするわけないでしょう、とアメリアは怒り爆発寸前である。それにしても、ベイルという男はカリーナの言葉を鵜呑みにし過ぎるところがあるようだ。

「みなさん、一旦落ち着いて。まずは食堂から探しましょう」

　といっても、今日掃除した時にはネックレスなど見つからなかった。厨房もそうだ。

　これはやはり――。

「騒がしいけど、何？　……あ」

　三階からエリオットが下りてきた。続いてグランヴィルも。

「どうした」

「あの、カリーナさんが昨日ここでネックレスを無くされたと申していて」

「掃除をしていた時には見つからなかったのか？」

「見つかりませんでした」

　カリーナとベイルを見てエリオットは苛立っている。

「狂言じゃないの、その女の」

　やはりそう思うか。リリスも実はそう思っていた。アメリアに嫌がらせするための。

「ひっどーい、どうしてそういうこと言うのエリオット君は」

「そうだよ、エリオット。カリーナがそんなことするわけないじゃないか」

「アメリアさんが盗んだのよ。返して」

「だから違うって言ってるでしょ!?」

「あんたさあ、いい加減にしろよ。まだやり足りないわけ？」

　ベイルに嘘まで吹き込んで仲を引き裂いた挙げ句、昨日のように喧嘩を吹っかけてくる。確かに異常だ。

「本当よ、本当なんだから」

「僭越ながら」

　グランヴィルが口を開く。

「昨日、お見かけした時にネックレスをしていなかったように記憶しているが、勘違いか？」

「ポ、ポケットに入れておいたのよ。盗まれたら大変だから」

「ならば、なおさらうちの者が盗むのは無理なのでは？」

「～～っ、帰る！」

　カリーナは顔を真っ赤にして食堂を出て行った。ベイルは訳が分からないといった顔をしてその後についていく。

　どうやら本当に狂言だったようだ。

「ありがとうございます、グランヴィル様」

「いや」

「よく覚えてましたね、隊長」

「あれはカマをかけただけだ」

　どういう人物かレックスから聞いていたからな、とさらりと言うグランヴィル。伊達に警吏騎士の隊長職を務めていない。

「本当に何なんでしょうか、あの人」

「アメリアに嫉妬してるんだよ。アメリアの方が美人だから」

「ああ、そういう……」

　なんだか納得してしまった。二人の容姿の系統は別だが、どちらが美人かと言われたら断然アメリアだ。女の嫉妬は怖い。

「どうした、みんな集まって」

　レックスが子竜を連れて散歩から帰ってきた。肝心な時にいないんだから。

「カリーナさんが来たのよ。ネックレスを盗まれたってもう大騒ぎだったんだから」

「狂言だったんですけどね」

「へえ、そりゃ大変だったな。困ったもんだよなあ、あの令嬢には」

　レックスは苦笑いだ。子竜は「きゅ？」と小首を傾げている。可愛い。

「ベイルの野郎もまだ目を覚まさないし。バカだよ、バカ」

　それはそうかもしれない、とリリスもひっそり思った。

　その後は各自解散し、リリスはグランヴィルとダンスの練習をすることになった。

「左、右、左。そう、いい調子だ」

　ダンスにも少し慣れてきた。レックスは例によってエリオットの部屋にいるので二人っきり……いや、子竜もいる。

「きゃっ」

「大丈夫か？」

　体勢を崩してしまった。支えてくれるグランヴィルの顔が近い。耳まで真っ赤になってしまう。

「大丈夫です。すみません」

「いや。少し休もう」

　互いに寝台に腰かける。

　無言だが、穏やかなこの時間が好きだ。ずっと一緒にいたくなる。

（だからダメだって言ってるのに……）

　グランヴィルとは釣り合わない。こんな想い、早く無くさなければいけないのに。

「リリスは縁談とかきたりしているのか？」

「いえ。この通り貧乏令嬢ですし。グランヴィルさんは？」

「私は……多いな。断ってはいるのだが、相手方の面子の問題もある」

　やはり縁談が多いのか。当然だろう。あのクレイトン伯爵令息だ。自分とは違う。

「……では、再開するとするか」

「はい」

　グランヴィルはいい人だ。どうか、いい令嬢と巡り合えますように。










　グランヴィルは遅番だ。よって、今日の夜はレックスとリリスが子竜を預かることになった。

　入浴は済ませたというので、やることといったら歯みがきである。

「こら、フィップ。口を開けなさい」

「きゅうきゅう～！」

　嫌がる子竜をレックスが膝の上でしっかりと押さえ、リリスが歯ブラシを口の中にそっと入れる。子供といっても前歯には鋭い牙が生えており、本気で噛まれたらきっと痛い。

「きゅう～」

「あともう少しよ。頑張ろうね」

　入浴に引き続いて、子竜は歯みがきも苦手らしかった。なんだか人間の子供と一緒で世話をするのが楽しい。

「はい、終わり。いい子ね、フィップ」

「きゅっ！」

　褒めると嬉しそうにするのも、人間の子供そっくりだ。リリスもレックスも自然と笑顔になった。

「よし、じゃあ寝るか」

「うん。お兄様は明日、早番よね」

「ああ。ちなみにグランヴィルは遅番だ」

「き、聞いてないから……」

　遅番。ということは、ダンスの練習は夕方になるのだろうか。明日は夜勤明けだから、昼間は睡眠を取らねばなるまい。

　リリスは子竜とともに二段寝台の上段に寝そべりながら、明日への期待に胸を膨らませた。それが通じたわけじゃないだろうが、レックスはぽつりと言う。

「お似合いだと思うぞ」

「……おやすみなさい」

　無視することにして、リリスは早々に眠りについた。ダンスの疲れからか、深い眠りにつけたように思う。

　翌朝、目を覚ますと。

（なんか体が怠い……）

　それでもどうにか起き上がり、着替えて自室を出る。

　先に厨房にいたアメリアは仰天していた。

「ちょっと！　顔、真っ赤じゃない！　熱でもあるんじゃないの？」

　アメリアの手がリリスの額に当たる。ひんやりとしていて気持ちいい。

「やっぱり！　すごい熱よ。今日はいいから寝てなさい」

「でも……」

「寝・て・な・さ・い。いいわね？」

「……はい」

　渋々ながら部屋へ引き返す。頭がぐらぐらする。風邪を引いてしまったようだ。

「大丈夫か、リリス」

「うん。大丈夫だよ、お兄様」

　朝、起きたレックスは寝込んでいるリリスを見て驚いていた。無理もない。健康優良児のリリスが風邪を引いたのだから。

（疲れがたまってたのかも……）

　騎士寮に来てから色々あった。その疲れがどっと押し寄せたのかもしれない。

　レックスが仕事に行った後、ドアをノックする音が聞こえた。「はい」と声を上げると、扉が開く。

　顔を出したのはグランヴィルだった。その手には朝食が乗った盆がある。

「朝食は食べられそうか？」

「あ、はい」

　起き上がり、盆を受け取る。すると、いつもの野菜のスープだった。

「ありがとうございます」

「いや。調子はどうだ」

「体が怠くて……」

「そうか。あまり無理はするな」

「はい」

　それからも見舞い客は続々ときた。アドルフが氷枕を持ってきてくれたり、ブライアンが水を持ってきてくれたり、エリオットが顔を出したりと。

（みんな親切だなぁ）

　心遣いが嬉しい。風邪で弱っている時なのでなおさらだ。

「リリス？　入るわよ」

「はい」

　アメリアがやってきた。その後ろにはなんと医者までいた。わざわざ手配してくれたのか。申し訳ない。

「まあ、風邪でしょうな。体を温めて頭は冷やして安静にしていたら元気になります」

　では、と言って去っていく医者にアメリアは「ありがとうございます」と頭を下げた。

「風邪ですって。よかったわね、重い病気じゃなくて」

「はい。わざわざすみません、お医者様を呼んでもらって」

「だって熱が高すぎたんだもの。心配になって」

　そこでアメリアは空になった朝食に気付く。

「あら、食欲はあるみたいね。よかったわ」

「おいしかったので」

　アメリアは優しく笑った。

「早く元気になりなさいよね。みんな心配してるわよ」

「はい」

「まあ、今日は一日ゆっくり休んでなさい。家事は私一人でどうにかなるから」

「すみません。ありがとうございます」

　盆を下げ、アメリアは去っていった。

　昼頃だろうか。昼食を持ってまたグランヴィルがやってきた。

「グランヴィルさん、ありがとうございます」

「いや。ただの風邪だったみたいでよかった」

　アメリアから聞いたらしい。

「今日はダンスの練習は中止だな。ゆっくり休むといい」

「はい」

　グランヴィルの大きな手が、リリスの額に触れる。どきりとした。

「まだまだ熱いな。氷枕を取り換えようか」

　すっかりぬるくなった氷枕を持って、グランヴィルは一旦部屋を出る。

（優しいなあ、グランヴィルさんは）

　胸がどきどきする。これは熱のせいではない。

　決めたはずだ。恋はしないと。けれど、想いを抑えられそうにない。

（ダメだなあ、私……）

　どうせ叶わぬ恋なのに。

　新しい氷枕を持ってグランヴィルが戻ってきた。

「換えの氷枕だ」

「ありがとうございます。すみません、わざわざ」

「構わない。遠慮なく甘えてくれ」

　柔らかく笑むグランヴィルにリリスは言ってしまった。

「じゃ、じゃあもう少しだけ傍にいて下さい」

　グランヴィルはきょとんとした後。

「いくらでも傍にいてやる」

　ふっと優しく笑った。

　昼食を食べている間、グランヴィルは傍にいてくれた。何を話すわけでもない。ただ、傍にいてほしい。……風邪で相当弱っているようだ。

「少し寝るのでもう大丈夫ですよ」

「いや、いい。心配だ。私が傍にいたい」

「でもグランヴィルさんも仮眠を取らないと……」

「私のことなら平気だ」

　そう言われてしまうと断る理由が思いつかない。

　結局、うとうとしてグランヴィルの前で寝ることになってしまった。

（はっ！）

　目を覚ますと夕方だった。その間もグランヴィルは傍にいてくれたらしい。

「目を覚ましたか？」

「はい……」

　とんでもない爆睡だ。恥ずかしい。

　だが、グランヴィルは気にした様子はなく。

「少しは熱が下がったか？」

　ひんやりとした手がリリスの額にまた触れる。気持ちいい。

「まだ熱いな。体も怠いか？」

「そうですね。でも朝よりはよくなりました」

　鉛のようだった体は岩くらいにはなった。

「もう少し寝ているといい。夕食の時間にはまだ早い」

　氷枕を換えてくると言って、またグランヴィルは部屋を出て行った。まめまめしい。

（本当に貴族なのか不思議に思えてくる。やっぱり元は平民出身だからかな）

　言葉少なだが優しい人だ。心遣いがじんわり染み入る。

「リリス、換えの氷枕を持ってきた」

「すみません、ありがとうございます」

「水はいるか？」

「あ、いただきます」

　至れり尽くせりである。なんだか得をした気分だ。

　夕食の時間にはグランヴィルは戻っていった。一人になると寂しい。

（早くお兄様、帰ってこないかしら）

　レックスは早番だ。夕食を食べて入浴を済ませて、自室に来るのは九時過ぎだろうか。

　夕食もグランヴィルが持ってきてくれて、仕事に行ってくると言って部屋を出て行った。仮眠を取らなくて本当に大丈夫だろうか。

　それからしばらくしてレックスが戻ってきた。

「ただいま。調子はどうだ？」

「まだ体が怠い……」

「長引かなきゃいいけどな。安静にしてろよ」

「うん……」

　その日はそのまま寝た。翌朝起きてみると。

（治ってる！）

　体はすこぶる調子がいい。これなら仕事ができそうだ。

「おはようございます、アメリアさん！」

「あら、おはようリリス。もう体の具合はいいの？」

「はい。すっかり」

　今日は何を作ろう。野菜炒めでも作ろうか。

「病み上がりで無理するんじゃないわよ」

「大丈夫ですよ」

　キャベツを手でちぎり、人参は短冊切り、玉ねぎはくし切りにして玉ねぎから炒めていく。味付けは塩コショウだ。手軽すぎる料理だが、今日は勘弁してもらいたい。

　有り難いことに料理にケチをつける下宿人はいない。みな、おいしいと言ってくれる。

「リリスさん、お加減はもう大丈夫なんですか？」

「はい。心配おかけしました」

「無理するなよ。拗らせたら大変だ」

「うん。ありがとう、お兄様」

　今日の早番はレックスとアドルフ。残りの三人は遅番だ。

　あっという間に早番組の出勤時刻になった。

「じゃあ行ってくるな」

「行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　二人を見送り、遅番組の帰りまで洗濯物を済ます。アメリアも一緒だ。

「でもよかったわよね。一日で治って」

「はい。昨日はすみませんでした」

「いいのよ。お互い様だもの。私だって熱で倒れたことあったし」

「そういえば、そんなこともありましたね」

　アメリアと和解した時のことだ。あの時は驚いた。一日で治ったからよかったものの、リリスも医者を呼ぶべきだったかもしれない。

（アメリアさんと仲良くなれてよかったな）

　あの険悪な状態なままだったら、神経が擦り切れていた。絶対。

　洗濯物が終わった頃、遅番組が帰ってきた。

「お帰りなさい」

「きゅ～」

「リリス。もう体は大丈夫なのか？」

「はい。おかげさまで」

「よかったね、一日で治って」

「うむ。風邪は拗らせると厄介だからな」

　三人に朝食を振る舞った後は掃除だ。アメリアと手分けして掃除していた時のことだった。

「ん？」

　家のインターホンが鳴った。出て行くと、青い目をした美しい女性がそこに立っていた。

「グランヴィルはいらっしゃる？」

「あ、えっとはい。どちら様ですか？」

「わたくし、姉のキャシーと申します」

「お、お姉様ですか!?」

　すぐに呼んで参ります、とリリスは急いで食堂に向かった。まだ朝食中のグランヴィルに声をかける。

「グランヴィルさん！　お姉様がいらっしゃってます！」

「義姉上が？」

　グランヴィルは眉根を寄せつつ、席を立った。玄関へと向かっていく。

「義姉上、どうしました。王都にまで来て」

「あなたに話があって来たのよ。中に入れてもらえない？」

「みな、食事中です。ここではダメですか？」

「分かったわ。じゃあまた後で来るから」

　そう言ってキャシーは一旦帰っていった。敬語のグランヴィルはなんだか新鮮だ。

「お姉様、また後でいらっしゃるんですか？」

「ああ。すまないが、茶菓子を用意していてもらえないだろうか」

「分かりました」

　アメリアと相談して決めよう。相手は伯爵令嬢だ。粗末な物は出せない。

　グランヴィルもまた、一旦食堂に戻っていった。

　リリスはすぐに三階を掃除していたアメリアの元に行く。

「グランヴィル様のお姉様が？」

「そうなんですよ。それで茶菓子の用意をって」

　何を作りましょう、とアメリアに振ると彼女は考え込み、

「リリスは何がいいと思う？」

　と、逆に訊き返してきた。

「伯爵令嬢なんでしょう？　あんただったら、何がいい？」

「私だったら何でも嬉しいですけど」

「……そうよね」

　納得した様子のアメリア。何か変なことを言っただろうか。

「あ、じゃあ苺のブーケラングドシャなんてどうです？」

　まるで花束のような見た目で可愛らしい、春にぴったりの苺のお菓子だ。

　それにはアメリアも「いいわね」と賛同してくれた。

「掃除、途中だけど先に作っておきましょうか」

「はい」

　二人で厨房に向かった。すると、食堂には遅番組が朝食を食べ終わっており、食器が残っていた。後で洗うことにして、早速お菓子作りに取りかかる。

　まずはオーブンを温めておいて。バターとグラニュー糖を白っぽくなるまで混ぜ合わせ、卵白を加える。薄力粉を振るい入れ、さっくりと混ぜ合わせたら天板に円になるように薄く伸ばしていき、いくつか塗ったら熱したオーブンで焼く。

（いい焼き色）

　熱くて柔らかいうちに円錐状になるように丸め、粗熱を取る。

「リリス、生クリームはできたわよ」

「ありがとうございます」

　焼いた生地に生クリームを絞り入れ、苺を飾ったら完成だ。

「できた！」

「おいしそうにできたわね。味見、味見」

「あ、ずるいアメリアさん。私も」

　ぱりっとした生地と苺の甘酸っぱさが合う。我ながら上出来だ。

「紅茶にも合いそうね。これなら文句つけられることもないでしょう」

「グランヴィルさんのお姉様ですよ、大丈夫ですって」

「お姉様って言ったって義理でしょ？　分からないわよ」

　カリーナみたいだったらどうする？　とアメリアは半笑いだ。それにはリリスも笑うしかなかった。多分、違うと思うけれど。

（でも、グランヴィルさんに何の用だろう……？）

　十時を回った頃、キャシーは再びやってきた。アメリアが前に一歩出る。

「いらっしゃいませ。お話は伺っております。中へどうぞ」

「悪いわね。お邪魔させていただくわ」

　アメリアの後をついて、リリスも食堂に向かう。グランヴィルはすでに食堂にいる。

「久しぶりね、グランヴィル。ますますいい男になって」

「ご無沙汰しております。さっ、そちらの席へどうぞ」

　両者は向かい合うように座る。リリスとアメリアは紅茶を淹れ、用意していたお菓子とともに二人に差し出した。

「ありがとう。あら、ブーケラングドシャね。可愛らしい」

　キャシーの顔が綻ぶ。よかった。気に入ってもらえたらしい。

　――が。

「あなた達、下がっていていいわよ」

「義姉上！　彼女達は使用人ではありません！」

「あ……そうだったわね。ごめんなさい。家にいる時の癖で」

　カリーナのような意地悪さは感じられなかった。本当に家にいる時の癖なんだろう。なんていっても、あのクレイトン伯爵令嬢だ。

　アメリアもそれが分かったのだろう。猫かぶりモードのままだ。

「いえ～、では私達は奥に控えてますので。何か御用があったらお呼びください」

　リリスとアメリアはアメリアの部屋に下がった。ふぅとアメリアが猫かぶりモードを解く。

「あれが本物の伯爵令嬢なのね。威厳と気品が違うわ」

　ここにも一応、伯爵令嬢がいるが、言わないでおいた。

「でも何の用で来たのかしらね。はっ、まさかお見合い？」

「え!?」

　お見合い。どうしよう。有り得る。

（って、どうしようって私……決めたじゃない。恋なんてしないって）

　動揺してどうする。ここはいい縁談があったと喜ぶ時ではないのか。

　頭ではそう思っていても、感情は割り切れない。本当にどうしよう。

　しばらくしてキャシーは帰っていった。「茶菓子、おいしかったわ」と言い置いて。

「二人とも急な要望ですまなかった。ありがとう」

「いえ。お姉様はどこかに滞在なさるのですか」

「タウンハウスにしばらく滞在するらしい。また来るかもしれない。その時は頼む」

「分かりました」

　何の話をしていたのかはこの時、訊けなかった。

　だが、ダンスの練習中に思いがけず訊くことになる。

「実はな、警吏騎士をやめて実家に戻れと言われた」

「ええ!?」

　グランヴィル曰く、クレイトン伯爵令息がわざわざ平民と働かずとも食べていける、それより早く誰かいい人を見つけろと圧力をかけてきたらしい。

「そ、それでなんて……？」

「私には警吏騎士としての誇りがある。嫁の件は保留にさせてほしいと返した」

「そうですか。よかった」

「？」

「警吏騎士であるグランヴィルさんを尊敬していますから」

　言ってから、リリスは頬が熱くなるのを感じた。言ってしまった。

（私ったら……！）

　グランヴィルは目を瞬かせた後、優しく微笑んで。

「ありがとう」

　きゅんと胸がざわめく。

　――と。

「きゅ～」

　子竜が二人の間にちょこんと座った。微笑ましい姿に頬が緩む。

「ゆくゆくは実家に戻らねばならない。だが、私はまだここにいたい」

「グランヴィルさん……」

　キャシーを納得させるいい方法はないだろうか。










　翌日もキャシーはやって来た。

「グランヴィルはいる？」

「すみません、今日は仕事で」

「あらそう。じゃあまた日を改めて来るわね」

「キャシーさん！」

　リリスが呼び止めると、キャシーは不思議そうに足を止めた。

「あら、何？」

「グランヴィルさんのことなんですけど」

　どうにかグランヴィルの想いを叶えたい。その一心でリリスは言った。

「まだグランヴィルさんは警吏騎士を続けたいんです。だから……」

「よそ様の事情に首を突っ込んでくるなんて差し出がましいのでなくて？」

「すみません、それは分かっています。でもグランヴィルさんの言葉を聞いてほしいんです」

　家督を継ぐ以上、いつかは領主になる日が来る。だが、まだ警吏騎士でいたいというグランヴィルの想いが報われてほしい。

　どうすれば、それが伝わるのか。

「キャシーさん、駐在所に行きましょう！」

「は？」

　キャシーは目を丸くする。

「駐在所って……今は仕事中でしょう？」

「だからです！　グランヴィルさんの仕事ぶりを見て下さい！」

　さあ、行きましょうとキャシーの手を取る。少し出かけてきますとアメリアには叫び、駐在所への道を歩き始めた。

　グランヴィルは駐在所にいた。ちょうどお年寄りに道案内をしているところだった。

「リリス、どうした。何かあったのか？」

　早番のレックスが気遣わしげに言う。

「ちょっと見学させて」

「はあ？」

　何を言っているんだと言わんばかりである。突然だ。そうなるだろう。

「そちらのご婦人は？」

「グランヴィルさんのお姉様」

「お姉さん!?」

　レックスは即座に挨拶した。

「グランヴィル隊長の部下のレックスです。ご機嫌麗しゅう」

「姉のキャシーです」

　憮然とした顔でキャシーは返す。

　中にいたエリオットとアドルフも同じように挨拶を交わした。

「リリス！　義姉上！」

　道案内を終えたグランヴィルが目を白黒させてやってきた。

「どうしてここに……」

「この子に連れて来られたのよ。あんたの仕事ぶりを見なさいって」

　いい迷惑だわと言わんばかりである。でも仕事ぶりを見れば、考えが変わってくれると思ったのだ。警吏騎士のグランヴィルの姿を見れば。

「ま、でもこの機会に見ておくのも悪くないわね。仕事ができるかどうか」

　キャシーの目が鋭くなる。見極めようとしている目だ。

　グランヴィルは怯むことなく流す。

「いいですよ。どうぞお好きなように」

　ちょうど見回りに行くところだったということで、リリスとキャシーもついて歩くことになった。そう簡単に事件はないだろうなあと思っていたところに、

「義姉上、財布をスラれましたよ」

「え!?」

　壮年の男を連れてグランヴィルは言った。その腕には手錠がはめられている。

　キャシーはぽかんとした顔で「私の財布だわ……」と小さく呟く。

「それ、私もやられました。王都に来たばかりの頃に」

「あらやだ、本当？」

「それを今のようにグランヴィルさんに助けてもらったんです」

「………」

　次に遭遇したのは迷子の子供だった。グランヴィルは腰を屈め、目線を下げて泣いている子に話しかけている。

「名前は言えるか？」

「ク、クレア」

「よし。よく言えたな。偉い」

　女児の頭を優しく撫で回し、手を引いて駐在所へ。

　ほどなくして母親が息を切らしてやって来た。よかったな、と声をかけ優しく笑っている。

「前にもこうして迷子の子を連れて来てました」

「……そう」

　再び見回りに出たが、すぐに迷子の子供を発見して駐在所に戻ってくることになる。そのたびに大丈夫だと力強く励ましていた。

「あの子は頑張っているのね」

「はい。とても」

　誇ってもいいと思う。そんな義弟を持てたことを。

　あっという間に就業時間を過ぎ、辺りはすっかり暗くなっていた。

「義姉上、送りますよ」

「そうね。お願い」

　リリスもレックス達とともに騎士寮に戻る。するとアメリアは心配していた。

「もう、どこに行ったのかと思ったわ」

「すみません、ちょっと駐在所で見学を」

「はあ？」

　何を言っているんだとアメリアは怪訝な顔をしている。苦笑いで返して、夕食にありつく。今日は肉団子のスープだ。

「そういえば、グランヴィル様は？」

「お姉様をお送りして少し遅くなります」

「お姉様？」

　アメリアはさっぱり分からないといった様子だ。

　やや遅れてグランヴィルは帰って来た。

「どうでした、お姉様」

「クレイトン地方に帰ると言っていた」

「え、じゃあ……」

「警吏騎士を続けることを認めてくれたということだ」

「よかったですね！」

「リリスのおかげだ。ありがとう」

「いえ、グランヴィルさんの熱心さが伝わったんですよ」

　レックス達は顔を見合わせている。知らない話でついていけないといったところだ。

「お姉さんと何かあったのか？」

「ああ、実はな――」

　グランヴィルは事情を話した。今日はブライアンが非番で夕食を待っていてくれたので全員揃っている。珍しいことに。

「まあ、そんなことが……」

「けど、認めてもらったんだろ？　よかったじゃないか」

「うむ。結果よければすべてよしだ」

「ああ。これからもよろしく頼む」

「こちらこそよろしくお願いします、グランヴィル隊長」

　アドルフが引き結び、七人で夕食の席につく。本当に全員揃う食事は珍しい。

「こうしてみんなで食べるのっておいしいですね」

　リリスがはにかめば。

「そうだな」

　グランヴィルも微笑む。

　こうした時間がもう少し続くことにリリスは安堵していた。
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　翌日のことだ。

「すまないが、リリス。氷枕を頼めるか」

「グランヴィルさん、どうしました!?」

　朝食を作っていたら、顔を真っ赤にしたグランヴィルがふらふらとやって来た。

「熱が出た。風邪を引いたらしい」

「え、もしかして私の風邪が……」

　移ったのかもしれない。いや、絶対そうだ。

「すぐ持っていきます。グランヴィルは部屋で寝ていて下さい」

「すまない」

　ふらついた足取りで戻っていくグランヴィル。心配だ。

（氷枕の準備をしなきゃ！）

　急いで用意し、グランヴィルの部屋を訪れる。そういえば、ダンスの練習はリリスの自室でやるのでグランヴィルの部屋を訪れるのは初めてだ。

　グランヴィルの部屋は綺麗に整理整頓されていた。兄の部屋とは大違いだ。

「大丈夫ですか？」

「ああ。心配ない」

「後で朝食をお持ちしますから」

　グランヴィルは今日は遅番だ。それまでに治るのは無理だろう。

　リリスは一階に戻り、朝食の準備を再開した。

「グランヴィルが熱を出した？」

「私の風邪が移っちゃったんだと思う……」

　優しさに甘えてずっと傍にいてもらったからだ。移りもするだろう。

　今朝は四人が揃っている。みな、心配そうだ。

「フィップ、僕が預かっていましょうか。非番ですし」

「そうしてもらえると助かります」

　アドルフの有り難い申し入れを受け入れることにして、リリスも朝食にありついた。今日は野菜スープだ。マイルドな味わいがおいしい。

　朝食を片付けた後、スープの残りをグランヴィルの元へ持っていく。すると、子竜はすでにアドルフが引き取った後だった。

「朝食をお持ちしました。食べられます？」

「ああ、大丈夫だ」

　スプーンを渡し、朝食を食べる姿をぼんやり眺める。

「おいしい」

「ありがとうございます。お水をどうぞ」

　ごくりと水も飲み干し、朝食は完食だ。食欲があるなら大丈夫だろうか。

「今日はお仕事お休みした方がいいんじゃないですか？」

「いや、平気だ。しばらく寝ていれば夜には治る」

「あまり無理をなさらない方が……」

「大丈夫だ。心配症だな」

　グランヴィルは苦笑する。といっても心配なものは心配だ。

「家事に戻りますけど、何かあったら呼んでくださいね」

「ああ、ありがとう」

　そうしてリリスは家事に戻った。まずは洗濯物から。

　アメリアも気遣わしげだ。

「グランヴィル様の様子、どうだった？」

「食欲はあるみたいなので休んでいれば大丈夫だと思います」

「そう……一応、お医者様を呼んでおこうかしら」

「そうですね、それがいいと思います」

　もし、風邪ではなく重篤な病だったら大変だ。

　アメリアは医者を呼びに行った。その間にリリスは洗濯物を片付け、掃除に手をかける。

　グランヴィルは大丈夫だろうか。そのことばかりで頭がいっぱいで、いまいち家事に力が入らない。

　やがてアメリアが呼びに行った医者が到着した。グランヴィルの元へと案内する。

　グランヴィルは苦笑していた。

「大袈裟だな……」

　診察してもらうと、医者はリリスに言ったことと似たようなことを言った。

「まあ、風邪でしょうなあ。しっかりご飯を食べて安静にしてりゃ治ると思いますよ」

「何度もありがとうございます、先生」

　頭を下げるアメリアにならってリリスも頭を下げる。

「ですって、グランヴィルさん」

「だから言っただろう。医者なんて大袈裟だと」

「念のためですわ。今日はゆっくり安静にしていて下さいね」

　アメリアに念押しされ、グランヴィルはこくりと頷く。

「分かった、分かった。二人は仕事に戻ってくれ」

「「はい」」

　まあ何にせよ、風邪でよかった。

　二人は掃除に戻る。これで家事に身が入るというものだ。

「よかったわね、リリス」

「はい」

　風邪を移したのは申し訳ないが、過ぎたことを気にしても仕方ない。こまめに様子を見に行かねば。グランヴィルがそうしてくれたように。

　昼食の時間になったのでスープを作ってグランヴィルの元に向かった。

「グランヴィルさん、昼食です。氷枕、交換しましょうか」

「ああ、すまないが頼む」

「任せて下さい」

　一階で氷枕を交換し、再び二階に上がる。すると、昼食をもう完食していた。

「おいしいからな。飲み干してしまった。これもリリスが？」

「はい、私が作りました」

　おいしかったのならよかったです、とリリスははにかむ。そう言ってもらえるとやはり嬉しい。

「他に何か食べたいものとかあればおっしゃって下さい。甘えていいんですよ」

「しかし……」

「病人なんですから」

「なら、傍にいてくれないか」

「え？」

「どうにも心細くてな。傍にいてほしい」

　真摯な目で見つめられ、どきりとした。いやいや心細いだけだからと言い聞かせても、胸の高鳴りは止んではくれない。

「い、いいですよ。そのくらい」

「本当か？」

　子供のように無邪気に笑うグランヴィル。またまた胸がぎゅうと締め付けられる。

（不意打ちだわ……！）

　そんな顔をされてはどきどきしても仕方ないではないか。

　そんなこんなでしばらくグランヴィルの傍にいることになった。

「グランヴィルさん、寝てもいいんですよ」

「もったいなくてな」

「もったいない？」

「君との時間が」

「もう、元気になればいつでも一緒にいられます！　ゆっくり休んでください！」

「はは、それもそうか」

　熱があるからだろうか。グランヴィルの様子がおかしい。まるで恋人に囁く睦言のようなことを口にした。頬が熱い。

　グランヴィルはそのまま寝入ってしまった。今のうちに水を差し換えておこうかとリリスは席を立つ。廊下に出ると、ちょうど子竜を腕に抱えたアドルフと遭遇した。

「グランヴィルさんの様子、どうですか？」

「今、寝ているところです。フィップはいい子にしてますか？」

「ええ、もちろん」

「きゅ」

　当然、と言わんばかりに子竜は胸を張る。そんな姿も微笑ましくて可愛い。

「水、差し換えてきますね」

　一階に下り、水を差し換えてから再びグランヴィルの部屋に戻る。すると、グランヴィルはまだ眠ったままだった。

（綺麗な顔……）

　熱を出しているのにあれだが、グランヴィルは容姿端麗だ。それもまた、リリスが恋の成就を諦める理由だったりする。

　身分も容姿も釣り合いが取れない。だからこの想いは無くなった方がいいのだ。

　苦しい想いに顔を顰めていたら、グランヴィルが目を覚ました。

「リリス……？」

「調子はどうですか、グランヴィルさん」

　慌ててにこりと笑いかける。この方が安心するだろう。

「ああ、大分楽になった」

「そうですか。それならよかった」

「ずっとついていてくれたのか」

「ええ。約束ですから」

「ありがとう」

　ありがとうはこちらの方だ。風邪を引いた時にお世話になった。

「この分なら夜には仕事に行けそうだ」

「ええ!?　行くんですか？」

「ああ。休んでいられない」

　仕事熱心なのはいいが、自分の体を労わってほしい。レックスも同じことを言うはずだ。

「もっとお体ご自愛下さい」

「大丈夫だ。これくらい」

「グランヴィルさん」

「そう心配するな、リリス」

　優しく笑いかけられる。ずるい。その表情を見せられると弱い。

「みんなにも反対されたら帰ってきて下さいね」

　それでも帰って来なそうだけれども。

　が、心配は杞憂で終わった。本当に夜までに風邪を治したのだ。

「言っただろう。夜までには治ると」

　不敵に笑うグランヴィルに返す言葉がなかった。

　そんなわけでグランヴィルは仕事に行った。驚異の回復力だ。

「すごいわね、グランヴィル様……」

「よほどお仕事が好きなんですね、きっと」

　リリスとアメリアは苦笑である。アドルフもまた。

「隊長すごいなあ」

　入れ違いに帰って来たレックス達も「あいつ、すごいな」などと会話が盛り上がっていたらしく、みな一様に感心する他なかった。










　さらに翌日、洗濯物をしていたら、

「すまないが、リリス。夕方までフィップを預かってはくれないか」

　二人は夜勤明け、レックスとエリオットとアドルフは早番ですでに寮にはいない。と、なると預けられるのはリリスかアメリアしかいない。

　選んでもらえたことが嬉しくて、リリスは「はい！」と必要以上に声に力が入ってしまった。まただ。やってしまった。

　けれどグランヴィルは優しく微笑み、「ではまた後でな」とリリスの頭をそっと撫でた。不意討ちを食らってリリスは棒立ちになる。――頭を撫でられた。

　颯爽と去っていくグランヴィルの背中。リリスは撫でられたところを指で触れながら、その背中を見送った。トクトク、と胸の鼓動が速く刻まれているのが分かる。

（グランヴィルさん……私、少しは期待してもいいのかな……？）

　舞踏会に誘ってくれたこと、こうして優しくしてくれること。

　それともそれは、ただ彼がみんなに優しい人だからだろうか。

　ドキドキしつつも、リリスはアメリアとともに掃除に取りかかることにした。昨日同様に昼前に終わったのだが、

「リリス。ちょっと買い出しに付き合ってちょうだい」

　アメリアからの誘いがあった。

「フィップも行く？」

「きゅっ！」

　そうして、リリスは子竜も連れて商店街に赴くことになった。なんだかわくわくする。

　平日とはいえ、商店街は買い物客がごった返していた。はぐれないよう、アメリアにぴったりとくっつきながら、リリスは彼女の後をついていった。

「わぁ、人がいっぱいですね」

「ここはいつもこんな感じよ。スリには気を付けなさいね」

「……はい」

　王都に到着したばかりのことを思い出す。あの時はグランヴィルに助けてもらったのだった。

　気を付けなきゃ。財布の袋をぎゅっと握りしめ、リリスは手際よく買い物をこなすアメリアの後ろを追いかける。

　じゃがいも、人参、玉ねぎ、ピーマン、トマト。貯蔵庫に常備してある野菜を中心に買い物を済ませた、その時のことだ。

「きゃあああ！　ひったくりよ！　誰か捕まえて――！」

　年老いた女性の悲鳴が後方から上がり、リリスは足を止めた。ひったくり。どこだ。

　すると、素早く脇を通り過ぎた青年の手に女性用の鞄が握られていることに気付き、リリスは即座に追おうとした。――が。

「待ちなさいよっ！」

　ひゅん、と凄まじい勢いで何かが目の前を横切る。それはひったくり犯らしき人物の後頭部に直撃し、二打、三打と怒濤の勢いで続いた。

　よく見るとそれはじゃがいもだった。投げ手はアメリアだ。リリスは呆気に取られるほかなかった。

「エリオット！　早く捕まえなさいっ」

「うるさい。分かってるっつーの」

　横合いから警吏騎士の制服姿のエリオットの声が届いてリリスは驚く。どうやら街の見回り中だったようだ。アメリアはいつの間に気付いたんだろう。

　エリオットは速やかに犯人を捕縛した。アメリアのじゃがいも攻撃のおかげで足止めできていたようだ。一件落着である。

「アメリアさん、すごいですね」

　まさか、じゃがいもを投げつけるとは思わなかった。豪快な人だ。

　アメリアはふふんと得意気に鼻を鳴らした。

「こう見えても昔、球遊びで打者をよく打ち取っていたのよ。コントロールにも自信があるわ」

「本当にすごいです。それにエリオットさんが傍にいたのにもよく気付きましたね」

「腐れ縁だもの。なんとなく分かるわよ。さっ、もう一度じゃがいもを買い直しましょ」

　ひったくり犯の逮捕に貢献したというのにアメリアの様子は変わらない。もしや、慣れていることなのだろうか。

　見物人からはパチパチと拍手が起こっている。アメリアはそれににこやかに答え、堂々と街中を歩く姿はすっかり英雄だ。

　カッコいい。リリスは素直にそう思った。

「ね、フィップ」

　同意を求めようと傍にいたはずの子竜を振り向いたが、――いない。

　リリスは嫌な予感にかられた。

「フィップ!?」

　名を呼んでも、いつもの可愛らしい返事はない。子竜は賢い子だ。勝手に傍を離れるとは思えない。

　じゃがいもを買っていたアメリアも気付いた様子で、「どうかしたの？」とリリスを振り向いた。

「フィップがっ、フィップがいないんです！」

「え!?」

　どうしよう。まさか、はぐれて迷子になってしまったのか。

　いや、でもと思う。子竜は小さいながらも空を飛べる。万が一、はぐれてしまったとしても空からリリス達のことを見つけられるのではないか。

「私、ちょっと探してきます！」

「あっ、ちょっとリリス！」

　アメリアの制止も聞かず、リリスは駆け出した。本当にどうしよう。このまま見つからなかったら。

　子竜はグランヴィルが大切にしている飼い竜だ。なにより、子竜が迷子になって泣いているのかと思うと胸が痛む。

　早く探し出さなくては。そう思い、あちこち駆けずり回っていると。

「フィップ!?」

　黒い鱗に覆われた小さな竜を、リリスはひとけのない路地裏で見つけた。子竜は網の中におり、大の大人が数人がかりで押さえつけている。

　竜の拉致。その意味が分からないほど、リリスはバカではない。竜は高貴な動物だ。稀少種で乱獲が禁止されている。

　おそらく――闇市で売り飛ばす気だ。

「待ちなさいっ、このっ！」

　先程のアメリアの真似をして、リリスは持っていた人参を手当たり次第にぶつけた。少しでも引き止められればと思った。

　息を深く吸い込む。そして、

「だれ……、――！」

　助けを呼ぼうとしたその声は、しかし後ろから何者かによって口を塞がれる。ついで、首の後ろに衝撃が走り、意識が遠退く。

（フィ、ップ……）

　リリスの意識はそこで途切れた。










「ん…っ……」

　ガタゴトと揺れる音でリリスは目を覚ました。気付けば、手首を縛られて木製の床に転がされている。口にも布が被せてあって上手く声が出せない。

　ここはどこだろう。自分は何をしているのだったか。

　思い返したリリスははっとした。そうだ。子竜が何者かに拉致されたところを助けようとしたのだった。けれど、誰かに手刀を叩き込まれたのか気絶してしまったのだ。

「きゅうきゅう！」

（フィップ！）

　ふと右手を見れば子竜の姿があり、リリスは安堵した。網の中ではあったが、元気そうだ。

　ここは馬車の荷台の中だろうか。石を踏んだのか、車体が大きく揺れた。きっと王都を離れて地方に向かっているに違いない。

（ごめんね、フィップ）

　軽率な真似をした。竜が高貴で稀少な存在だと分かっていたのに、誰かに拉致されるかもしれないという発想がなかった。一緒に買い出しに行こう、なんて言わなければ、こんなことにはならなかったのに。

　子竜はフィップの他にも四匹いた。赤い竜、青い竜、黄色い竜、銀色の竜、と色彩はさまざまだ。彼らも拉致されたのだろう。

　リリスはどうにか上体を起こした。

（どうしよう。せめて、手首の縄を外せたら……）

　そうしたら、子竜達のことだけは外に逃がせるのに。己の非力さが悔しい。一体、どうすればいいのか。

（何か切れるような物があったらいいんだけど……何かないかな？）

　しばし思案していたリリスは、はっとした。そういえば、子竜には鋭い牙があったことを思い出した。

　リリスは子竜の前までどうにか歩き、後ろ手で組んだ縄を子竜の前に差し出した。子竜は賢い。何も言わずとも察してくれたようで、縄に噛みついてくれた。

（よし、もう少し。頑張ってフィップ）

　縄が緩んでいくのを感じる。きつく縛られているので噛みづらいだろうが、そこは器用に子竜は進めてくれる。

　そして。

（外れた！）

　とうとう縄が切れた。ひりひりと痛む手首を擦りつつ、リリスは口元の布も引き剥がした。御者台にいるだろう犯人に気付かれぬよう、そっと網を外す。

　網の材質は伸縮自在で柔らかい。だから牙では噛み切れなかったのかもしれない。

「みんな、裏から逃げて」

　こそっとリリスは囁きかける。自分は無理だが、子竜達ならば空に逃げられる。

　子竜達は一匹、また一匹と裏の開いた空間から空に飛び出ていった。最後に残ったのは子竜のフィップだけだ。

「フィップも。逃げていいのよ」

「きゅうきゅう！」

　子竜は首を横にぶんぶん振る。テコでも動かないといった様子の子竜の頭を、リリスはそっと撫でた。努めて笑顔を見せる。

「私は大丈夫だから。お兄様やグランヴィルさんの助けを呼んできてくれない？」

「きゅう……」

「ね、お願い」

　子竜は渋々といった様子で裏から飛び立っていった。待っててね、とその目は語っていて、リリスは拳をぎゅっと握りしめる。

　ガタゴトと揺れる馬車の中。大丈夫、兄やみんなが必ず助けに来てくれるはず。

　一人取り残されたリリスはそう信じ、努めて平静を保った。

（荷台から飛び下りるのは無理……だよね。下手をしたら死んじゃうかも）

　馬車のペースは思いのほか速い。高さはそれほどないといっても、荒れた道だ。身を投げ出せば、小石などに当たって打ち所が悪ければ死にかねない。

　レックス達の助けを待つべきなのかもしれない。しかし万が一、犯人に見つかったら子竜のいないリリスが果たして無事でいられるのかは微妙なところだ。

　待つべきか、動くべきか。逡巡していた時のことだ。

「うわあああっ！　ドラゴンだっ！」

「に、逃げろっ！」

　御者台から慌てふためく犯人達の声が聞こえて、馬車が急停車する。その反動でリリスは全身をしたたかに打ちつけた。

「リリス、大丈夫か！」

　声が聞こえてはっと顔を上げると、そこにいたのはグランヴィルの姿。外では剣と剣が争うような音がしている。

　グランヴィルの顔を見た瞬間、強張っていた体から力が抜けていくのが分かった。

「グランヴィルさん、どうしてここに……」

「アメリアから聞いた。君とフィップが何者かに連れさらわれたと。立てるか？」

「はい……」

　ふらつきそうになる足を叱咤し、リリスは荷台から外に降りる。するとそこには大きな黒い竜と馬が二頭いて、馬の方に乗ってきたのはレックスとエリオットらしかった。

　彼らは犯人達を捕縛している。聞けば、竜を拉致する事件は頻繁に起こっていて、その捜査をずっとしていたのだという。

　といっても、竜達はリリスが解放してしまった。どういう罪状で逮捕するのかと思ったが、そこは婦女誘拐という名目で逮捕に踏み切ったとグランヴィルは教えてくれた。

「途中でフィップ達と会った。助けてくれたんだろう。ありがとう」

「は、い……」

　今になって体が震える。ふらつくリリスをグランヴィルが支えてくれた。よくここまで気丈に振る舞えていたものだ。

「リリス！　大丈夫か!?」

　遠くからレックスの身を案じる声が届いてリリスは片手を上げた。大丈夫だと意味を込めて左右に揺らすと、レックスの表情も安堵していた。心配をかけてしまったようで申し訳ない。

「先に王都に送ろう。竜に乗れそうか？」

　乗れそうかと言われても、そもそも乗ったことが一度もない。リリスはなんと返事をすればいいか迷った。

「えっと、大丈夫です。多分」

　さすがに一人では乗せないだろうと思っていたら、まったくその通りでグランヴィルが先に竜の背に乗った。この竜はフィップの親竜だという。立派な竜だ。

「手を伸ばせ」

「は、はい」

　ドキドキしながらも、グランヴィルの後ろに乗り込む。こんなに密着するのは初めてで胸の鼓動が速まる。こんな時だというのに。

「しっかり捕まっていろ。ではレックス、エリオット。護送は頼んだ」

　頷く二人を横目に親竜は空高く飛び上がった。くるりと旋回したかと思うと、王都の街まで緩やかに飛んで行く。

「わぁ……」

　初めて見る空からの景色にリリスは感嘆の声をもらした。すごい。まさか、竜に乗って飛べる日が来るとは思わなかった。

「怖かっただろう。駐在所に行くが、構わないか？　君には事情を聞く必要がある」

「はい。大丈夫です」

　ぎゅっ、とグランヴィルの背中にリリスはしがみつく。彼の体温に今はほっとする。

「あの、フィップは？」

「寮に戻った。アメリアが預かってくれているだろう」

「そう、ですか。よかった……」

　子竜に何かあったら、悔やんでも悔やみきれない。リリスは心の底から安堵した。

　そうしてあっという間に、王都の街には着いた。竜に乗ったまま街中に乗り込むわけにはいかないので、降り立ったのは空き地だ。家々のない駐在所の裏に親竜は着陸した。

「手を貸そうか」

「は、はい。お願いします」

　グランヴィルの手を借りて、リリスはふらふらと地面に立つ。まだ先程の恐怖が抜けきっておらず、全身が震えている。

　グランヴィルはそっと抱き寄せてくれた。

「無事でよかった」

「…っ……」

　涙がこぼれそうになるのをリリスは必死に堪える。その身を静かに預け、しばらくされるがままでいた。

　といっても、いつまでもそうはしていられない。落ち着いた頃合いを見計らってリリスは体を離した。

「助けて下さってありがとうございます、グランヴィルさん。それとごめんなさい」

「何を謝る」

「フィップを危ない目に遭わせてしまって。軽率でした」

　安易に外に連れて歩くべきでなかったのだ。リリスを信頼して預けてくれたというのに、その信頼を踏みにじってしまった。

　謝罪するリリスに、けれどグランヴィルは叱責することはなかった。

「君が謝る必要はない。こちらの説明不足だった。こちらこそ、危ない目に巻き込んでしまってすまない」

　グランヴィルの手が、優しくリリスの頭を撫でる。その温もりになんだか泣きたくなった。もう一度、抱きしめてもらいたいと欲が出るが、リリスは必死に自制する。

　その後、西区の駐在所までグランヴィルと二人で歩いた。親竜はここ、駐在所の裏の敷地にいつも待機させているらしい。アメリアから話を聞いたグランヴィルが親竜に乗り、犯人の行方を追ってきたのだという。途中で子竜達とすれ違い、犯人が乗っている馬車の目星をつけられたのだとか。

「改めて礼を言う。君がフィップ達を解放してくれなかったら、発見が遅れていた。本当にありがとう、リリス」

　いえ、とリリスは首を左右に振った。子竜達を逃せたのは、フィップが縄を噛み切ってくれたおかげだ。何より子竜を危険に巻き込んでしまった事実は消えない。

　けれど、と思う。竜を拉致する闇商人の一派が捕まった。それだけはいいことだ。

　リリスはふらつきそうになる足を叱咤しつつ、ほんの少し晴れやかな気分でグランヴィルと二人歩いていった。










「リリス！　あんた、怪我はない!?」

　グランヴィルに見送られ騎士寮に戻ると、アメリアが鬼気迫る勢いで出迎えてくれた。その肩には子竜も一緒だ。

　聞けば、アメリアはリリスの後を追って拉致される瞬間を目撃していたという。助けたいのは山々だったらしいが、アメリアは賢明だった。自分で突っ込まず、騎士寮に戻ってグランヴィルに助けを求めた。グランヴィルは駐在所に赴き、自身は竜に乗って犯人探しに動いた、というのがことの次第らしい。

「無茶してんじゃないわよ、このバカ！　グランヴィル様達に任せなさい！」

「う……無我夢中で、つい……」

　言われてみるとその通りだ。冷静になって考えれば、非力な自分が犯人達に楯突く場面ではなかった。判断ミスだ。

　アメリアの剣幕はすごいが、罵倒ではなくリリスを心配してくれてのことだと分かる。今、戻ってくるまで気が気じゃなかっただろう。

　リリスはふわりと微笑んだ。

「ありがとうございます、アメリアさん。フィップも」

　助けを呼びにいってくれたことも、こうして心配してくれていることも。リリスには本当に有り難い。

　素直に礼を言うと、アメリアは一瞬呆けた顔をしていたが、すぐにまたつんとすました顔に戻った。

「ふ、ふん。分かればいいのよ。今日はさっさと部屋に戻って休みなさい」

「え、でも……」

「いいから！　一人で家事をやれるわ」

「そうだな。アメリアの言う通り、今日はゆっくり休め」

　口を挟んだのはグランヴィルだ。グランヴィルにまで言われては、リリスも引き下がるしかない。心遣いを有り難く受け入れることにして、「分かりました」と頷いた。

　ちなみに寮にブライアンとアドルフがいないのは、駐在所にいるからだ。アメリアからの報告を受けた時、二人は駐在所に待機する旨を命じられたという。彼らもまた、じきに寮に帰宅することだろう。

　お言葉に甘えて二階の自室に戻ったリリスは、寝間着に着替えてすぐに寝台に横になった。拉致されていたのは一時間にも満たないだろうが、なんだか疲れた。

　他の子竜達も主人の元に無事、帰れたのだろうか。そうだといいのだけれど。

（でも、本当によかった）

　子竜や他の子竜達が無事で済んで。

　王都は広いだけに、色々な犯罪に満ちている。警吏騎士のみんなの仕事は、過酷なことだろう。

　そんなみんなの力になれたらいい。リリスは改めてそう思う。

　横になっていたら睡魔が襲ってきて、瞼がゆるゆると下がってきた。眠い。

　ほんの少しだけ、眠ろう。リリスはそっと瞼を閉じたのだった。
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　リリスが再び目を覚ました時には、すっかり夜になっていた。

　早番だったレックスも帰宅していて、起き上がったリリスに気付くなり上段まで上がってきてぎゅっと抱きしめられた。兄妹二人の重みで寝台がぎしりと軋む。

「リリス！　本当に無事でよかった！」

　馬で犯人達を更迭したレックスとは、駐在所で顔を合わせていない。改めて兄妹二人になり、箍が外れたらしい。

「ちょ…っ……お兄様、くるし…っ……」

「お前に何かあったらと思ったら……！　お兄ちゃん、犯人を絞め殺そうかと思ったぞ！」

「お、お兄様。それだけはやめてちょうだい。お願い」

　冗談なのか本気なのか分からないことが怖い。本気だったらどうしよう。

　レックスはしばらくリリスを抱きしめた後、ようやく体を離した。リリスは内心苦笑しつつも、心配してくれる兄に微笑む。

「ありがとう、お兄様。心配をかけてごめんなさい」

「いや、お前が謝ることじゃない。俺達こそフィップを連れ歩く危険性について話してなくて悪かった」

　やはり、子竜を不用心に連れて回ることは危険らしい。親竜ならば大きいので拉致するのも従えるのも難しいが、小さい子竜ならば可能なため闇市に出回ることがあるという。

　子竜が拉致される事件が最近多いため、レックス達は実はフィップを囮にして捜査をしていたそうだ。言われてみれば、レックスや他のみんなが子竜を連れて散歩に行くことがあったが、それは囮捜査だったらしい。

「本っっ当にすまん！　それにまさか、お前まで拉致されるとは思わなかった」

「あの時、騒いじゃったから、うるさくてとりあえず連れていったのかも」

「ああ。犯人達もそう言っていた。まあ、本当に、本っ当に、よかった！」

　肺が空っぽになるくらい息を吐き出し、レックスは安堵の表情を見せる。どうやら、想像以上に心労をかけていたようだ。

　もう一度「ありがとう」と礼を伝えてから、リリスはふと思い出したことを訊いた。

「そういえば、グランヴィルさんって竜騎士だったのね」

　竜を所有し、騎乗できる騎士を竜騎士と呼ぶ。てっきり子竜だけかと思っていたが、親竜も飼っていたとは知らなかった。

　レックスは肩を竦めてみせた。

「あのクレイトン伯爵家の令息だからな。母竜と合わせて三匹いるぞ」

「そ、そうなんだ」

　さすが、クレイトン伯爵家。高貴な竜をそんなに所有しているとは。改めて実家の財力の差を実感し、リリスは目を伏せる。……やっぱり、自分には釣り合わない人だ。

　お腹が空いたので一階の食堂に下りると、そこにはベリンダがいた。アメリアでなく。

「ベリンダさん、お加減は大丈夫なんですか？」

「あら、リリスちゃん。ええ、大分よくなってきたわ。それよりリリスちゃんこそ、大丈夫なの？」

　アメリアから話を聞いたのだろう。ベリンダの表情は気遣わしげだ。リリスは心配をかけまいとにこりと笑った。

「はい、大丈夫です。すぐにみんなが助けに来てくれましたから」

「そう、ならいいんだけど」

「ベリンダさんは夕食ですか？」

「さっき食べ終えて後片付けをしたところよ。少しずつ体を動かしていかないと。リリスちゃんは夕食を食べられる？」

　はい、と頷くとベリンダが夕食を運んできてくれた。すっかり腰はよくなってきているらしい。ちなみに今日は野菜と肉団子のスープだった。

「じゃあ悪いけど、少し横になっているわね。リリスちゃんもあまり無理をしないで」

　優しく笑うベリンダに「ありがとうございます」とリリスも笑みを返し、夕食にありついた。

　温かい黄金色のスープが身に染みる。優しい味だ。とてもおいしい。

（ベリンダさんが動けるようになってきたら、私もそろそろ……）

　お役目御免かもしれない。ここのみんなと別れて実家に帰ることになる。

　――その前に。

　伝えたい想いがある。あの人に。










「リリス、買い出しを頼める？」

「いいですよ」

　翌日。リリスはアメリアから買い出しを頼まれた。アメリアはベリンダを病院に連れて行くそうだ。

「ごめんね、昨日の今日で」

「大丈夫ですよ。何を買ってきたらいいですか？」

「この紙に書いておいたわ。お金も渡すわね」

「分かりました。じゃあ行ってきます」

　貴重なお金を抱え込み、商店街へと向かう。買い出しは主に野菜だった。用事を済ませ、帰路につこうとした時。

（あれ？　グランヴィルさん？）

　装飾品屋からグランヴィルが出てきた。グランヴィルは今日は非番だ。そういえば、今朝同じ非番のアドルフに子竜を預けていた。

　自分で身に付ける物を買ったのだろうか。それとも。

　胸がぎゅうぅと締め付けられる。誰か他に送り主がいるのだろうか。

　なんとなく声をかけるのは憚られ、リリスは一人で騎士寮に戻った。アメリアはすでに帰ってきており、よっぽど酷い顔をしていたのだろうか。気遣わしげに「どうしたの？」と心配されてしまった。

「いえ、なんでもありません」

「本当に？」

「ええ」

　そう、と呟いたアメリアは「そうだ！」と急に声を張り上げた。

「お茶会をしましょう、リリス」

「お、お茶会ですか？」

「ええ。女子会よ」

　スコーンでも作りましょうというので、買い出してきた物を貯蔵庫に置いた後、スコーン作りを手伝った。

　スコーンは簡単だ。まずオーブンを温めてから、その間に材料を混ぜ合わせる。混ぜ合わさったらひとまとめにして手で伸ばし、二回折りたたむ。これを二回ほどやったら型を抜いてオーブンで焼くだけだ。

「ん～、いい焼き具合ね。さっ、次は紅茶ね」

「あ、淹れます」

　ティーポットに茶葉を入れ、お湯を注いで蒸らす。ティーカップに注ぎ入れれば、綺麗な赤褐色の紅茶が出てきた。

　向かい合うようにテーブルに座り、優雅なお茶会のスタートだ。

「あんた、グランヴィル様とはどうなの？」

「ど、どうって言われても何もありませんよ」

「いい雰囲気じゃない。あんたはどう思ってるのよ」

「その……素敵な方だなって」

　耳まで熱い。

「ふうん、いいじゃない。アタックすれば」

「でも身分が……」

「恋愛に身分なんて関係ないわよ。私だって男爵令息と付き合えそうになったくらいだし」

「そういうアメリアさんこそ、いい人はいないんですか」

「残念ながらね～」

　スコーンに木苺のジャムを塗り付ける。スコーンがさくっと小気味いい音を立てて、口の中に味が広がる。おいしい。

「でもグランヴィルさんには他にいい人がいるかもしれませんし」

「あら、どうしてそう思うの？」

「お、女の勘です」

「ふうん。私はお似合いだと思うけどね」

　リリスは紅茶を一口すする。柑橘系の香りが鼻腔をくすぐる。。

「グランヴィルさんに私じゃ釣り合いが……」

「そんな小難しいこと考えなくていいのよ。大切なのは気持ち。そうでしょ？」

「それは……そうかもしれませんけど」

　気持ちを伝えたいとは思う。けれど、それ以上は何も望まない。

　アメリアはふと真剣な顔で言った。

「こんな話をするのはね、母の腰がよくなってきたからなの」

「え――」

　それはいいことだ。けれど、つまりそれは。

「あんたを雇う必要もなくなる。今のうちにアタックしておきなさい」










（お役目御免かあ……）

「どうした、リリス。上の空だぞ」

　グランヴィルに指摘され、リリスははっと我に返る。今はダンスの練習中だった。

「あ、ごめんなさい。考え事をしちゃって」

「何か悩み事でもあるのか？」

「いえ、大丈夫です」

「本当か？」

　本当です、とリリスは気丈に笑う。

「舞踏会ももうすぐですね。この分なら行けそうです」

「ああ」

「ありがとうございました。ご指導いただいて」

「誘ったのはこちらだ。気にしなくていい」

　グランヴィルは優しく笑い、よく頑張ったなと頭を撫でてくれた。こうした時間が無くなるのだと思うと胸が苦しい。

「グランヴィルさんは何度も舞踏会に行っているんですよね」

「ああ。クレイトン伯爵令息だからな」

「煌びやかなところなんですよね。浮かないかな……」

　貧乏令嬢が行ったところで笑われるのがオチなのではと危惧するリリスに、グランヴィルは「大丈夫」だと諭してくれた。

「レックスだって何度か足を運んでいる。問題ない」

「だといいんですけど……」

　浮かないか心配だ。兄が見繕ってくれたドレスは素敵だが、着る人間がこうも平凡だと埋もれてしまわないか気になる。

「私も社交界デビューした時には緊張したものだ」

「グランヴィルさんも？」

「もちろんだ」

　社交界デビューする際は、まず国王にお目通りを叶う。リリスも初めは国王の元に足を運ばなければならない。順番に並んで拝謁をたまうのだそうだ。

「失敗しなければいいんですけど」

「大丈夫だ。気を強く持て」

「はい……」

　グダグダ言っていても仕方ない。覚悟を決めなければ。

「さあ、練習再開だ」

「はい」

　今は楽しもう。グランヴィルとの時間を。

















11












　それからあっという間に月日が過ぎ、宮廷舞踏会当日。

「アメリアさぁぁぁん、どうしよう！　化粧が上手くいきません！」

「何やってるのよ。貸しなさい」

　化粧道具一式をアメリアに託し、リリスは人形のようにおとなしく座る。ここは二階の自室だ。夜会に向けて準備をしているところである。

　ドレスには着替えた。靴も履きかえ、髪型も整えている。あとは化粧をするだけ――だったのだが、化粧をしなれていないリリスにとっては難題でアメリアに泣きついた。

「まったく、早く覚えなさい。化粧は女の武器よ。女は化粧でいくらでも変わるんだから」

　乱れた化粧をアメリアが丁寧に手直ししてくれる。これくらいなら一からやり直さなくてもいいと判断されたようだ。

　ここ数日、リリスはアメリアに化粧のやり方を教わっていた。よって一通りはできるようになったのだが、やはりまだまだだ。

「ほら、できたわよ。そうだ、髪も編み込んで髪飾りもつけましょ。せっかくの社交界デビューなんだから」

「あ、ありがとうございます！」

　色々と慣れていないリリスは、感謝で涙目だ。アメリアと仲良くなれてよかった。

　ちなみにレックスは早番のためいない。ブライアンも同様で、この騎士寮から今夜の宮廷舞踏会に参加するのはグランヴィルとリリスだけである。

　夕方になれば、迎えの馬車がやって来る手筈になっている。親切なのはおそらく、クレイトン伯爵家令息であるグランヴィルが参加するからだろう。

（ドレスは綺麗だし、ダンスもある程度は踊れるようになったし。きっと大丈夫）

　恥をかかないようにしなければ。リリスだけでなく、父や兄の信用まで失墜させてはならない。

　固くそう思うリリスの亜麻色の髪を、アメリアが後ろに編み込んでくれている。さらにそこに白の生花を飾り、ぐっと華やかさが増した。

　姿見に映る自分の姿を正面に見て、リリスの胸は弾む。すごい。なんだかお姫様になったみたいだ。

　その時、コンコンと扉がノックされた。

「はい」

「グランヴィルだ。そろそろ……」

　顔を出したグランヴィルは、鮮やかな青の瞳を軽く見張っていた。何かおかしいところでもあるのかとリリスは不安になった。

「あ、あの、何か……？」

「……いや。あまりにも綺麗だったもので、言葉を失っただけだ」

　思いがけない甘い言葉にリリスの頬は赤くなってしまう。――綺麗。

　以前、ドレスを試着した時にも言われたが、改めて言われると照れる。が、すごく嬉しい。着飾った甲斐があるというものだ。

「グランヴィルさんも、とてもよくお似合いです」

　グランヴィルもまた、華やかな正装を身にまとっていた。優美なフリルが覗く襟高の白いシャツにベルベット生地のコート、そして羽根つきの帽子。警吏騎士の制服とは違う装飾重視のもので、いつも以上に優雅な姿に見える。

　ほわりと微笑むと、グランヴィルもまた微笑み返してくれた。言葉数は少ないが、こうしていると心が通じている気がする。

「グランヴィル隊長ー、迎えの馬車がお見えになりましたよー！」

　階下からアドルフの声が聞こえる。王城からの使いがやって来たようだ。

「行くか」

「はい」

　差し出された手を、リリスは取る。「楽しんできなさい」とアメリアは笑って送り出してくれた。

「わぁ、素敵ですね、リリスさん。ではどうぞ、お気をつけて」

　相変わらずのアドルフにも「はい」と微笑み返し、リリスは馬車に乗り込んだ。狭い路地なので、ちょうど二人分の箱形馬車だ。グランヴィルは正面に腰かけた。

「では、出発します」

　御者の声とともに、緩やかに馬車が動き出した。そして、出発してすぐ後のことだ。

「リリス、ちょっといいか」

「はい？」

　グランヴィルは懐から小さな木箱を取り出した。なんだろうと思っていると、中に入っていたのは真珠のネックレスだった。

「よかったら、もらってくれないか」

「ええ!?　で、でもこんな高価なもの……」

「君に似合うと思って用意したんだ。受け取ってほしい」

　そこまで言われて受け取らないわけにもいかない。リリスは恐縮しながらも木箱を受け取り、胸元に付けてみた。何も宝飾品がなかったので、より華やかになった、気がする。

　もしかして、いつぞやの装飾品屋で見ていたのはこれだったのだろうか。

「どう、ですか？」

「よく似合う」

　グランヴィルの微笑みにリリスはまた頬が熱くなるのを感じた。ありがとうございます、と俯いて返す。

　ハイネリア王国の王城は、北区にある。北区は平らかな西区と違って小高い丘の上にあり、ずらりときらびやかな宮殿群が建ち並んでいる。

　宮廷舞踏会の会場入りした時には、空はすっかり暗くなっていた。

「わあ、すごい……」

　広間の光景にリリスは圧倒された。

　高い位置から吊り下げられた豪華絢爛なシャンデリア、輝かしいドレスやマントの色、きらめく宝石たち。

　なんだか自分が場違いな人間のように思えて、リリスの自信は萎んでいった。自分のドレスも綺麗……なはずなのだけれども。

「リリス、堂々としていろ」

「グランヴィルさん……」

　顔を上げると、グランヴィルが大丈夫だと一つ頷く。一人ではないと言われているようで、リリスは少し自信を取り戻した。

　――それに。

（グランヴィルさんがプレゼントしてくれたネックレスもある）

　このドレスを試着した姿を見た時、何か宝石があった方がいいのではないかと思い立って用意してくれたのだという。とてもじゃないが、オルコット家の経済事情では買えない代物だ。本当に有り難い。

　広間に集っている貴族達から好奇の視線を感じる。知らない令嬢だからなのか、グランヴィルとともにいるからなのか、あるいはその両方か。

「やあ、クレイトン子爵」

「これはアクロイド伯爵」

　グランヴィルの元にやって来たのは、人の良さそうな顔をした壮年の男性だった。

　アクロイド伯爵。その名を聞いてリリスは眉をひそめる。アクロイド伯爵は、オルコット地方を治める現、地方伯爵家だ。リリスは生まれた時から没落貴族だったので憎しみなどはないが、それでも名を聞くと反応はしてしまう。

「おや、そちらのご令嬢は？　見ない顔ですな」

「彼女はリリス。オルコット伯爵家の令嬢です」

　無視するわけにはいかない。リリスはドレスの裾を僅かに持ち上げ、優雅に会釈してみせた。

　アクロイド伯爵はほう、と息をつく。

「麗しくご成長されたようだ。どうですかな、私の息子も来ているのですが、一曲踊って下さいませんか」

「申し訳ありませんが、アクロイド伯爵。彼女はまだ社交界に不慣れなもので」

　リリスが口を開くより先にグランヴィルが断りを入れてくれた。アクロイド伯爵は残念そうに眉尻を下げたが、リリスはほっと胸を撫で下ろす。グランヴィル以外の男性と踊れる気がしない。

「ありがとうございます、グランヴィルさん」

　こそっとお礼を口にすると、「いや」とグランヴィルは短く言ってからリリスの手を取った。

「国王様の元へ行ってこい、リリス」

「はい」

　みな社交界デビューする者達だろうか。列をなしていて、リリスは順番に並んだ。順番がくると心配していたようなことはなく、謁見は無事に終わった。

　グランヴィルの元に戻ると、人だかりができていた。みな、綺麗に着飾った女性達だ。どうしようか逡巡していると、

「踊ろうか、リリス」

「え？　きゃあっ」

　ぐいっと手を引っ張られ、気付いたらリリスは広間の中央に立っていた。

　曲が始まる。自然と体がグランヴィルのリードに合わせて動き出す。

　この十日間、グランヴィルとともに一生懸命練習した。その成果を見せる時。グランヴィルにも、父や兄にも恥をかかせるような真似をしてはならない。

（左、右、左）

　つたないながらも、教わった通りに足を交互に動かす。ドレスの裾を踏まないように慎重に注意して、リリスは踊った。

　楽しい。夢にまで見た舞踏会で、憧れのドレスを着て、グランヴィルと踊っている。

　この時間がずっと続けばいい。けれど、リリスの思いに反して曲はすぐに終わってしまった。

「少し、休むか」

「は、い」

　息が弾む。元いた席に歩き出すと、広間にいた貴族が道を空けてくれる。その目にあるのは好奇と歓迎の色だ。一曲踊るだけで場の雰囲気が変わる。社交とはこういうものなのか。

　その後も、何曲かグランヴィルと踊った。グランヴィルには他にもダンスの誘いがあったが、すべて断っていた。そして、それはリリスも。

「舞踏会ってこんなに楽しいものなんですね」

　テラスに出ると、夜風が冷たい。グランヴィルと二人、リリスは月を見上げた。

「初めての舞踏会が、グランヴィルさんと一緒でよかったです。本当に楽しかった」

　後方から曲が聞こえる。誰かが踊っているのだろう。ゆったりとした曲だ。

　初めは緊張したが、来てよかった。心からそう思う。

　そしてリリスは意を決して口を開いた。

「……グランヴィルさん。私、今月いっぱいでお仕事をやめることになりました」

　グランヴィルは軽く目を見張った。リリスは努めて明るく笑う。

「ベリンダさんのお加減がよくなってきたみたいで。だから、実家に戻ります」

　騎士寮の家事仕事に三人も必要ない。全盛期ならともかく、今の人数に家事手伝いが三人もいたら採算が取れないだろう。

　ありがとう、リリスちゃん――と優しい笑顔を浮かべていたベリンダの顔をリリスは思い出す。そして、気のせいでなければ、寂しげにしていたアメリアの顔も。

　色々あったが、楽しい日々だった。憧れの王都にも来られて本当によかった。

　――それに。

「グランヴィルさん。あの」

「リリス」

　言いかけたリリスの言葉を、グランヴィルは遮った。珍しい。あまり割って入るようなことはしない人だ。

　どうしたんだろう、と思っていると。

「私と婚約してくれないか」

　一瞬、何を言われたのか分からなかった。

　リリスは呆然とする。……婚約？

「えっ、こ、婚約ですか？　私と？」

「ああ。そろそろ身を固めろと実家から言われていたのだが……君と出会って、君とならと思った」

　グランヴィルは平民出身だ。貴族らしく振る舞うよう努めていても、根っこにある庶民心は変わらない。それを受け入れ、理解してくれる人ではないと結婚は無理だとグランヴィル自身が思っていたところに、貧乏令嬢であるリリスと出会ったと。

「私はクレイトン伯爵家の後継ぎといっても愛人の子だ。様々な気苦労をかけるかもしれない。だが、信じてついてきてくれないか」

　リリスはすぐには返事ができなかった。驚きと、――嬉しさで。

「はい…っ……」

　口元を両手で押さえながら、リリスはこくこくと頷く。まさか、グランヴィルから告白されるとは思わなかった。

「私も、お慕い申し上げてます……と言おうとしていたところでした」

「そうか」

「絶対、断られると思って…っ……」

「そんなことはない」

　グランヴィルはそっとリリスを抱き寄せた。力強い温もりにリリスは身を預けた。

「好きだ、リリス」

「私もです、グランヴィルさん」

　月夜の下、二人は強く抱き合った。
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「そうか、そりゃあよかった！」

　舞踏会からの帰り。グランヴィルとともにレックスに報告すると、レックスは喜んでくれた。

　グランヴィルとまとまることを望んでいた節があるレックスだ。筋書きに乗ってしまったようでちょっぴり悔しいが、兄の援護もあって成就した恋だ。感謝しなければ。

　レックスはほくほくと笑っている。妹の結婚が決まりそうで安堵しているのだろう。

「じゃあ実家にはいつ挨拶しに行く？」

「明日、行こうと思っている」

「明日!?」

　レックスが素っ頓狂な声を上げるのは無理もない。今日の明日だ。それにオルコット地方までは馬車で半日はかかる距離である。

　けれど、グランヴィルの竜なら。

「私の竜なら数時間で行ける。なるべく、早く挨拶をしたい」

「そ、そうか……」

　父上の心を考えれば、事前に文を書いた方がいいんじゃないかとレックスが言うので、先に手紙を送ることにして、今日はゆっくり休むことにした。ドレスを脱ぎ、寝間着に着替えてから化粧を落とす。なんだか、夢見心地だ。まだ信じられない。

（グランヴィルさんと両思いになったんだよね、私……）

　まさか、グランヴィルも憎からず想っていてくれたとは思わなかった。実家の財力差もあることだし、舞踏会を含めていい思い出にして実家に帰るつもりだったのだけれど。

　翌朝、騎士寮のみんなにも報告した。すると、みんな祝福してくれた。アメリアもだ。

「よかったじゃない」

「おめでとうございます、二人とも」

「うむ。お似合いだと思うぞ」

　遅番から帰ってきたエリオットも、

「おめでとうございます。よかったね」

　と祝福してくれた。

　父からは「今日ならいつでもいい」と返事が朝に返ってきた。グランヴィルも非番なので早速、今から向かうところだ。

「行こうか、リリス」

「はい」

　グランヴィルの手を取り、駐在所の裏に待機させてあった親竜にリリスは乗り込む。

　これから苦難はあるかもしれない。けれどグランヴィルと二人ならきっと乗り越えていける。

　繋いだ手を、二人は深く絡めた。










「手伝いますよ、二人とも」

「いいから、いいから。あんたは引っ越し準備でもしてなさい」

　一週間後。夕食にパーティーを開くということで、アメリアもベリンダも大忙しだ。

　名目は送別会と快気祝い。

「まさかグランヴィル様と婚約されるなんて思わなかったから、それも兼ねてかしらね」

「ええ、本当におめでたいわ」

「ありがとうございます、二人とも」

　いつもはシンプルな食堂が綺麗に飾り付けられている。テーブルに並ぶ料理も豪華だ。羊肉のロースト、魚の蒸し焼き、ぱりぱり唐揚げ、三角パイ包み。

「お、うまそうだな」

「きゅう」

　レックスと子竜が顔を出した。今日は非番なのだ。

「リリス、荷造りしなくて大丈夫か？　明日戻るんだろ？」

「うん、今からやるから大丈夫」

　元々、最低限の荷物しか持ってきていない。こっちで何か買ったりもしていないので荷造りはすぐに終わるはずだ。

　リリスはお言葉に甘えることにして二階の自室に上がった。荷造りに取りかかる。

（あっという間だったなあ。グランヴィルさんとも両想いになれたし）

　父は喜んでくれた。ようやく娘の結婚が決まって兄同様ホッとしたようだ。

　クレイトン伯爵家も認めてくれた。貧乏令嬢だし、という卑屈な思いがあったが、兄の言う通り元が地方伯というのがよかったのかもしれない。よかった。

　しばらくすると、リリスを呼ぶ声が聞こえた。一階に下りると、パーティーの席に何人かが座っていた。レックスとアドルフ、ブライアンだ。

「先にこのメンバーでお祝いしましょう。さあ、みんな食べて」

　ベリンダはすっかり腰の具合がよさそうだ。みんなにエールを注いで回っている。

「お母様、いいから。無理しないでちょうだい」

「大丈夫よ。心配性ねえ」

　母子のやりとりにほっこりする。

　料理はおいしかった。特にぱりぱり唐揚げが絶品で、聞けばベリンダが作ったのだという。

「とってもおいしいです！」

「ふふ、よかったわ」

　是非ともレシピを知りたい。教えてもらえるだろうか。

「でもリリスさんがいなくなってしまうなんて寂しくなりますねえ」

「そうだな。朝食を楽しみにしていたのだが」

　そう言ってくれるのはアドルフとブライアンだ。リリスも寂しい。

「なに、また会えるさ。結婚式で」

「うむ、そうだな」

「もう、お兄様ったら」

　気が早い。まだ婚約したばかりなのに。

　レックスを除いて二人はこの後仕事だ。あまり長居はできない。早々に切り上げ、騎士寮を出て行った。入れ替わりに帰ってきたのはグランヴィルとエリオットである。

「今日はパーティーか」

「お前達の分のお祝いも込みだぞ」

「それは有り難い」

「へえ、うまそう」

　アメリアとベリンダも席についた。パーティー第二部だ。

「お兄様、よくそんなに食べられるわね」

「うまいからな。いくらでも食える」

　それは同感だ。本当においしい。二人は料理上手だと改めて思う。

「結婚式はいつ頃に考えてるんだ？」

「秋にでもと考えている」

「涼しくていい時期だな」

「楽しみねえ」

　でも、とアメリアは気遣わしげな顔をする。

「心配だわ。貴族らしい振る舞いできるの？」

「が、頑張ります」

「リリスはリリスのままでいい」

「グランヴィル様……」

　漂う甘い雰囲気。お腹いっぱいと言わんばかりにレックスは肩を竦める。

「まあ、楽しみだな。父上、泣くんじゃないか」

「まさか」

「分からないぞ。お前のこと可愛がってるからなあ」

「結婚式あるあるじゃない、リリス」

「そうね。感極まって泣くこともあるんじゃないかしら」

「そんな、ベリンダさんまで」

　だとしたらちょっぴり恥ずかしい。いや、嬉しいけれども。

　その後もつつがなくパーティーは進行していき、九時過ぎにはお開きとなった。

　男連中には先に入浴を済まさせ、アメリアとベリンダは後片付けに回る。

「手伝いましょうか？」

「いいから、いいから。リリスちゃんは部屋でゆっくりしていて」

　ベリンダは一人で脚立に乗って垂れ幕を剥がしている。送別会と快気祝いと書かれた垂れ幕だ。――と。

「うっ!?」

　ベリンダはぴしりとその場に固まってしまった。

「え、ベリンダさん!?」

「お母様!?」

　まさか――。

「ふ、ふふ。腰、やっちゃったみたい」

「「ええー!?」」

　騎士寮のお食事係はもう少し続くようだ。
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